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七人の武器屋


結婚式をプロデュース！





大楽絢太
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　今野隼史
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　最高の品ひん質しつと、最高の満足をアナタに──本日開店！　ライブウィンドウ・ブレイド！





　フラン──ドラゴン生せい息そく地帯に近いこの街では、昔から、他の街より武ぶ器きというものが、身近なものとして扱あつかわれてきました。直ちよく接せつ自分の命を守ってくれるという面では、ある時は友より、またある時は親よりも、心を許ゆるせる存在になるでしょう。


　つきましてはこの度たび、ライブウィンドウが演えん出しゆつする、世界最高品質の武器屋ブランド──『ライブウィンドウ・ブレイド』がフラン、西二番街道にオープンする運びとなりました。


　かの辛から口くち武器屋評ひよう論ろん家か、イヅツ・アレクサンドリアはこう言いました。


　～現げん代だいにおいて、本当の意味で武器屋と名乗ることが許されるレベルの武器屋は、ライブウィンドウ・ブレイド、ただ一つ～





　彼の言葉が、真実なのか、誇こ張ちようなのか。


　ライブウィンドウ・ブレイドがお贈りする『本物』の品質を見て、ぜひ、お客様自身がご判はん断だんください。




ライブウィンドウ




















　パート１・四人、少年の噂うわさを聞く







「おぉ～お。すっかり秋だぁ」


　店を出て、西二番街かい道どうを歩きだしたオレは、似に合あわないけれど、思わずそんなセリフを呟つぶやいてしまった。


　石いし畳だたみの街道にところどころ散さん乱らんする、赤い落ち葉。


　せこせことポケットに手を突つっ込こんで、背せ中なかを丸めて歩くオヤジ。


　なにより、頰ほおに触ふれる肌はだ寒ざむく澄すんだ空気が、フランに秋が来た事を証しよう明めいしてる。秋っていいよなぁ。オレは、一番好き。


　これで、隣となりにかわいいカノジョがいてくれて、一緒に二番街道を歩けたら、最高なんだけどなぁ……。


　んでんで、さらに、そのかわいい彼女が、手て編あみのマフラーなんかを作ってきてくれて、一本のマフラーで二人いっしょにくるまったりして──


「マーガスー、なにニヤニヤしてんのー？」


「はあっ!?」


　妄もう想そう中、いきなり横から声をかけられ、オレはビクッ、と体を震ふるわせた。


　横を向くと、そこには赤毛のみつあみ、ふっくら丸顔の女子が一人。


「ノノノ、ノン!?　なに、ナニしてんの？」


「あはは、もー。私もデクさん迎むかえに行くから、一緒に行こうっていったじゃーん！」


　ニコニコ笑いながら、のんびりした口調で、ちょっと怒おこったフリをするのは、ノンだった。


　そそ、そういえばそうだった。待ち合わせ場所に向かう途と中ちゆうまで、ノンといっしょに行くことにしたんだ。くっ、オレがいまなに考えてたか、バレてないだろうな……！


「マーガス、なんか、顔赤いよー？」


「え、ああ。な、なんか今日暑いからじゃない？」


「うっそー、涼すずしいよー？　暑がりだっけ？」


「う、うん、オレ、暑がりだよ？」


　などと、とりあえず、お茶を濁にごしつつ。


　オレとノンは、それぞれの目的地へ向かうべく、二番街道を歩き始めた。





　さて、知ってる人は知ってると思うし、まったく誤ご解かいなんてしてないかも知れないけど、いちおう、最初に言っておくべきことがある。


『オレとノンは、別にカップルじゃないんです』と、いうこと！


　オレ達は、一歩街の外に出れば、世界最強の肉食動物『ドラゴン』としょっちゅう出くわす街、ここフラン、西二番街道の。


　素人しろうと七人（しかも十二歳さい～十七歳）が、ひーこら言いながら経けい営えいしてる武ぶ器き屋や『エクス・ガリバー』で働く、店員どうしなんだ。


　おかげさまでエクス・ガリバーは、先週、やっとこさ開店三ヶ月！　ちなみに、今日はとある事情で店を閉しめてる。ずっと前から、今日は休みって決まっていたんだけど。


　オレ達の他にも、あと五人の店員、その場のノリだけで生きる男ジャンに、仕切り屋イッコ。生意気な最年少オーナーケンジに、巨きよ漢かんの煙えん突とつ掃そう除じ夫ふドノヴァン、そして、ブリッコの少女、ミニィちゃんっていうのがいるんだけど……


　ジャンは、『自分を見つめ直す旅』とやらに一昨日出発したからいないし、ミニィちゃんも修しゆう学がく旅行中。イッコは買い出し中で、ドノヴァンとケンジは……まぁ、なにしてるのか知らないけど、とりあえず、みんな、ここにはいない。


　そのうち集まってくるだろうし。説明は、その時にでも。


　というワケで。二番街道を仲良く歩いてる、オレとノン、この二人は、ただの『職しよく場ば仲間』。これだけ、みなさん、誤解しないように。


　なんせ、いま誤解されると、いろいろトラブルの元もとになっちゃいそうなんで……。





　昼下がりの二番街道は、飲食店こそ休きゆう憩けい中の鉱こう山ざん夫ふや、煙筒掃除夫のオヤジで賑にぎわっているけれど、それ以外は閑かん散さんとしていた。


　夕方、晩ばんご飯を買いに行く主しゆ婦ふ達が出てくるまでは、このまま静かなんだよなぁ。


「そういえば、ドノヴァンの話聞いたー？」


　ノンが、意味ありげに言う。


「ドノヴァン？　どうかしたの？」


「なんか、お腹なか壊こわしたから、今日は一日家で休むんだってー」


「へえ。珍めずらしいな。あんな頑がん丈じようなのに……」


　煙突掃除夫として鍛きたえられたドノヴァンは、めったに体調を崩くずさない。


　なんか、よっぽど悪い物でも食べたんかな？


「明日には出てこれるみたいだけどー」


「ふーん。ま、ドノヴァンならだいじょぶ──」


「あっ、ねぇねぇ、マーガスー、ラッキーコロッケだー！」


　話の途中で、急に立ち止まったノンが、コロッと話題を変えた。オイオイ。ノンに話題を変えさせたのは、小さな移い動どう式のコロッケ屋。通つう称しよう、ラッキーコロッケ！


「おお、ホントだ。珍しいなぁ」


　ルドルフっていう無口なオヤジが、揚あげたてコロッケを売ってくれる店なんだけど、営業日も営業場所も決まってないから、街で見つけてコロッケを食えた日は、なんか良いことが起こる、なんてジンクスがある店だ。さらに、とある情じよう報ほう筋すじから聞いたハナシでは、何百個こかに一つ、中のポテトが緑色のラッキーラッキーコロッケってのが入ってて、それを食べた人にはもれなく幸せがやってくるとか、なんとか……。


「どうする？　食ってこうか？」


「うん、せっかくだしねー。あ、でもマーガス、時間だいじょうぶー？　イッコちゃん達と『ナゾの行事』、見に行くんでしょー？」


「平気平気。まだ時間に余よ裕ゆうあるし。おっしゃ！　今日はオレがおごっちゃる。なんでも好きなコロッケ、買ってきていいよ！」


　オレはノンに気前よく、一〇〇〇ドルク札を渡わたした！　ま、コロッケは一個二〇ドルクだし、ぜんぜんお釣つりでるけどさ。


「あはは、やったー。マーガスふとっぱらだねー。じゃ、買ってくるね」


　とたた、ノンはラッキーコロッケに駆かけ寄よっていく。


　オレは、温あたたかい眼まな差ざしで、その背中を見守っていた。


　……。って、ヤバイヤバイ！


　ここで、ほんわかいいムードになっちゃ、ダメなんだってば。


　くっ、ノンってよく見るとカワイイし、料理・洗せん濯たく・裁さい縫ほう・家事全ぜん般ぱん得意だし、ほんとなら誤解されたいぐらいなんだけど……。


「お待たせー」


　ぐるぐるいろんなことを考えてると。


　少し時間が経たってから、ノンが戻もどってきた。


「お帰り。けっこう時間かかったんだ──って、えぇ!?」


　オレは思わず、ノンの抱かかえてる袋ふくろを二度見した。


「ふ、袋デカッ！　ちょ、ノン、何個買ってきたの!?」


　ノンが両手でやっと抱えられる程ほどの大きさの紙袋は、はちきれそうになっている。


「え？　え？　だって、マーガスが一〇〇〇ドルク札渡すからー。一〇〇〇ドルク分、しっかり使いきるために、がんばって五〇個買ってきたよー？」


「ウッソ!?　コ、コロッケ五〇個も買ったの!?　二人しかいないのに!?」


「あ、ゴメン、違ちがうー。店の人がオマケしてくれたから、五三個ー」


「ちが、問題はそこじゃなくて……」


　ガクッ、とオレは座すわり込みたくなったけど……なんとか我が慢まんする。


　くっ、いっきに一〇〇〇ドルク飛んだのはキツイけど……そうだよ、これくらい許ゆるしてあげよう。


　なんたってノンは、ホントなら今日（！）結けつ婚こんするハズだったんだから……。





「つぎ、いつごろ結婚式やるのか、メドとか立ってるの？」


　もしゃっ。コロッケを無理やり口の奥おくへ押おし込みつつ、オレはノンに聞いてみた。


　ちなみに、いまのコロッケで十七個目。いい加か減げん、口の周りが油でギトギトだよ。しかも、こんなに食べてもラッキーラッキーは全然出る気配ないし……。


「うーんとね。つぎ、サンク・マリカが使えるようになるのが、いつになるかわかんないって言われたから……メド、立ってないねー」


　結局ひとつしかコロッケを食べてないノンが、苦く笑しようしながら答える。
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「つくづく酷ひどいハナシだよな、それ。なんでそんな説明、二人とも納なつ得とくしちゃったのさ」


「だってー」


「もっと断だん固こ立ち向かえば、もしかしたら、なんとかなったかもよ？」


「うーんー。でもねー……そんな雰ふん囲い気きじゃなかったの。お姉さん泣いてたしー。そもそも、お姉さんのせいじゃないからねー」


「むう、まぁ、そりゃそうか。……ふぅ」


　思わず、タメ息をひとつ。うーん。


　オレ達が、なんの話をしているか、というと。


　この、マイペースな十七歳（これでもオレより二つ年上）の女子、ノンは。


　さっきも言ったけど、本当なら今日、めでたく『結婚』する予定だったのだ。


　だから今日は、ずっと前からエクスは臨りん時じ休きゆう業ぎように決まっていた。


　結婚のお相手は、オレはまだ見たことないんだけど（ウチの店に、ノンのダンナが来る事を、断固拒きよ否ひするヤツがいたのが原げん因いん。でも今日は、ヤツはウチにいないから、いまからノンが迎えに行って、エクスに連れてくる）、ノンのお父さんの知り合いの、二は十た歳ちの青年。


　二人は、フラン一の聖せい堂どう『サンク・マリカ大聖堂』で、今日、華はなやかに大結婚式を挙げるハズ！　だったのだ！


　ところが、まだ一昨日の出来事だ。


　突とつ然ぜん、サンク・マリカ大聖堂、冠かん婚こん葬そう祭さい課で、ノン達の結婚を担たん当とうするお姉さんに、


「うぅぅ申し訳わけありません……明後日あさつての、ノンさん達の結婚式の日、サンク・マリカ大聖堂を使った何らかの行事が、急きゆう遽きよ強ごう引いんにとりおこなわれる事になりまして……クビをかけて歯向かったんですが、上司もどうにもできない事じ態たいだとか言い出して……うぅぅ私に権けん力りよくがないばかりに……うううううゥゥ」


　とかなんとか、ハンカチ嚙かみつつ悔くやし涙なみだを流され、


「そっかー。仕方ないですよねー」


　ノンとダンナさんは、結婚式場の使用権を、そのナゾの行事にやむなく譲ゆずってしまったのだ。


　お人好しー。


　サンク・マリカ大聖堂は、世界的に価か値ちある建けん築ちく物ぶつであり、聖堂でもあるけど、基き本ほん的にはフランの役所。月に数回の開放日しか結婚式場としては使えないし、さらにサンク・マリカで結婚式を挙げたい新しん郎ろう新しん婦ぷは大おお勢ぜいいるので、ノンにしてみれば、やっと回ってきた順番だった。


　しかも、サンク・マリカ使用権を奪うばわれただけなら、まだ事態はマシだった。


　あっちの都合で日をずらすんだから、あっちがノンのために、またサンク・マリカの開放日を作ればいいんだから。


　でも、事態はそんなにシンプルじゃないらしい。


「じゃあ、つぎ、いつならサンク・マリカは空いてますかー？」


　と、聞いたノンに、担当のお姉さんは、号ごう泣きゆうしながらこう答えたらしいのだ。


「うぅぅ、それが……その割わり込こみ行事以い降こうは、サンク・マリカでの結婚式をしばらく禁きんずるっていう、信じられない命令書が上じよう層そう部ぶから回ってきましてウゥウ……いつになるか、私達にもわからないんです。うぅっっ、ゴメンなさいゴメンなさいゴメンなさい……」


　急遽行事が割り込んできたり、上層部から謎なぞの命令書が回ってきたり……サンク・マリカ内部、どうなってんだよ。


「あ。でも、そういやノンのダンナさんって、サンク・マリカに勤つとめてるんだろ？　割り込んだヤツと、その馬ば鹿かげたルール作ったヤツ、誰だれなのか調べられないの？」


　ふと思いついて、聞いてみる。


「うーんー。ウチのダンナさん、そういう部ぶ署しよじゃないから……無理かなー」


　答えるノン。そういうもんなんだ……。


「でもさ、そもそも行事ってなんなんだ？　フランで公式に行われる行事なんて、春の合唱コンクールと、冬のあのマズイ豚とん汁じる飲まされる、フラン大忘ぼう年ねん会かい、通つう称しようブタ汁祭りの二つだけだろ？」


「あはは、なんでよ、もーう。謝しや肉にく祭さいでダンスパーティもやるし、仮か装そうパーティとか、みんながビール飲む麦の日とか、他にもいっぱいサンク・マリカで行事やるでしょー？」


「うっ、そ、そうだっけ？　で、でも、今の時期は、どっちにしろなんにもないじゃん」


「うーん……。今年からは、秋の初めに、大忘年会やる、とか？」


「んなアホな……」


　むぅぅ。ま、ここでいくら考えても、答えは出ないんだろうけど……。


「ていうか、ノン。もう、他の教会で結婚式やっちゃえば？　ダメ？」


　オレは、少し控ひかえめに聞いてみる。


「うーんー。……やっぱり、大聖堂で、結婚式、したいかなー。もうちょっと、待ってみるー」


　ノンは、すこし困こまったような顔でそう言った。


　そっかぁ。そうだよなぁ。あーもう、ノン、けっこう結婚式楽しみにしてたから、かわいそうなんだよなぁ。


　なんてったって、洋服屋のオバサンに協力してもらって、自分で自分のウェディングドレス作っちゃったぐらいだもん。それなのに、いきなり理り不ふ尽じんなこの展てん開かい。


　クソ、どこの馬鹿なんだ、今日、サンク・マリカで行事をやるなんて言い出した野郎は……！


　まぁ、それを確かめるために、オレはいまから、買い出しに行ってるイッコと合流して、サンク・マリカに偵てい察さつに向かう予定なんだけど。


「そういや、結局ノンは行かないの？　サンク・マリカのナゾ行事偵察」


「うん。見たって仕方ないもーん。エクスで留る守す番ばんしてるー」


　あーあ、ったく、とことん平和主しゆ義ぎなんだから……。


　と、以上。そんなワケで。オレは、ノンとはただの『店員仲間』だと、強調してるのだった。


　だって、結婚式が中止になった日に、婚約者フイアンセ以外の男（オレ）と仲良さそうに出歩いてるのって、なんか変な噂うわさ流されそうだし……。


「でも。これで一いつ緒しよにお仕事できる時間、ちょっとだけ延びたねー？」


　ノンが言った言葉に、オレはちょっとビックリした。


「……そっかぁ。ま、そういう考え方もできるか」


　ノンは、結婚したら、店を辞やめて専せん業ぎよう主しゆ婦ふになる事が決まってる。


　だから、ほんとなら、すでにエクス・ガリバーで働いてないハズの人間なんだ、ノンは。


「やっぱりエクス、抜ぬけるのか？　時間を少し減へらしてもいいから、働けばいいじゃん」


「うーんー。でもね、ダンナさんは、私に家に居いて欲ほしいみたいなの。この前も、毎日ずっとボクの家にいてくれるなんて！　みたいなこと、言われちゃったしー……」


「めっちゃ愛されてんなー、ノン。そこまで言われちゃ、店を続けますなんて言えないよな、確たしかに……」


「うん……」


「…………」


「…………」


　やがて、オレ達の会話は途と切ぎれてしまった。オレ達は、まっすぐ前を見ながら、黙もく々もくと歩く。


　サァァ──どこか寂さびしげな秋風が、静かにオレ達の間を通り抜けていった。





　　　　※




　本来結婚式だったんだから、今日、当然休みをとっていたダンナさんと、買い物に行くというノンとはいったん別れ。しばらくオレは一人で歩く（ちなみにコロッケは、ノンに夜食のコロッケサンド作ってもらうため、全部持っていってもらった……）。


　ほどなくオレは、イッコ達との合流場所セイム橋へ到とう着ちやくした。


　セイム橋っていうのは名前の通り、二番街かい道どう沿いを流れるここセイム川に作られた、石いし造づくりの橋のことなんだけど……橋の上には、まだ人ひと影かげはなかった。ちょっと早く来すぎたか？


　橋の欄らん干かんに肘ひじを載のせて、オレはボーっと川を眺ながめてみる。


　でも、結局頭の中は、ノンがエクスを辞めるって事でモヤモヤしっぱなしで、川なんて全然見ちゃいないんだけど。


　いや、そりゃモチロン、ノンには一日でも早く、ちゃんと結婚式挙げて、幸せになってほしいけど……その反面で、やっぱり、これからも結婚が延えん期きして、一日でも長くエクスで一緒に働きたいって思う気持ちも、ないと言えばウソなんだよなぁ。


　今日、ちゃんと結婚してくれてりゃ、勢いきおいでスッキリ諦あきらめられたと思うけど、一回延びたから、だんだん未練がでてきた……。


　いつもニコニコ、料理が好きなノン。ノンが抜けたら、絶ぜつ対たい寂さびしいぞ……。


　でも、ノンに限かぎらず。オレ達、エクス・ガリバーが開店してから三ヶ月、無む我が夢む中ちゆうでやってきたけど……いつかは、オレ達もエクスを抜けちゃうのかなぁ。


　オレ自身は、エクスで働きつつ、プロレンジャー（ドラゴンを倒たおすための、職しよく業ぎようのひとつ。鳴き声でドラゴンの種類を遠くから判はん別べつしたり、洞どう窟くつ内の罠わなの解かい除じよなんかが仕事）になるための講こう習しゆう会に積極的に参加してるけど……まだ、エクスを辞めて、レンジャー修しゆ行ぎよう一本に絞しぼったりするほどの覚かく悟ごはない。中途半はん端ぱって言われりゃ、それまでだけどさ。


　でも、エクスで働くの、すっごい楽しいし、あそこで働く事でしか得られない経けい験けん値ち、みたいなものがある気がするんだよなぁ、オレ……。


　みんな、ノンが抜けるって問題を、どう考えてるんだろ……？


　うーむ、ヤバイ。なんかオレ、また人生について悩なやみ始めちゃったかも……。


　と。グルグル、ジンセイについて考え始めた時だった。


「おっまたせぇ！」


　バァン！　まったく予想外、無む防ぼう備びだったオレの後頭部が、いきなりどつかれた。


「っあ……痛つぅぅ……だ、誰だよ……はあ、ふう」


　痛いたみを和やわらげるため、口でゆっくり息をしつつ、オレは振ふり返った。


　振り返った先には、フランじゃ珍めずらしい黒い髪かみを腰こしまで伸のばし、目を爛らん々らんと輝かがやかせて心底楽しそうに笑ってる女子が、一人。


「やっほー！　待った？」


　ウチの店員の一人、イッコだった。まあ、だいたい予想ついてたけどさ。


　ていうかイッコ、この涼すずしいのに、ヘソ出してるよ……。オレがノンに言ったのはウソだったけど、この女ひとは本物の暑がりだなぁ……。


　オレは、涙なみだをにじませた目で、イッコを不満気に見た。


「やっほーじゃないよ、ったく……。なんでそんなに手ぇ早いの？　イッコが思ってる以上に、イッコのどつきって痛いんだぞ……？」


「だって、アンタ何回呼よんでも返事しないんだもん」


　イッコは言う。


「ああ……そうだったんだ……？　いや、ちょっと考え事をね」


「なになに!?　相談乗るよ？」


　ヤジウマ根性丸出しで、すごい勢いで身を乗り出してくるイッコ。


「まぁ、うん。話せば長いんだけど…………ん？」


　オレはふと、イッコの隣となりに、かったるそうにオレを見つめてる、目つきの悪い茶ちや髪ぱつの少年がいるのに気がついた。


「あれ？　ケンジ？　なに、お前もナゾ行事行くの？」


　そこにいたのは、ウチの最年少店員（身長も最小）ケンジ。コイツはイッコとは対照的に、もうマフラーで顔の半分を埋うめてやがる。


　そのケンジは、オレの言った何気ない今の一言に、ちょっとイラついた表ひよう情じようでつっかかってきた。


「ハァ？　昨日のミーティングで、三人で行くって決めたじゃないスか……。最近のマーガスの忘わすれっぽさは、どうしようもないっスね、マジで……」


　憐あわれむような目で、十五歳さいのオレを見る、ケンジ（十二歳）。オイオイ……。


「お、お前ねぇ、その目はやめろ。そんな大ゲサなことでもないだろ？　ちょっとド忘れしただけだよ」


「いや、前から思ってましたけど、マーガスやジャンは、後で他の人から聞けば大だい丈じよう夫ぶだろう、みたいな感じで、真しん剣けんに会議の話を聞かないクセがあります！　今のうちに直しとかないと、その考え方のせいで、いつか痛い目に遭あいますよ！」


「う、うるさいなぁ、お前に言われなくてもわかってるよ。小こ姑じゆうとみたいなヤツだ……！」


　オレの皮肉に答えず、フン、とそっぽを向くケンジ。


　そういや、ちょっと前までケンジには『マーガス』じゃなくて『マーガスさん』と呼べ、って教育してて、一いち応おう、マーガスさんって時々は呼ばせてたんだけど、最近は完全に『マーガス』って、呼び捨すてで統とう一いつされつつある……。


　まぁ、一緒に過ごした時間もだいぶ長くなってきたし、もういいけど……ただ、呼び捨てで呼ばれるのは、オレとジャンだけってのが、ちょっとひっかかるんだよな。


「さて！　じゃ、そろそろ時間よ！　ノン達の結けつ婚こん式しきをツブしてまで、なんの行事をやるつもりなのか……いざ、サンク・マリカ大聖せい堂どうへＧＯ！」


　言うなりイッコが、一人軽やかな足取りで橋を渡わたっていった。


　あれ!?　オイオイ、イッコ、相談乗ってくれるんじゃなかったの!?　ケンジとちょっと喋しやべってる間に、オレの考え事話がなかったことになってる……？


　まぁイッコって、じっくり人の話聞いたりするの得意じゃないし、仕方ないけど……。


　さらに、スッ──。ケンジはケンジで、何も言わず、オレを置いてけぼりにして、一人でたったかイッコの後について橋を渡っていった。お前ら、ホント協調性せいないのなー。


「あ～あ。また今度でいいけどさ……」


　オレもボヤキつつ、仕方なくイッコ達の後を追いかける。





　思えばこの時、みんなとノンが抜ける問題、そしてこれからのエクス・ガリバーをどうするのか、話し合っておくべきだったのかもしれない。


　そうすれば、後であんな張はり詰つめた展てん開かいになるのを、防げただろうし。


　でも、ゆっくりゆっくりと、また大きなトラブルに巻まき込こまれ始めてるなんて、当然オレ達は、考えもしてなかったんだ……。





　十分もしないうちに、二番街かい道どうは終わりを告げ。


　オレ達は、目的地、サンク・マリカ大聖堂に到とう着ちやくした。


　白い大理石でくみ上げられた、ずっしりとした存そん在ざい感。円形にくりぬかれた、凝こった装そう飾しよくの大きな窓まど。ところどころ、左右対たい称しように配置された女め神がみ様の石像が、優やさしい表情でオレ達を見下ろしている。うん、いつも通り。さすが、名実共に、サンク・マリカのシンボル！　って思えたのは、最初の一いつ瞬しゆんだけだった！


「な、な……ウソ……なんなのよ、アレェェェ!?」


　イッコの、ヒステリックな叫さけび声を聞いた瞬しゆん間かん、オレも、サンク・マリカ大聖堂に、とんでもない異い変へんが生じてる事に気づいた。


「あっくしゅみ～～」


　サンク・マリカ大聖堂の頂ちよう上じようには、鐘かねをつく小さな塔とうみたいのがくっついてるんだけど……その頂上。つまり、サンク・マリカ大聖堂の、一番高い位置に、強きよう烈れつな違い和わ感をかもし出してる、見み慣なれない物体が設せつ置ちされているのだ！


　その物体を、見たまま、素す直なおに言い表すなら──太陽の光を反はん射しやし、嫌いやらしいほどギラギラ金ピカに輝く、黄金の木──しかも、本来、木の葉が生えてる場所から、お札が生えている、悪趣味極きわまりない黄金の木だった！


「アタシ、今朝も六時前にサンク・マリカ見に来たけど、あんなのなかったわよ!?」


　朝六時前にわざわざ見に来てるイッコのサンク・マリカ大好き病もどうかと思うけど、でも確たしかに間ま違ちがいなく、いままであんな悪趣味なオブジェはサンク・マリカになかった！


「二人とも、変なのはそこだけじゃないみたいっスよ」


「あん？」


「ほら……」


　スッ、とケンジは、オブジェの真下──サンク・マリカ大聖堂の正面玄げん関かんの辺りを指差す。こっちの異常も、ひと目でわかるものだった。


「なんなんだ、あの行列は……？」


　ある種、不気味な光景でもあった。


　大聖堂の入り口から、怪あやしいツボとか宝ほう石せきを売るバザーが開かれてるサンク・マリカ前の広場の真ん中辺りまで、約三〇メートルくらい、ズラッと──しかも、タキシードとかドレスに身を包んだ、お上品な格かつ好こうをした人たちが、ひたすら二列で並ならんでいるのだ。


「まったく状じよう況きようがわからん……。あれも、ノンの結婚を潰つぶしたナゾ行事の一いつ環かんなのか？」


「とりあえず、情じよう報ほうを集めましょうよ！」


　オレ達は聞き込みを始めるべく、ひたすら二列に並ぶ行列の最さい後こう尾びに近づいていった。うわ、最後尾から大聖堂まで、かなり距きよ離りあるなぁ……どんだけ並んでるんだよ！


　しかも、こんな状況予よ測そくしてなかったから、オレ達の服、バリバリ浮いてるし。


「あらぁ、ケンちゃん？」


　そんな風に、オレ達がまごまご最後尾辺りでやっていると、いきなり前方からやけに可愛かわいらしい声がかかった。


　三人同時に声の方に視し線せんを向け──


「ゲッ！」


　ケンジだけが、露ろ骨こつに嫌いやな表情を顔に貼はり付かせる。


「あらあら、それに、マーガスちゃんとイッコちゃんも。ご機き嫌げんいかが？」


「えっと……ああ。服屋のオバサンじゃん。すっごー、おめかししてるねぇ！」


　イッコが言う。


　オレ達に声をかけてきたのは、列の最後尾に並んでいた、でっぷりした体型の、やけにピラピラしたドレスを着た女の人。けばけばしい化け粧しようで、いかにもマダムって感じ。


　この人は、エクス・ガリバーがある西二番街道で洋服屋をやってて、ノンのドレス作りにも協力してくれた……つまり、近所に住んでる商売人仲間。


　ただ、すれ違ったら挨あい拶さつくらいはするけど、オレとはそんなに親しくはない。正式に自じ己こ紹しよう介かいも交かわしてないし……そういや、こっちは名前も知らない。


　ていうか、このマダムに限かぎったことじゃないんだけど。


　西二番街道出身のノンはともかく、元々西二番街道に馴な染じみの薄うすい、エクスの他のオーナーは、まだまだ西二番街道の人達と馴染んでるとは、お世辞にも言えなかった。


　ただ、このマダムに限って言えば、名前は知らないけど、性せい格かくは知ってる。けっこう特とく徴ちようある性格してるから……。


「フッ……良かったね、ケンジ！」


　イッコが、ニヤニヤと底意地の悪い笑顔を作り、ドン、とケンジの背中を押おした。


「ゲッ、ちょっ──」


　よろめきながら、ふらふらマダムに近づいていくケンジ。


　次の瞬間！


「いやぁん、ケンちゃん久ひさしぶりぃ！」


　しゅたたた、とケンジに駆け寄って、凄すさまじい勢いきおいで、ドレス姿すがたのマダムはケンジの頭を『ナデナデ』し始める。


　シュッシュ、シュッシュ、シュッシュ……摩ま擦さつで煙けむりが出そうな勢い、まるで、犬の頭を撫なでるかのごとく、ケンジの頭を撫でるマダム。


　次し第だいに恥はずかしさと怒いかりで、ケンジがプルプルと肩かたを震ふるわせ始める。


「もーう、最近店に行ってもいないから、避さけられちゃってるかとお姉さん誤ご解かいしちゃったわ」


　満面の笑みで言うマダム。


「……誤解じゃなく、事実、避けてたんスけど……」


　ケンジが言う。が、マダムには届とどかない。


「うふふ、嬉うれしいクセに、憎にくまれ口叩たたいちゃって！　もーう、そういうところが、かわいすぎるゾ、ケンちゃん！」


「クッ、あのなぁ……」


　シュッシュ、シュッシュ、シュッシュ──ひたすら撫でられ続けるケンジ。


　うわ～、さすがにケンジがかわいそうになってきたかも。


　この人は、ケンジが大好きで仕方がない、近所でも評ひよう判ばんの（？）ケンジ・マニアのマダムなんだ。何回か、店の中でこの光景を見てるから、知ってる……。


　なんでも、こういう生意気な少年を愛してやまないらしい。うーん、分からん世界……。


　シュッシュ、シュッシュ、シュッシュ──ひたすら続く、頭ナデナデ。


　ほっといたら、延えん々えんとこのマダムはケンジで遊びそうだし……オレはグイッとケンジを引き寄よせて、隠かくすようにオレの背せ中なかに回した。


「あ、あの、お楽しみのトコ申し訳わけないんですけど……ちょっといいですか？」


「あらあら、はいはい。なーに、マーガスちゃん？」


　マーガスちゃんって……調子狂くるうなー。


「えっと、どっから聞こうかな……。とりあえず、この行列はなんなんです？　やっぱり、なんか行事やってて、それの関係ですか？」


「あら。……ははーん、さてはあなた達、新聞読んでないわね？」


　ウフフ、と妙みように迫はく力りよくある顔でマダムは言う。


　聞かれて、オレとイッコは顔を見合わせた。ま、このコンビが読んでるワケないよな。


「ケンジは？　アンタ、いつも新聞読んでるじゃん」


「昨日は、エクスに泊とまったから……オレも読んでないス」


　ケンジが言う。エクスは、新聞とってないもんな。


「まぁ、正せい確かくに言えば、新聞じゃなくて、新聞の折りこみチラシが大事なんだけどね。いいわ、教えてア・ゲ・ル！」


　バチッとウインクするマダム。オレ達は、なんとか愛あい想そ笑わらいを浮うかべる。


「なんでも、今日、フランにね。あの世界三大企き業ぎようの一つ、ライブウィンドウの三男坊ぼうが、一人で引ひっ越こしてくるらしいの。その子が、自分自身のために、今日はサンク・マリカを貸かし切りで引っ越し記念パーティを開くそうなのよ」


　世界三大企業？　ライブウィンドウ～？　なんか、うさん臭くさいハナシだなぁ。


「じゃ、じゃあ、あのてっぺんに置かれた金ピカのオブジェも、そのなんとかウィンドウの関係なんですか？」


「とーぜん！　あの金の生なる木こそが、ライブウィンドウのブランド・マーク！　わたしなんて、服もバッグも靴くつも、ぜんぶライブウィンドウものよ？　ほら」


　グイッ、とマダムはオレに、黒くろ革かわのハンドバッグを押し付けてきた。


　おぉ、ホントだ、右スミのほうに、小さくお札が生えてる木のロゴが入ってる！


「でも、ライブウィンドウの関係者に会える、せっかくのチャンスと思って来たんだけど……今日はダメかもしれないわね。ほら」


　苦く笑しようしつつ、自分の前に延々続く行列を目で追うマダム。


「引っ越し記念パーティのお誘さそいのチラシに、誰だれでも参加ＯＫって書いてあったから、こんなに集まっちゃったのよ。中の会場はとっくに満まん杯ぱいで、中の人が一人帰るごとに、やっと外の人が一人入れるって状じよう態たい。ったく、アタシみたいな生きつ粋すいのライブウィンドウ・ファンが入れないなんて、失礼しちゃうわよね」


　口を尖とがらせ、マダムは言う。凄すごい人気なんだな、ライブウィンドウ。


「ねえ、マーガス」


　イッコが言う。


「ん？」


「つまり、オバサンの話を総そう合ごうすると……ノンの結けつ婚こんがツブれたのも、アタシのマリカちゃんをワケのわからんオブジェで汚けがしたのも、ぜんぶその、今日引っ越してきたライブウィンドウの三男のせいってことよね？」


　淡たん々たんと、静かな口調で喋しやべりつつ。冷たい目でサンク・マリカの方を睨にらみつけてるイッコ。


　うっ……こりゃ、相当キレてる……？　ただでさえ、イッコはノンと、年も同じの幼おさななじみ、腐くされ縁えん、結婚式を邪じや魔まされて怒おこってたのに……。そこにさらに、命より大事なサンク・マリカに勝手にあんな悪あく趣しゆ味みなオブジェつけられたからなぁ。


「オ、オイ、冷静になれよ、イッコ？　パーティ会場に突とつ撃げきして大おお暴あばれ、みたいなマネ、やめてくれよ……？」


「分かってる。それで捕つかまったりしたら、その期間、お金稼かせげないから、サンク・マリカ買うの遅おくれるし。んなヘマはしない」


　真顔で淡々と言うイッコ。でも、


「でも……チャンスを待って、いつかその三男坊はてってー的に泣かす！」


　ギラッ。かなり男前の表情で拳こぶしを固めるイッコ。身内ながら、恐おそろしい女……。


「それよりマーガス。今日、デクさん、エクスに来るのよね？」


「デク？　あぁ、ノンのダンナさん？　来るらしいよ？　さっき迎むかえに行ってたし」


「おっし……。あの人、サンク・マリカの役所で働いてるんだから、いろいろ内部事じ情じよう知ってるよね、きっと。その三男を泣かすヒント、なんか持ってるかもしんないし……アタシ、エクスに戻もどって、話聞いてくる！　いくよ、マーガス！」


「え、あ、うん。うん？」


　あ。ぬぅ、イッコにいくよマーガスって言われると、小さい頃ころからの条じよう件けん反はん射しやで、すぐうんって答えちゃうんだよな、オレ……。


「オ、オレは？　オレはどうするんスか？」


　ケンジが、少し慌あわててイッコに聞く。


「アンタは、ここでもう少し様子を見てて。じっと待ってれば、もしかしたら中に入れるかもしれないし。じゃ、よろしく」


　ケンジの返事を聞く前に、イッコはすでにエクスに向かって走り始める。


「ちょ、ウソでしょ!?　オレに、この人と順番待ちやれって言うんスか!?」


「ウフフ……楽しくなりそうね、ケンちゃん」


　ニヤ～リ。肉食動物を思わせる危き険けんな笑顔で、ケンジの隣となりにいた服屋のマダムが笑う。


「マーガス！　マーガスさん！　替わってください！」


　珍めずらしく本気で取り乱みだしたケンジが、必死にオレに懇こん願がんしてくる。都合のいい時だけさん付けだな、コイツ……。


　オレは、チラッと服屋のマダムを見た。


　うーん、この人と、何時間も順番待ち……。最初のウチは、なんか喋ってられると思うけど、そのうち話題なくなって……気まずい雰ふん囲い気きになりそうな予感がする……。


「ケンジ。変わってやりたいのはやまやまなんだけど……オレ、イッコの命令聞かなきゃ。エクスに戻るわ」


「ひ、卑ひ怯きようだぞ!?」


「さあケンちゃん、楽しみましょう」


「マ、マーガス！　助け──マーガスッッ！」


　オレは、ケンジの本気のＳＯＳを背中に受けつつ、イッコを追って走り出した。


　だいじょうぶだって……命までは取られやしないさ、ケンジ。





　　　　※




「ゼェ、ゼッ、ゼェ、ゼッ、ゼッ……」


「ゼェ、ハァ、ハァ……つ、疲つかれたぁ」


　オレとイッコは、けっこうなスピードで走りながら、なんとかエクス・ガリバーに戻ってきた。あーしんど。


　キィ、と押おして入る木もく製せいドアを開き、店内に入る。


「あれー？　イッコちゃんと、マーガス、もう帰ってきたのー？」


　少しくたびれた木製の床ゆかだの、壁かべに金具で飾かざられた斧おのだの……見み慣なれた光景の奥おく。


　カウンターの中で店番をしていたノンが、少しビックリするように言った。


　店内には、お客さんが一人もいなかった。って、今日は休みなんだから、当たり前か。


「ゼェ、ハッ、あれ？　ノン、デクさんは？　一いつ緒しよに買い物行ったあと、エクスに連れてくるって言ってなかった？」


　オレは、膝ひざに体重を預あずけ、呼こ吸きゆうを整えつつ聞いた。


「うん、来るよー。一緒に買い物行ったんだけど、でも、やっぱりちょっとサンク・マリカのナゾ行事も気になるから、それを見てから来るんだってー」


「なんだ、じゃあ、こんなに急がなくてよかったじゃないか……んっ!?」


　オレは店内に、オレ、ノン、イッコ以外、もう一つ人ひと影かげがあることに気づき、ドキッとした。


「あれ？」


　そこにいたのは、予想外な人物。


　ノンのダンナさんではない。よーく知ってる顔だ！


　つるっぱげにメガネの、少々うさん臭くさい容よう姿し。さらに、今日着てる土つち埃ぼこりにまみれたボロキレみたいな服が、そのうさん臭さをより増ぞう幅ふくさせてる。


　十五歳でこんなうさん臭さをかもし出せるヤツは、フランにたった一人しかいない。


「ジャン！　お前、旅から帰ってきてたの!?」


　ここまで走ってきた疲れも、驚おどろきで消し飛んだ。


　ジャンは、オレとは物心がついたときからの悪友で、もちろんエクス・ガリバーの店員の一人！


「タイミングいいねー、マーガス、イッコちゃんもー。ジャン、いま帰ってきたばっかりなのよー？」


　ノンが嬉うれしそうに言った。するとジャンは、フッ──と少し疲れたように笑い、


「その通り。元気にしてましたか？　三人とも」


　と、穏おだやかに言った。


　……ん？……なんかちょっと、感じが変わったか？


「アンタ、いつ帰ったの？　一昨日、自分を見つめ直す旅に出るとか言って、出てったばっかじゃん！　一週間は帰ってこないとか言ってなかった？」


　イッコも不思議そうに聞く。するとジャンは、またフッ──、と遠くを見て笑いながら（なんか腹はら立たつなぁこの笑い）答えた。


「問題は、出かけていた期間ではなく、自分を見つめ直せたかどうかなのですよ、イッコさん」


「イ？　イッコさんだぁ～～？」


　イッコが、首の辺りをかきむしりながら嫌いやがる！


「お、おい、お前、頭どうかしたんか……？　なんだ、その喋しやべり方？」


　ぎょっとなったオレも、恐おそる恐るジャンに聞いてみる。なんせ、いままでジャンが、イッコを〝イッコさん〟と呼ぶことなど、一度たりともなかったのだ！


「言葉遣づかいとは、人の心を反はん映えいする川みたいなものなのだよ、マーガス君。ワタシの心も、少しは浄じよう化かされたということか……」


「……はぁぁ？」


　な、なにを言い出すんだ、こいつは……!?　ワタシ？　マーガス君？


　おかしい……ジャンが使う言葉といえば、


「うるせー」「ケッ」「言わんこっちゃねぇ」「バーカ」「おいおいマーガスよぉ」


　この五種類くらいしか、パターンがなかった！


　それが、たった二日間旅行に行っただけで、この変へん貌ぼうぶり……どうなってんの？


　不気味がるオレをよそに、ジャンはなにかを悟さとったような、心穏やかな顔で、優やさしく語りかける。


「二日間、飲まず食わずで地面を這はいずり回り、ワタシは悟りを開いたのです。ワタシ達も、しょせんこの大地の一部なのだ──と」


「…………」


　オレとイッコは、背せ筋すじに悪お寒かんを覚え、絶ぜつ句くした。


　ジャンがおかしくなっちゃった……？


「ところでさっき、ノンさんの旦だん那ながどうとかいう話が出てましたが？」


　ジャンは言う。


「あ、そうだ、言ってなかったねー。今日ねー、これからウチのダンナさんが、エクスに挨あい拶さつに来るのー」


　眼がん前ぜんの異い常じような光景にまったく動じてないノンが、普ふ通つうにジャンに言った。


　しかもよく考えたら、いまのセリフ、爆ばく弾だん発言！


　なんたって、ここだけの話。ジャンが、自分を見つめ直す旅に出よう、などと言い出したきっかけは、ノンにあるからだ。





　事じ件けんはジャンがエクスで働き始め、ノンを『好きになっちゃった』事から始まった。





　二人は、仕事を通じて、どんどんお互たがいを理り解かいしてゆき。いつのまにか、ノンはジャンにカレーを作ってあげたりして、一見、いい関係に見えなくもないところまでいってしまったのだ。だが、それが大きなミス、勘かん違ちがい！　悲ひ劇げきの始まりだったのだ！


　期は熟じゆくし。間違いなく両思い、絶対イケる！　と確信したジャンは、とうとう告白を決行した。しかし、告白しようと一歩踏ふみ出した瞬しゆん間かん、ノンから、


「私、来月結けつ婚こんするんだー」と、最強最悪のカウンターパンチ!!　ノンに、まったくその気はなかった……。ジャンは、思いを告げることなく、撃げき沈ちんした。


　そのすぐ後だ。「自分を見つめ直す旅に出る！」がジャンの口くち癖ぐせになったのは。


　つまり、「自分を見つめ直す旅」と言えばカッコいいものの、結局、今回の旅行というのは、ノンにフラれた痛いた手でを癒いやすための「傷しよう心しん旅行」だったワケだ。


　その傷心旅行から帰ってくるや否いなや、自分が好きだった女の子に「ダンナが来る」などと、無む邪じや気きに（しかも悪わる気ぎゼロで）言われたら……。


　以前のジャンなら、その主人に難なん癖くせつけて追い返そうとしただろう。実じつ際さい、いままで徹てつ底てい的にデクさんの来店だけは、拒きよ否ひしてたわけだし。


　でも、ジャンが本当に悟りを開いてるなら、まったく動じないハズ……！


　さあ、ジャン……どう対たい応おうする……？


「ノンさん……」


「なーにー？」


　ジャンがボソッと呟つぶやいた。そして、なんと！


　フフッ、と笑い──そう、安らかな笑顔を、ジャンは浮かべて見せたのである！


「ご主人がウチに来られる!?　すばらしいことだ。前からぜひ一度、紹しよう介かいしてもらいたいと、ワタシも思っていたのだよ」


　両手を広げ、全身でご主人大歓かん迎げいをアピールするジャン。


　おおっ、凄すごい！　歓迎してる!?


　どうやら本当に自分を見つめ直し、完全にノンのことは吹ふっ切ってきたみたいだ！　凄いぞ、ジャン！　見直した！


　ジャンは言う。


「ワタシは、今日の結婚式に行けなかったことを深く後こう悔かいしているのです。だが後悔は後でもできる。いまワタシがすべき事は、さっき結ばれたばかりの、君たちを祝福してあげる事だ！　ノン、結婚オメデトウ！　二人に、永と久わの幸があらんことを！」


「……え？」


　パチパチパチパチ……！　店内に響ひびくのは、ジャンの見当違いな拍はく手しゆの音。


　あー……そうか。


　ジャンのやつ、ちょうど旅行に出たあとだったから、今日の結婚式が延えん期きになったこと、まだ知らないんだ。


　まあ、悟りを開いたジャンなら、結婚式が延期したって言ってもぜんぜん大だい丈じよう夫ぶだろうし……仕方ない。ここは親友として、ノンの結婚式が延期になったことを、教えといてやるか。





「あ、あの。こ、こんにちは～～」


　オレが、ジャンに結婚式延期のニュースを教えてあげようとした、その瞬間。


　きいっ、と入り口のドアが軋きしむ音がし、続けざまに声がした。


「あ！　いらっしゃいませ！」


　一秒で接せつ客きやくモードに頭を切り替かえる、オレ達。


　って、アレ？　今日は休みだから、休みの看板表に出しておいたハズなんだけど……。ま、一人くらいいいか……。


　愛あい想そを振ふりまきつつ、オレは入ってきたお客さんに近ちか寄よって行った。


　お客さんは、ちょっと緊きん張ちようしてるのか、やけに肩かたに力を入れつつ、


「あ、あの、あのですね」


「はい？……なにか武ぶ器きをお探さがしですか？」


「や、あの、あっ」


「はい？」


　……？　なんだろ？　やけにオドオドしてる人だなー。


　オレはちょっと気になって、お客さんの全身の容よう姿しをチェックしてみた。


　ジャンより少し高い程てい度どの身長に、目が隠かくれるほどボサボサに伸まびまくった茶ちや髪ぱつ。


　反面、身なりだけは、やけに上等そうな黒いズボンに白いシャツで、パリッと決まっていて、妙みようにアンバランス。


　総そう合ごう的な感想を言うと、なんていうか……もっさりしてて、パッとしないって感じというか……ま、この人もオレなんかにファッションチェックなんてされたくないと思うけど。


「あ、その、そのですね……」


　何回も同じ様なセリフを繰くり返す、パッとしない客。うーん？


　すると。


「お客様、そんなに小さくならなくても大丈夫です」


　どう対応していいか困こまってるオレの前に、ふわっとジャンが現あらわれ、


「ここは武器屋、武器の前ではなんぴとたりとも平等なのです。さあ、ゆっくり用よう件けんをお話しになってください」


　優やさしい口調でお客に語りかけてくれた。おお、さすが悟さとりのジャン、接客態たい度どまで変わってる……！


「あ、ありがとうごさいます。そ、それでは、その、用件なんですが」


　ボサボサ髪のお客が言う。


「はい、なんでもおっしゃってください。武器の前ではなんぴとたりとも平等です」


「じゃ、じゃあ、その……ノ、ノノノ……ノンさんは、いらっしゃいますか？」


「……はぁ？　ノン、さんですか？」


　ピクッ。一瞬、口を引きつらせながら、ジャンが聞き返す。


　……ん？　なんだ、いまのジャンの引きつりは……？


「あー、デクさーんー」


　すると、オレ達の後方から、ノンの声。振り返ると、ノンが嬉うれしそうにお客さんに向かって、ぱたぱた手を振っている。


「……ん？　デクさん？……てことは」


　オレは、思わずイッコを見た。イッコは、ニヤニヤと笑い、


「そうよ。あの人が、ノンの婚約相手のデク・ライアンさん。もーぅ、アンタらにっぶいわねぇ」


　意味もなくオレの背せ中なかをパン、とはたくイッコ。


　いやいや、イッコ、気づいてたんなら教えろよ！　あと、ノンも気づくの遅おそすぎ！……


　ん？
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「ノ、ノンさん!!」


「えっ？　どわっ!?」


　いきなり、全速力でダッシュするデクさん！


　ノンを見つけるや否いなや、態度が急変。オレなんかを突き飛ばし、デクさんは一目散でノンの元へ駆かけ寄った。


　ああもう、なんかこの人も、ちょっと変な人っぽいぞ……！


「お、お久ひさしぶりですノンさん！　元気でしたか!?」


　さっきとうって変わって、はつらつとした声で、力強く話すデクさん。なに、その変へん貌ぼう振り……。


「えー、さっき一緒にお買い物したじゃなーい」


「だ、だから、一時間半ぶりってことです！　お元気でしたか!?」


「も～、元気に決まってるよー」


「あ、あはは！　そ、そうですか。良かった！」


「うふふー」


「えっへへ」


「うふふー」


「あはは」


　ニッコニコ、満面の笑みでゆったり語らう、ノンとデクさん。


　……な、なんだ、この会話!?　あまりにのんきすぎる!?


　なんていうか、この二人だけ、オレ達よりゆっくりと時間が流れる世界で生きてるというか……。ど、独どく特とくのカップルだなぁ。


「……ん？」


　オレは、ふと気になって、ジャンの表情に目を留とめた。


　ノンとデクさんのやりとりを見て、ジャンは、微笑ほほえんでいた。うん、微笑んでる。確たしかに微笑んでるんだけど。ただ、異常にニコニコしてるというか……なんか……人工的な微笑みじゃないか？


「みんなー。って言ってもー、イッコちゃんは知ってるから、マーガスとジャンー。紹しよう介かいするね。この人が、私の婚約者フイアンセの、デクさんでーす」


　スッ、と笑顔で手のひらをデクさんに向けるノン。それを受けてデクさんは、後頭部に手をやって、ペコペコと頭を下げ始めた。


「は、初めまして。デ、デク・ライアンです。二は十た歳ちです。サンク・マリカの役場で働かせてもらってて……あ、いま二十歳です」


　めちゃめちゃアガりながら自じ己こ紹介するデクさん。何回二十歳って言うんだよ……。オレが言うのもなんだけど……なんか頼たよりないなぁ。


　ノンって、家事は得意だけど、基き本ほん的にボーっとしてるから、ダンナはしっかりした人がいいって、オレは勝手に思ってるんだけど……。


「ノンさんは、このご主人の一体どこが好きなのですか？」


　唐とう突とつに、丁てい寧ねいな口調でジャンが聞いた。


　……ん？　丁寧っていうか……むしろ失礼か、いまの？


「ちょっ、ジャン！　失礼でしょ!?」


　イッコも気づいたのか、激げき怒ど。


「大丈夫。武ぶ器きの前ではなんぴとたりとも平等です」


　すまし顔で、尊そん大だいに、そして意味不明に答えるジャン。


　この適てきっ当とうな質しつ問もんの受け答え……もしかしてジャンのヤツ、だんだんメッキが……？


「うーんとー……デクさんの、いいところー……」


　ノンはノンで、ジャンの質問を真に受け、デクさんを見つめながらしばし考え始めた。いまにも心しん臓ぞうが飛び出しそうな表情で、答えを待つ、デクさん。


　やがてノンは、顔を真っ赤に染そめながら。本当に恥はずかしそうに、こそっと答えた。


「…………。見た目がカッコイイところ、かなー」


「え……えぇぇぇぇえ!?」


「ウッソぉぉ!?」


　同時に全力で叫さけんでしまう、オレとイッコ。って、イッコも失礼だな。


「あ、もちろん、他にもいいところ、いっぱいあるよー。あるけど。ダンナさんがカッコイイって、ちょっと自じ慢まんでしょー？」


　両手をそっと、赤くなった頰ほおに当てつつ、ふやけた顔で言うノン。


　ま、まぁ……ノン本人がそう言うなら、何の問題もないんだろうけどさ……。


「で、ではデクさんは、ノンさんのどんなところが好きなのですか？」


　ジャンは、顔をかなり引きつらせつつ、続いてデクさんに聞いてみる。


「ノ、ノンさんのどこが好きって……。そ、そんなの答えられません！」


　デクさんが、なぜか拳こぶしをプルプル震ふるわせながら、言う。えぇ……？


「な、何な故ぜですか？　いいですか、デクさん。物事には、必ず理由やきっかけが──」


「理由なんてない！　ぜんぶがぜんぶ、好きなんだ！」


　ドガァッ！　いきなり商品台に拳を叩たたき込こむ、興こう奮ふん気ぎ味みのデクさん。え？　え？


　急きゆう激げきにあがったデクさんのテンションを前に、オレとイッコは無言で後ずさる。


　デクさんはさらに続ける！


「ノンさんの髪かみの毛も、瞳ひとみも、声も、仕草も、性せい格かくも……なにもかもが、可愛かわいすぎるんです！　好きすぎるんです！　一つになんか絞しぼれっこない！　ノンさん！」


「なーにー？」


「好きだ！」


　頰をビックリするくらい真っ赤に染め、いきなりエクス・ガリバー店内にて、愛の絶ぜつ叫きよう告白を行うデクさん。


　な、なんなのこの人!?　まったく行動が読めない!?


　つ、つまり、普ふ段だんはボッとしてるけど、ノンのことになると熱い性格ってこと？


「えへへー。ありがとー、デクさーん。うれしい」


「ノンさん！」


　オレ達完全にそっちのけで、いいムードになり始める、ノンとデクさんの、ちょっと変カップル。


「……り。……俺おれの……利」


「んっ？」


　ノン達がいいムードになったかと思えば、今度は近くから、ブツブツと、呪じゆ文もんのような呟つぶやきが聞こえてきた。


　ジャンだった。隣となりにいるジャンが、蚊かが鳴くような声で、何かを言っている。


「勝…………俺の……利……の」


　何をブツブツ言ってるのか、オレは無言でジャンに近寄り、聞き耳を立ててみた。


「……ルックス、俺の勝利。性格、俺の勝利。ジャンケンの強さ、俺の勝利。ノンとの付き合いの長さ、俺の勝利。ノンとの相あい性しよう、俺の勝利。ノンへの愛あい情じよう、俺の勝利」


　うわ、な、なんだコイツ！　脳のう内ないで、自分とデクさんを比ひ較かくしてる!?　しかも、基本的に全部自分をえこひいき！


　オレの周り、まともなヤツいないの？


「……計算終しゆう了りよう。答え、俺がデクに負ける確かく率りつ、〇％！　チッ、やっぱな。どう見ても俺のほうが、魅み力りよくある！」


　どっから出た答えか知らないが、一人、小さな声でそう断だん言げんするジャン！


　なんか、やってる事が、だんだん旅行前のジャンと同じになってきたぞ。


　と言う事は、恐おそらく思考回路も、以前のジャンに戻もどっているハズ。


　案の定、隣から都合のいい独ひとり言が、ボソボソと聞こえてくる。


「気にいらねー……ぜってー俺のほうがノンにふさわしい。こうなったら、なんとかして、あの冴さえない男を排はい除じよせねば……！　誰だれにも気づかれることなく、内ない密みつに……」


　まぁ、オレには丸聞こえなんだけど。


　ジャンは気にせず、自分の世界に入り込み続ける。


「くぅぅ、しかし、しかしだ！　さすがに今日結けつ婚こん式しきを終えたばかりのカップルを引き裂さくほど、俺は外げ道どうになりきれねぇ！　何故だ、何故結婚した、ノン！」


　ドンッ！　膝ひざを折り、両手の拳を床ゆかに打ちつけ、苦く悩のうするジャン。


　しかし、物事とはこういうものなのだろうか。


　次の瞬しゆん間かん。エクス・ガリバーの店内に、ノンの言葉が響ひびき渡わたった。


「そうだ、ジャンー。次こそ、ぜったい結婚式、来てねー」


「…………。……へ？」


　目を点にして、デクさんの隣のノンを見上げるジャン。


「なに？　いま、なんて言った？」


「だからー、結婚式ー」


「へ？　へ？　だって、結婚式は、今日やっただろ？　え、結婚式って二回やるんだっけ？」


「あはは、もーう、そうじゃなくてー。今日の結婚式は、延えん期きになったのー。だから、次こそ、ジャンも結婚式に来てねー」


「…………」


　口をぽかん、と開け、しばし固まるジャン。


　そして、目を点にしたまま、オレに顔を向けてきた。


「えっと、つまり、マーガス。結婚式は？」


「延期」


「ノンとデクさん、結婚は？」


「してません」


「ウォオオオオオオ！」


　ガババ！　やけにパワフルに立ち上がるジャン！


「おかしいと思ったぜ！　結婚式に行って誰もいないハズの店内に、普通にノンはいるし！　さっきまで結婚式だったにしては、ぜんぜん結婚式の話でねーしよぉ！」


　ビシッ！　ジャンは、力強くデクさんを指差した！


「オイ、そこのボサボサ頭！　テメェ、営えい業ぎよう中ちゆうの店内でいつまでくっちゃべってんだ！　しかもそんな堂々喋しやべりやがって！　せめて、居い心地ごこち悪そうに、もっと端はしで喋れよ！」


　さっきまで自分に優やさしくしてくれた、店で一番穏おだやかだったつるっぱげ店員のあまりの変貌ぶりに、今度はさっきみんなを驚かせたデクさんが驚く。


「ていうか、ジャン、今日は店、休み」


　オレは、小声で間違いを訂てい正せいしようとした。が。


「そ、そんな……。だ、だって、さっきは小さくならなくて大だい丈じよう夫ぶ、武ぶ器きの前ではなんぴとたりとも平等だって、あなたが！」


　オレを無む視しして、デクさんが勝手にしゃべり始めてしまう。あーもう。


「……はぁ？　俺がそんな神父サンみたいな事、言うわけねーじゃん」


　ジャンはジャンで、何言ってんだ、コイツ？　と言わんばかりの表情を浮うかべる。


　うわ、これだよ。


　自分の発言に責せき任にんを持たず！　何か新しく思いついたら、その瞬間に、直前まで持っていた思想、思考、ポリシー、全すべてがリセットされる、最強の思考回路！


　間ま違ちがいない、帰ってきた。その場の勢いきおいだけで生きる男、ジャン。わりと早く、完全復ふつ活かつだ!!


「とにかく、ウチはいま営業中なんだよ。こちとら、武器を売るのに命かけてんだ。武器に興きよう味みないなら、さっさと出てってくれ、商売の邪じや魔まだ！」


　腕うでを組み、エクスの壁かべによりかかりながら、ジャンがさも迷めい惑わくそうに吐はきすてる。


　うーん、ついさっきまで、仕事を休んで旅行に行ってた男の発言とは思えない！


「す、すいません、迷惑をかけるつもりはなかったんですが、まさか営業中だったとは」


　デクさんは、消えてなくなりそうなくらい小さくなりながら、頭を下げる。


　だから、今日は営業中じゃないってのに……。


「ちょっとー、いいじゃんもう。デクさん、せっかく来てくれたんだから」


　見かねたのか、イッコがデクさんをフォローした。


「い、いえ、やっぱり僕ぼくのほうが非ひ常じよう識しきでした。今日は、もう帰ります。今度、改めて挨拶にうかがわせていただきます。そ、それじゃ、ノンさん。もう……お別れです」


　ウッと声を震ふるわせながら、ノンを見つめるデクさん。


「うんー、そうだねー。でも、今こん晩ばん、またウチに来るんでしょー？」


「あ、あと三時間もあります……耐たえられますか？」


「うーんー、たぶんー」


「分かりました……。じゃあボクも耐えます。お互たがい、頑がん張ばり──くっ！」


　涙なみだを見せないように、顔をそむけながら、エクスから出て行こうとするデクさん。


　あ～……なんか、疲つかれた……。


　こんな感じで……ノンを巡めぐる、ジャン対デクさんの、ノン争そう奪だつ決戦第一ラウンドが終しゆう了りようした。





　かと思ったら。


「ちょっと待ったぁ！」


「グェッ!?」


　イッコの横を走りすぎようとしたデクさんの後ろ襟えりを、イッコがガシッと摑つかんだ。


「ゴホッ、ゴホッ……ななな、なんです？」


「デクさんに、質しつ問もんがあるの。だから、アタシ、エクスに帰ってきたのよ？」


　質問……？　イッコのやつ、デクさんになんか聞くことあるのかな？


「今日引っ越こしてきたライブウィンドウの三男について、知ってる事あったら全部教えて？　デクさん達の結けつ婚こん式しきをツブしたいきさつとかも。アイツなんでしょ、ツブしたの」


　けっこうな剣けん幕まくで、イッコがデクさんに詰つめ寄よった。


　そういやそうだった。あの行事の真相を、デクさんに聞こうと思って、オレ達エクスに戻ってきたんだった……。


「そ、それはその……」


　デクさんが、微び妙みように答えに困こまり、しどろもどろになる。


「それと、他にもう一つ！　いま、サンク・マリカの上の方の部屋で、なんかコソコソやってるでしょ？　外じゃなく、部屋の中よ、中！」


　イッコに言われ、デクさんは、ビクッと体を震わせる。


「ん？　上の方の部屋でコソコソって？　あのオブジェとは別に？」


　オレはイッコに聞いた。なんだそれ、そんな話、聞いてないぞ？


「さっきは言わなかったけど、アタシが今日のサンク・マリカに違い和わ感を覚えたのは、あのオブジェだけじゃないの。ほんのわずか、普ふ通つうの人はオブジェの強きよう烈れつな違和感に隠れて発見できないと思うけど、アタシにはわかる。強しいて言うなら、純じゆん度どが違うの」


「ジュンド？」


「うん。いつものサンク・マリカが、純度一〇〇％だとしたら、今日のマリカは純度九九％。世界で一番おいしいスープを煮にこんでる大きなお鍋なべの中に、一匹ぴきダニが侵しん入にゆうしてるのと同じ違和感ていうか……わかるでしょ？」


　……。ぜんっぜんわからん。


「で、どこがおかしいか考えると、やっぱりマリカの上の方が微妙におかしいの。あのオブジェ以外、見た目には何も変わってないんだけど、雰ふん囲い気きがおかしいっていうか……。デクさん、なんか知ってるんでしょ？」


「そ、そんな……信じられない。なぜわかったんですか？」


　質問されたデクさんは、呆ぼう然ぜんとイッコを見る。


「やっぱり！　なんかあるのね！」


　ぐいっ、イッコがデクさんに詰め寄る。


「あ、い、いや……。……わかりました、ぜんぶお話しします。ノンさんも、聞いてください」


　神妙な顔のデクさんに言われ、ノンもコクコク、と頷うなずく。


　おお、なんか、面おも白しろそうなコトになってきた？


　ゴホン。咳せき払ばらいをして、ちょっと緊きん張ちよう気味に、デクさんが話し始める。


「まず、ご存ぞん知じかもしれませんが、ボクとノンさんの結婚式を延期にさせたのは、今日引っ越してきたライブウィンドウの三男の仕し業わざです。しばらくサンク・マリカでの結婚式を禁きん止しにする、というルールを作ったのも、オブジェを置いたのも、その三男」


「やっぱりそいつが元げん凶きようか……。なんでその三男は、そんな権けん力りよくあるんですか？」


　オレは、デクさんに聞いてみる。


「うーむ……。並なみの金持ちではないから、としか言いようがないですね……」


　デクさんが、よくわからないことを言う。


「一昨日のことです。彼はまず手紙で、自分が引っ越してきた日には、パーティをやる、と突とつ然ぜん宣せん言げんしました。ですが、僕達の結婚式をはじめ、サンク・マリカの使用スケジュールは、もう三ヶ月先まで決まってるし、そんなことは普通、不ふ可か能のうです」


「うんうん」


「しかし、翌よく日じつには……前例のないことですが、急きゆう遽きよ、引っ越しパーティが開かれることが決定しました。サンク・マリカの上じよう層そう部ぶからの命令により、普通の手続きを一いつ切さい無む視しした、凄すさまじく強ごう引いんな決定です。理由はわかりませんが、ほぼ同時に、サンク・マリカでの結婚式をしばらく中止にすることも、決定になりました。


　さらに、それだけでは飽あきたらず、彼は次に、サンク・マリカ大聖せい堂どうのてっぺんにある、個こ室しつに住みたい、と言い出しまして……」


「ハァッ!?」


　ビキッ！　こめかみにシワを作り、即そく、反はん応のうするイッコ。


「ちょっと、どういう事よ!?　そんな事、できっこない！」


「は、はい、普通は、そうです」


　そりゃそうだ。


　確かに、サンク・マリカ大聖堂は、いちおう、フランに二〇年以上住んで、二〇億ドルク払はらった人間が買える、一つの物ぶつ件けんではあったりする。


　けど、そんなのはイッコ以外誰も挑ちよう戦せんしないし、これだけの建けん築ちく物ぶつを遊ばせておくのももったいないという事で、今は役所として使われてて。だから事実上、サンク・マリカ大聖堂は、フランのお役所なんだ。


　部外者が役所の一室に住みこむなんて、どう考えてもあり得ない。アパートじゃないんだから。


「と、ところがです。また例によって、上層部からの命令により、翌日にはサンク・マリカの最上階が、彼の私し室しつになることが決定してしまいました。たぶん、ウチの上層部に、あの三男は、凄まじい額がくのお金を渡わたしてるんじゃないかと……」


　少し、後ろめたそうに言うデクさん。


「そ、そんな……お金のチカラで？　なんとかなっちゃうもんなんですか？」


「なんとかならないハズなんですが……あの子は、なんとかしてしまうほど、オカネを使ったんでしょう……」


　はああ……。世の中、トンデモナイやつがいるもんだなぁ……。


「で、でも、イッコさんには驚おどろきました。てっぺんの個室は、天てん井じように換かん気き用の窓まどがあるだけですから、大聖堂の真上にでも行かない限かぎり、外からは絶ぜつ対たい覗のぞけないんです。つまり、中の異い変へんは外から見えない。それなのに、その変化に気づくなんて……」


　驚きよう愕がくするデクさん。何千回も見てるせいで、イッコのサンク・マリカ観察レベルは、中に人が住んだだけでも勘かん付づける域いきまで達してるらしい……。


　でも、だからこそイッコは悔くやしいだろうな。


　大好きで仕方ないサンク・マリカに、お金を積んだだけのよそ者が、住み着いちゃったんだから……。


「イッコ…………あんまり気を──って、アレ!?」


　ふと隣となりを見ると。そこにいたハズのイッコが、忽こつ然ぜんと姿すがたを消していた。


「あっ!?」


　ガチャチャ、という音で、全員の視線が、一箇か所に集まる。


　いつの間にかイッコは。武ぶ器きが飾かざってある商品台に近づき、置いてあった斧おの、バトルアックスを手に取ろうとしていた。


　ぎょっ、となる、店内のメンバー。


「ちょ、おいイッコ!?　そんな物ぶつ騒そうなもん持って、どこ行くんだよ!?」


「知れたこと。サンク・マリカのてっぺんに、ギロチンの刑けいを与あたえなければいけない阿あ呆ほうが待ってるのよ……フフッ」


　虚うつろな笑顔を浮かべたまま、バトルアックスを引きずって店外に出ようとするイッコ。


「落ち着けって！　暴あばれたら、マリカを買うのが遅おそくなるって自分で言ってたじゃん！」


「マリカに住まれたのなら話は別よ！　一秒でも早く正せい義ぎの鉄てつ槌ついを下さないと、どんどんマリカが汚けがれちゃうじゃない！　安心して？　晩ばんご飯までには帰ってくるから」


　ニコッと異様に爽さわやかな笑顔を残し、エクスを出ようとするイッコ。これは、ヤバイ！


「ぜ、全員で取り押おさえろ！　イッコは、本気だ！」


　うわぁぁ、オレが言うや否いなや、デクさんを含ふくめた全員が、イッコになだれ込こむように突とつ撃げき！


「なっ？　は、放はなせぇぇ！　くっ、さてはアンタら、ライブウィンドウの放ったスパイね！」


　パァン！　パァン！　ジャンの頭に、平手打ちを連発するイッコ。


「痛いてぇ、痛ぇ!?　い、意味わかんねぇ!?」


「くっそおおおお、なんとかウィンドのバカ息子むすこぉ！　このアタシより先にサンク・マリカに住むなんて……見てなさいよ、コンチクショオオオオ！」


　パァン！　パァン！　パァン！　平手打ちを連発し続けながら、絶叫するイッコ。


「痛ぇ、痛ぇ!?　だ、だから、なんで俺おれを叩きながら絶叫するんだよ!?」










　パート２・五人、少年の部屋へ招しよう待たいされる







「アハハハッ！」


　奥おくのテーブルから、こっちの気分まで明るくなるような笑い声が聞こえてきた。


　ガヤガヤ──ワイワイ──店内は、そんな笑い声と、にぎやかな会話に満ちてて活気がある。


　岩をそのまま机つくえや椅い子すに使った豪ごう快かいな内ない装そうや、うっそうと茂しげった大きな観葉植物が、ざっくばらんな気分にさせてくれる。こんな店あったんだなー。


　西二番街かい道どうの、小さな喫きつ茶さ店『デス・ヘッド』。


　デクさんが帰った後、オレ、ジャン、イッコ、ノン、ケンジの五人は、いろいろあって、この喫茶店に集合していた。


「なあ……やっぱ、帰んねぇ？　なんか、居い心地ごこちわりーよ」


　カウンター席、オレの右隣に座すわってるジャンが、心細そうに言った。


「いやいや、帰るのはヤバイって。せっかく、西二番会に誘さそってもらったのに……」


「つってもよぉ……お前、この中に親しい人、一人でもいるか？」


　うーん。ジャンに言われ、店内を見み渡わたす。


　メガネをかけたクールそうなニイちゃん、でっぷり太ったオヤジ、ひたすら大笑いしてる小太りのオバちゃん。知ってる顔はいくつかあるんだけど、確たしかにちゃんと喋しやべったことある人は、一人もいないな……。


　ただ、知ってる人じゃないんだけど。気になる人なら、一人いる。


　オレの左隣に座ってる男の人なんだけど……。


　ベージュの帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり表ひよう情じようは見えないし、なぜか店の中にもかかわらず、厚あつめのコートを着込んだまま。


　しかも、誰だれとも話さず、何も食べず、ずっと座ってるだけ。


　……怪あやしすぎる。


「やっぱ俺達には早かったんだよぉ……」


　オレが左隣の男に意い識しきを集中させてると、右からジャンの声がした。


「え？　なんか言った？」


「だから。まだ俺達には、西二番会は早かったって言ってんの」


「ああ～……。ま、確かにそうかもなぁ」


　そう。オレ達は、ひょんなことから、西二番街道の商店が定期的に集まって、会合を開く、通つう称しよう『西二番会』に初参加することになっていた。


　ひょんなことっていうのは、


「ほら～、ケンちゃん、飲んでる？」


「だから、オレは未成年だってのに！　いい加か減げん、解放してクダサイ……」


　隅すみっこのテーブル席で一戦交まじえて（？）いる、ケンジと洋服屋のマダムのことだ。


　ケンジとマダムの二人は、オレ達が帰った後も、ひたすらサンク・マリカの外で、中に入る順番が回って来るのを待っていたらしい。


　結局、夕方五時で引っ越し記念パーティは終しゆう了りようし、外で待っていた人達は強きよう制せい的に解散させられたそうなんだけど……。


　その後、マダムが今日西二番会が開かれる事をケンジに教え、強ごう引いんに誘さそい。


　ケンジは、一人で行くのは自殺行こう為いだとオレ達に助けを求め、結果的に、この五人が西二番会の集会所、ここデス・ヘッドに来ることになった、というワケだ。


　ちょっと居心地悪いけど、今日の引っ越しパーティに参加した人の話も聞けるらしいから、それは楽しみ。


　ドノヴァンも誘うか？　って話も出たんだけどね。お腹なか壊こわしてるんじゃあんまり楽しめないだろう……って事で、誘わず、家でゆっくり休んでもらうことにした。ドノヴァンって生き真ま面じ目めな分、疲つかれもたまってるだろうしね。


「マーガス、マーガス」


　とんとん、とオレの肩かたを、誰かの手が叩いた。


　振り向くと、見み慣なれたほんわか丸顔な女子、ノン。


「私、デクさんと約束あるから、そろそろ帰るねー」


「え、ああ、そっかそっか」


「ノン、大だい丈じよう夫ぶか？　そこまで送ろうか？」


　ジャンが、オレとノンを遮さえぎるように、素す早ばやく間に立って言った。


「うーんー。だいじょうぶだよー。デクさん、そこまで来てると思うし」


「なるほど。オッケー、送るよ」


　なにがなるほどなのか、ジャンが軽く言う。


「あはは、だいじょうぶだってばー。ジャンは優やさしいねー」


「たはっ、オイオイ、まぁ否ひ定ていはしねぇけどよ！」


　ジャンは、満足そうにドカッと席に腰こしを下ろす。


「私の分も、楽しんでってー。イッコちゃんも」


「あいあい。ヒック」


　ジャンの隣に座るイッコが、手だけで雑ざつに返事を返した。


　イッコのヤツは、ライブウィンドウにサンク・マリカを好き勝手にされたショックで、ヤケ酒モードに入ってる。……オイオイ。


「じゃあね、また明日ー」


　ノンは、小さくオレとジャンに手を振り、出口に向かっていった。


　と。出口から出る前に、ケンジと話していたマダムがノンに気づき、声をかけ、一言二言交かわす。そういえば、ノンはあのマダムにウェデングドレス作るの協力してもらったりしてるから、知り合いなんだっけ。


　その後も、入れ替かわりでノンの元にはいろんな人がやってきて、なんだかんだと挨あい拶さつし、結局ノンが解放されたのは、十分くらい経たってからだった。


　ノンって、老ろう若にやく男なん女によ問わず、いろんな人に好意持たれちゃうから、こういう時、大変は大変かも……。


　カタンッ。


　出て行ったノンをボーっと見ていると、いきなりオレの前に、コーヒーカップが一つ置かれた。


「あ、ありがとうございま──」


　と、お礼を言おうとしたオレ、一いつ瞬しゆん固まる。


　カウンターの向こうからオレにカップを差し出したのは、白いランニングシャツをはちきれそうになりつつ着用してる、異い常じようにマッチョなゴツイオジサンだった。誰？


　体も凄すごいけど、髪かみ形がたも凄くて、七つか八つの色が入った、ド派は手でなモヒカン頭をしてる。


　……怖こわっ。


　そのままオジサンは、何も言わずにカウンターの奥おくへと消えていった。


　な、なんなんだ、一体……？





　会議が始まって、一時間弱。


　時間が経つにつれて、なんだかんだ、オレ達も少しずつ西二番会に溶とけ込めるようになってきた。


「へぇー。エクス・ガリバーって、七人全員がオーナーなワケ？」


「そうなんです。いちおう、全員オーナーでスタートして、しばらくしたら適てき性せいに見合ったポジションに振り分けるって決めてたんですけど……未いまだに全員オーナーですね」


「そのほうがいいって。上下関係作ると、チームワークってのはほころび始めるんだぜ？　いいか、例えば──」


　ってな感じで、緑色のツンツン頭、時計屋のニイちゃんにアドバイス貰もらったりなんかして。


　その後も、タバコ屋のおばあちゃんや、靴くつ屋やのおっちゃんと少し喋しやべらせてもらった。


　おお、オレ達、前よりちょっと西二番街道に馴な染じんできた？


「さて……そろそろ、議ぎ題だいに入ろうか」


　パンパンッ、と力強く手を叩たたく音が店内に、響ひびいた。


　叩いたのは、さっきオレにコーヒーを差し出してくれた、マッチョなモヒカン親おや父じだった。途と端たんに、デス・ヘッド内の会話が止まり、全員、モヒカン親父の方に向かって姿し勢せいを正す。おお、なんだ、あの統とう率そつ力りよく!?


「あの人が、このデス・ヘッドのマスターにして、西二番会のボスなのさ。みんなマスターって呼んでる。一見怖いけど、意外に優しいんだぜ」


　時計屋のニイちゃんが、そっと耳打ちしてきた。そっか、あの人が西二番街かい道どうのボスなんだ。


「今日、みんなに集まってもらったのは、他でもない。俺が引っ越しパーティに行って、ライブウィンドウの三男坊からこの耳で聞いてきた、ライブウィンドウの経けい営えい方ほう針しんが……まあ、俺達西二番街道の商売人にとって、見み過すごせない話だったからだ」


　ドスの利きいた声で、ぶっきらぼうにマスターが言う。


　あの引っ越しパーティに参加したのは、マスターだったのか。


「まず、ライブウィンドウについてだが……どういう企き業ぎようか知ってるな？」


「知りません！」


　ビッ。ジャンの隣に腰掛けていたイッコが凄まじい速さで手をあげた。おお、ナイス！　オレも、ライブウィンドウがどういう企業なのか、詳くわしく知らないし。


　マスターは、じろっと一瞬イッコを見つめ、


「世界一有名な企業のハズだが……まぁ、フランにはまだ本ほん格かく的に進出してなかったからな。いいだろう」


　マスターは、首を二、三度横にグキ、グキと鳴らし、喋り始めた。


「ライブウィンドウってのは、簡かん単たんに言えば、なんでも売る、バカみたいに大きな会社だ。コーヒーの豆はもちろん、肉、野菜、魚も売ってるし、タンスや食器、家具、時計なんかも売ってる。こっちの方がメインだ。武ぶ器き・防ぼう具ぐも当然扱あつかってて、有名だな。


　洗せん練れんされたスタイリッシュなデザインと、少々値ねは張はるが、上じよう質しつな素材を使った高いクオリティ、使い勝手の良さがウリで、世界的に受け入れられている。


　ライブウィンドウの商品には、野菜だろうがスプーンだろうが、ぜんぶに特とく徴ちよう的なマークが入ってて……まぁ、そのマークが入った商品を使ってると、ちょっと他の人に自じ慢まんできる感じだ。俗ぞくに言うブランドだな」


　へぇー。コクコク、とオレ、ジャン、イッコはまったく同時に頷うなずいた。


　そういえば、服屋のマダムが、嬉うれしそうにオレにバッグ見せてきたもんな。


「さて、ここからが問題だ。ライブウィンドウの三男坊は、会社としてではなく、個こ人じんでフランに来てるってことなんだが……とにかくヤツは、ライブウィンドウ・ブランドの支し店てんを増ふやすため、フランに派は遣けんされたらしい。


　それは、要はどういうことなのか。つまりヤツは、いまあるフランの店をのっとって、そっくりそのまま、ライブウィンドウ・ブランドの店に、変えちまいに来たってことだ」


　……のっとる？　ザワザワ、その言葉に一瞬、店内が騒さわがしくなる。


「例えば、デス・ヘッドを例に出して言うと。


　コーヒーカップとか家具も全部、ライブウィンドウの製せい品ひんにとっかえて、仕入れるコーヒー豆も、全部ライブウィンドウから仕入れて……さらに、毎月経営面の指示が本社から下されて、最後に、売り上げの何％かをライブウィンドウに渡すスタイルになる」


　ザワザワ──。店長の話を聞き、デス・ヘッド店内が、ますます騒がしくなった。


　そりゃそうだよな。イヤだもん、そんな、ぜんぶライブウィンドウのいいなりになるなんて。


　自分達で考えて、好きに経営していったほうが、絶ぜつ対たい楽しい。


　しかし。デス・ヘッド店内に漂ただよう雰ふん囲い気きは、ライブウィンドウを拒きよ絶ぜつする雰囲気というより……みんな、どことなくそれを喜んでるものだった。


「オ、オイ聞いたかよ、エクス・ガリバーの連中！　ライブウィンドウの商品、扱えるチャンスだってよ！　オレ達にも運がむいてきたんじゃねぇか？」


「は、はあ」


　えぇぇ……？　隣で時計屋のニイちゃんも、興こう奮ふん気味に言ってるし……。


　マスターは、少しざわついた中、気にせず冷静に、でも少し声を大きくして続けた。


「さらに、何を考えてるのかしらねぇが、あの三男坊、買収時に審しん査さをしないらしい。つまり、申し込こめば、無む条じよう件けんでライブウィンドウ・ブランドの仲間入りができる」


　オオッ、店内にこだまする、感かん嘆たんの声！


　そ、そんなに嬉しいことなの？


「……それどころか。支し援えん金きんとして、三〇万ドルクまでなら、利子ナシで融ゆう資ししてくれるって話だ」


　オオオ！　さっきよりひときわ大きい歓かん声せいが、店内であがる。


「なんかウチらだけ、やけに温度差あるね」


　イッコが、ボソッと呟つぶやいた。


「申し込みたい店の店主オーナーは、明日以い降こうにサンク・マリカの役所へ行ってくれ。普ふ段だんは存そん在ざいしない、十三番窓まど口ぐちというヤツが特とく設せつされてて、そこで契けい約やくするらしい」


　マスターは、一いつ旦たん、そこで話を切り。ドカッと椅い子すに腰を下ろした。


　ワイワイ、ガヤガヤ──。噴ふき出だすように、勢いきおいよく店内の店主達が喋しやべり始める。


　うーむ、みんな、嬉しそうな顔してるなぁ。手をとりあってダンスしてる人までいるし。


　そこまで凄すごいか、ライブウィンドウ。


　マスターが、座ったままで、話を再さい開かいした。


「そこで、だ。一いち応おう、いままで西二番街かい道どうで協力してやってきた手前、これからみんながどうするのか、その指し針しんを俺おれは見み極きわめておきたい。ライブウィンドウ・ブランドと契約する腹はらづもりのヤツは、立ってくれ。それ以外のヤツは、座ったままでいい」


　ガヤガヤ──なんか、小学校みたいな、騒がしい雰囲気の中。


　ガタタ、と数人の人達が、席から立ち上がった。


「……。なるほどな……」


　マスターが呟く。


　店内は、立ってる人と座ってる人、半分半分に分かれた感じになった。


「お、おい、お前ら、契約しないのかよ？」


　時計屋のニイちゃんが、少し焦あせり気味に聞いてきた。どうも、オレ達が立ち上がらないから、ニイちゃんも立ち上がりづらいらしい。


　見渡すと、モチロン、と言わんばかりに、鼻息荒あらく、服屋のマダムは立ちあがっている。


　ちなみにオレの隣のベージュのコートのヤツは、相変わらず座ったまま……。


「若わかいの。お前らは、契約しなくていいんだな？」


　マスターが聞く。目線の先は、なぜか、オレだった。


　オレは、隣のジャンと、そしてイッコと軽く目を合わせてから、


「だって、ぜんぶ、ライブウィンドウとかってヤツのいいなりになるんですよね？　オレ達、そういうのはちょっと合わないっていうか……」


　と、やんわり拒否してみた。すると。


「分かってねぇな、新入り！　いいなりとかそういう問題じゃねーんだよ！　ライブウィンドウのブランド力なら、いままでの何倍も、売り上げが伸のびるんだぞ！」


　店内から、そんな声があがった。あー、そういう事か？


　でも、それでもやっぱり、そんなのイヤだ。


「別に、そいつらの力に頼たよんなくたって、売り上げは伸ばせるわ。ヒック」


　イッコがオレの横で、酔よいで少し赤くなった顔のままそう言った。


「なんだと……？」


　店内に、少し反発するムードが生まれたが……気にせずイッコは続ける。


「それに、逆ぎやくに聞きますけど。あなた達はそれでいいの？　いままで自分達で店やってきたのに、急に明け渡したりして。なんか、そんなの……納なつ得とくいかなくないですか？」


「…………」


　しん……。イッコの言葉に、一時、店内は静まり返る。


　時計屋のニイちゃんも、結局最後まで座ったままだった。


　息がつまるような沈ちん黙もくが、しばらく続く。


　その静せい寂じやくを破やぶったのは、やっぱり西二番会のボス、マスターだった。


「まあ、この選せん択たくに、どっちかが正しくて、どっちかが間ま違ちがってるなんて、そんなもんはない。各自、自分の判はん断だんで動いてくれ。俺自身も、明日、十三番窓口へ行くつもりだ。この不ふ況きよう下か、三〇万の融資はデカいからな……」


　寂さびしそうな顔で、マスターが言う。マスターも行くのか……。


「……今日の西二番会は以上だ。今日はもう、店を閉しめる。帰ってくれ……」


　マスターのその言葉を聞いて、オレ達は顔を見合わせる。


　なんとなく一番居い心地ごこちの悪かったオレ達エクス組は。


　結局一番最初に足早にデス・ヘッドを後にしたのだった……。





　　　　※




「あ～あ。なんか、完全テンション下がったよなぁ」


　西二番街道・デス・ヘッドからの帰り道。


　夜の十二時前、ようやくオレ達の家がある東二番街道にたどり着いた頃ころ、ジャンがボソッと言った。


　ケンジは、実家は西の一番街道の鍛か冶じ屋だし、イッコは同じ東二番街道だけど、家はもう通り過すぎて、そこで別れている。


　最後に残ったのは、結局、オレとジャンだ。


「けど、ジャン、やっぱお前も、ライブウィンドウと契約すんの嫌いやなんだ？　儲もうかるらしいぞ？」


「アホ。みくびんな。だいたい、契約したら面おも白しろくなさそうじゃん？」


「はは。まぁね。やっぱそこだよなぁ」


　ふー。オレはふと、立ち止まって空を見上げた。


　街道の右側に並ならぶ建物と、左に並ぶ建物をつなぐ、洗せん濯たく用の紐ひもごしに。


　煌こう々こうと輝かがやく星が、ぽつ、ぽつと見え隠かくれする。


　今日は久ひさしぶりに、やけにいろいろな出来事が起こった、長い一日だった……。


　ライブウィンドウと契約するかどうか、西二番会でモメたのが、ついさっきの出来事か。


　デクさんがエクスに来たり、悟さとりを開いたジャンが帰ってきたり、サンク・マリカに突とつ如じよ現れた金ピカオブジェに圧あつ倒とうされたのも、全部今日の出来事なんだよな……。


「なあ、マーガス……」


　オレの隣となりで、同じく星を見上げていたジャンが、真しん剣けんな表情で呟つぶやいた。


「なんだ？」


　オレも、少しシリアスな顔で聞き返す。


「……やっぱ、俺とノンって結ばれる運命にあんのかな？」


「……ハ？」


　唐突なジャンの意見に、オレは思わずズッこけそうになった。ま、真ま面じ目めな顔をしてると思ったのに……。


「どうやったら、そういう答にたどり着くの、お前……」


「だってよ、俺は一度諦あきらめたんだぜ、ノンの事。でも、帰ってきたら、引っ越し記念パーティとかでノンの結けつ婚こんは延期になってるし、しかも明日からしばらくサンク・マリカでの結婚式禁きん止しなんだろ？　絶ぜつ対たい神様が、ジャンよ、デクからノンを奪うばい返すのじゃ！　って命令してるだろ、コレ」


「神様が、そんなセコい命令下すかなぁ……」


「でもよ、お前だってデクとノンが結婚するより、俺とノンが結婚するほうが嬉しいだろ？　ちなみに、俺と結婚した場合、ノンにエクスを辞めさせねーのが最大のウリだ。どうだ？」


「う～～ん……どうだって言われても……」


　そういうのは、ノンの気持ち次し第だいなんじゃ……？


「あーあ、クソォ。料理はうまいし、優やさしいし、かわいいし……あんないい女、他にいないぜ。ノンと比くらべたら、他の女子なんて石せき像ぞうみたいなもんだよなぁ、マーガス」


　同意を求めてくるジャン。


　石像……？　なんとなく、オレはその言葉に少しムッときた。


「そ、それはどうかな。そりゃ、ノンはかわいいけどさ。その言い方だと、イッコとかも石像ってことになるぞ？」


　軽くジャンの意見を否定する。が。


「あん？　そりゃそうだろ。イッコは、ノンに比べりゃまだまだイイ女度が足んねーよ」


「ハァ？　そ、それは、お前の好みだろ？　一いつ般ぱん的に見た場合、たぶんイッコのほうが人気あるんじゃないかな!?」


「いーや。ノンのが上だね」


「いやー、イッコだろ？」


「ノンだろー？」


「イッコだって」


「ノン」


「イッコ」


「ノン！」


「イッコ！」


「ノン!!」


「イッコ!!」


　ひたすらノン・イッコと言い合うオレ達！　ぬぅぅ、この分からず屋め！


「ノンだって!!」


「イッコだってば!!」


「マーガスと、ジャンだナ」


「だからイッコ……ん？　マーガス？　って？　は？」


　マーガスと、ジャン？　それって、オレ達じゃん。


「マーガスと、ジャンだナ」


　再ふたたび、真後ろから聞こえた無む機き質しつな声に、オレとジャンはぎょっとなって振ふり返った。


　オレ達のノン・イッコ合戦に、いきなり乱らん入にゆうしてきたのは、帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり、顔にはサングラスにマスク、おまけに肩かたから靴くつまで覆おおい隠かくしそうな、異様に長いベージュのトレンチコートを着こんだ──正真正しよう銘めい、怪あやしげな男だった。


「な、なんですか、あなた？」


　ちょっとビビリつつ、オレは聞く。なんだコイツ？　イッコやノンより、オレ達が好み……ってワケじゃなさそうだけど。いつのまにオレの隣に現あらわれたんだ？


「マーガスと、ジャンだナ」


　男は、三み度たび同じセリフを言った。うーむ。オレとジャンは、一いつ瞬しゆん顔を見合わせる。


　暗がりの中、ジャンが、小さく頷うなずいてみせたので。


「はい、そうです。マーガスとジャンですけど」


　と、オレは答えてみた。すると男は、


「では、黙だまって私達についてきてもらおうカ？」


　と、初めて違ちがうセリフを喋ってくれた。


　なんなんだよ、この人は……？


　オレは、再びジャンを見た。闇やみの中、星の光を頼たよりに、アイコンタクトを交かわす。


（オイ）


（アア）


　瞬時にアイコンタクト終しゆう了りよう。オッケー。それで行くか。


「では、黙って私達についてきてもらおうカ？」


　男が、再び機械的に言う。


「分かりましたあ」


「どこに行くんですかあ？」


　オレ達は素す直なおにそう答えた。


　すると男は反応し、くるっと回れ右をして、どこかを指差そうとする。


　しかし、その瞬間！


「ハッハー、バーカ！」


　ダッ!!　オレとジャンはまったく同時に、その男が指差す方向とは逆ぎやく方向に、全速力で走り出した！


「そんなうさん臭くさいお誘さそいに乗るかっての！」


　ジャンが走りながら、置き去りにした男に向かって爆ばく笑しようする。


「あははっ、置き去り作戦、見事に決まったなぁ。気持ちいい～！」


　風を切りながら、オレも笑う。


「ハッハッハ！　打ち合わせナシで、この以心伝心ぶり！　フランのゴールデンコンビとは俺達のことよ！」


　最高の気分で夜の二番街かい道どうを走る、オレ達二人。あはは、バカバカしいけど、こういうの、綺き麗れいに決まると気持ちいいんだよなぁ!!　あはは！


「マーガスと、ジャンだナ」


「おぇっ!?」


　いきなり、目の前に！　さっきとまったく同じ格かつ好こうの男が現れた！　慌あわてて急ブレーキをかける、オレとジャン。


「な、なんだ、どういう事!?　回りこまれたの!?」


「マーガス、見ろ！　右からも、左からも！」


「マーガスと、ジャンだナ」


「マーガスと、ジャンだナ」


　それは、とてつもなく気味の悪い光景だった。


　前から右から、左から……帽子にトレンチコートの、まったく同じ格好の男が、わらわらと増ふえていくのだ。


「マーガスと、ジャンだナ」


　いま増えたので、いち、に、さん、し……八人目。全部で八人！　オレ達は、あっという間に囲まれてしまった。


「では、黙って私達についてきてもらおうカ？」


　背はい後ごから、声。どうやら、最初に出し抜ぬいたヤツが、追いついてきたらしい。


　男は、やはりくるっと回れ右をして、指差し、


「こっちだ。ノンという女を人ひと質じちにとっている。大人しくしたほうが身のためだゾ」


　と、新しいパターンのセリフを喋しやべった。


　一瞬、呼こ吸きゆうを止める、オレと、ジャン。


　ノンを、人質にとった……？


「テ、テメェなにやってんだコラッ！」


　頭に血が昇のぼったジャンが、男に摑つかみかかりそうになる。慌ててオレはジャンを抑おさえる。


「ま、待てジャン。人質っていうのが本当だったら、ここで暴あばれて、ノンになんかされたらヤバイ！」


「くぅっ……ちっくしょう」


　ベージュ男を睨にらみつけるジャン。しかし、男はまったく気にする様子もなく、


「こっちだ。ノンという女を人質にとっている。大人しくしたほうが身のためだゾ」


　まったく同じセリフを、また繰くり返した。


　そんなバカな！　なんでノンが、人質なんかに……。


「ついていくって言ってんだろが！　さっさと案内しろよ！」


「ついてこイ」


　ぞろぞろ、同じ方向に向かって歩き出す男達。


　オレ達は仕方なく、そいつらに囲まれたまま、二番街道を逆ぎやく戻もどりし始めた。


　ああ、この長い一日は、まだ終わらないらしい。しかも、なんかまた、トラブルに巻まき込こまれ始めてる匂においがプンプンするし。


　ノン……まさか、大だい丈じよう夫ぶだよな？





　　　　※




　八人の不ふ審しんな男に囲まれたまま、オレとジャンは無言で足を進め続ける。


　オレは、周りを囲んでるこの連中、どっかで見たことがあることに気づいて、そして、すぐに思い当たった。


　デス・ヘッドで、オレの隣に座ってた、飲まず食わず喋らずの怪あやしい男。あいつと、ほとんど同じ格好なんだ。多分、なんか関係あるんだろう。


　十分も歩き続けると、だんだんどこに向かってるのか、見当がついてきた。


「こんな夜中にサンク・マリカかよ。てめぇら、補ほ導どうされてもしらねぇぞ？」


　ジャンが皮肉っぽく言う。


　そう、やがて二番街道は終わりを告げる。終わった先、広場の向こうにそびえるのは、夜のサンク・マリカ大だい聖せい堂どうだ。


「…………」


　不審男どもは、一言も喋らなかった。感じ悪い。


「オイ、マーガス。前見てみろ」


「ん？」


　オレは、ジャンに促うながされるまま、前方を見た。


　目前に迫せまったサンク・マリカ大聖堂。その前の広場に、ぞろぞろと不審な男達が、一箇か所しよに集まって、じっと突つっ立っていた。


　十人前後のその男達の格好は、オレ達を囲む男達と、何から何まで一いつ緒しよだった。


「また、増ぞう殖しよくしやがった……」


　オレ達を囲む男達は、吸すい寄よせられるように、先に広場に陣じん取どっていた前方集しゆう団だんに近づいていく。


　すると。


「お疲つかれ、マーガス！」


　ひょこっ、と前方のベージュ集団から、黒くろ髪かみの女が横に顔を出した。


「あれ、イッコ!?　なに、イッコも連れてこられたの？」


　顔を出したのは紛まぎれもなく、さっきデス・ヘッドから一緒に帰ってきたイッコ。


「ちなみにケンジもいるよ。ちっこいから、コイツらに埋うもれて見えないけど」


「……ほっといてください」


　合流した男達によって、オレとジャン、イッコ、ケンジはひとかたまりに集められる。


　結局、さっきデス・ヘッドにいたメンバーが、また集められたワケだ……。


「久ひさしぶり。会うのは一時間ぶりってとこかしらね？」


　イッコが、皮肉っぽく言う。


「ハハ……」


　何な故ぜかオレ達四人は、力なく笑っていた。超ちよう不審な男達に四方を囲まれた状じよう況きようで、いつもの顔ぶれに再さい会かいしたのが、なんかちょっとだけおかしい。


「さーて、盛もり上がってきた。アタシ達をどうしてくれんのかしら？」


　パシッ、と拳こぶしを掌てのひらに合わせ、イッコが笑う。まぁ、ここまできたら、ノンの無事を祈いのりつつ、なりゆきに任まかせるしかないしなぁ。


「にしても、コイツらなんなんだ？　気味悪いよなぁ」


「コイツらは、多分、オズのマジックドールっスよ」


「マジックドール!?」


　口を揃そろえ、ケンジに聞くオレ達。


「ええ。西の大陸は、魔ま法ほうが発はつ展てんしてる分、そういうのを売り物にしてる会社もあるんです。確たしか、オズっていうんスけど。マネキンみたいのを、魔力で動かすんスよ。まだまだ発展途と上じようで、どんなに上等のヤツでも、セリフは五、六個こしか覚えられないし、行動も単たん純じゆんなことしかできないらしいっスけどね」


　エクスの知ち恵え袋ぶくろ、ケンジが丁てい寧ねいに説明。


　へぇ～～、西はすごいなぁ。そんな、夢ゆめ見たいなアイテム売ってるもんなんだ。


　しかし、オレ達に話題にされてる当のマジックドールらしき連中は、そんなこと、まったく気にせず、しばらくじっと入り口を見ていた。


　あ……そうか……なるほど。


　サンク・マリカの正面入り口には、警けい護ごのための聖堂騎士団テンプルナイツの人達がいるからだな。


　聖堂騎士団テンプルナイツってのは、フリーで仕事をするドラゴンキラーと違ちがって、毎月役所からお給料を貰もらって、ドラゴン退たい治じしたり、夜のパトロールをする役やく職しよく。


　サンク・マリカの役所は夕方五時に閉しまるから、所員が全員帰き宅たくする六時以い降こうは、毎日二人の聖堂騎士団テンプルナイツが立つことになってて、もちろん今日もいる。こんな不ふ審しんな集団、すぐさましょっぴかれると思うんだけど……。


「ついてこイ」


　一番先頭の不審男が言うと、オレ達を巻まき込んだまま、集団はその聖堂騎士団テンプルナイツが仁王立ちする、サンク・マリカに向かってぞろぞろ進み始めた。


　じろっ、と警けい備びの聖堂騎士団テンプルナイツのオジサンがオレ達を睨にらんでくる。


「オ、オイオイ！　ホントに捕まんぞ!?」


　ジャンが焦あせった声を出す。


　ぐんぐん、正面入り口は近づく。そして、とうとうスッ、と聖堂騎士団テンプルナイツのオジサンが、持っていた槍やりを動かした。ジャンがさらに焦る。


「ちょ、違うんです！　俺おれ達たちは無関係！　不法侵しん入にゆうしようなどと、全く……え？」


　ジャンの声が止まる。


　なんと。聖堂騎士団テンプルナイツのオジサンは、槍を垂すい直ちよくに立て、オレ達が通りやすいように、道を空けてくれたのだ。


「なるほど。聖堂騎士団テンプルナイツ公こう認にんってワケっスね」


　ケンジが、うんざりしたように目をつぶりながら言う。


「ついてこイ」


　先頭の男は、またも同じセリフを言い、そしてとうとう、本当に深夜のサンク・マリカに侵入していった。


　いいのかよ、と思いつつ、オレ達もついていくしかない。





　サンク・マリカ大だい聖せい堂どうに入るのは、久しぶりだった。学校の社会見学で来て以来かなぁ。


「お～、そうそう。こんな絵、あったなぁ」


　天てん井じようを見上げながら、ジャンが懐なつかしそうに言う。


　サンク・マリカは、入るとほんの少しの間、細長い通路を歩かなくちゃいけないんだけど。その通路の上、天井には、世界的に有名な画家が描かいた、絵画が埋め込まれてる。全ぜん裸らのマッチョな男が、リンゴかなんかを食べてる絵。オレにはいまいちこの絵の凄すごさがわかんないけど、まぁ、凄い値ね打うちものらしい。


　細長い通路が終わると、今度は道が三つに分かれる。


　まず、正面の大おお扉とびら、これを開けば聖堂に出る。長なが椅い子すが規き則そく的に並ならんでたり、ステンドグラスがあったよな、確か。ノンとデクさんは、ここで結けつ婚こんする予定だった。


　そして、左の通路。抜ぬけると、すぐに役所の窓まど口ぐちがズラッと並ならぶ、役所ゾーンに出る。まあ、サンク・マリカに来る人の用事は、だいたいここだ。


　最後に、右の通路。一年中、関係者以外立ち入り禁きん止しの立て札と、鉄てつ格ごう子しが侵入を拒きよ絶ぜつしてる、謎なぞのゾーン。なんとなく、気味の悪い雰ふん囲い気きが漂ただよう。


「ついてこイ」


　先頭の男はそう言うと、なんの躊ちゆう躇ちよもなく、右の通路──立ち入り禁止の立て札を払はらいのけ、カチャッ、と鉄格子に鍵かぎを差し込んだ。


　キィ──当たり前のように、扉は開いた。


「オイオイ……？」


「こんなとこ、入っていいのかよ……」


　オレとジャンは、不安げに顔を見合わせる。先頭の男は、無言で鉄格子の奥おくへ進む。


「なにビビってるんスか？　ノンさんが捕まってる以上、行くしかないでしょ」


　スタスタスタ、躊躇してるオレ達を追い越こし、ケンジが鉄格子を通つう過かする。


　ム、ムカツクなぁぁあ！　年下にこういうこと言われると、異い常じように腹はら立つ！


「おい、マーガス」


「ああ。ここを無事に出たら、一人一発、ケンジにチョップだ」


　スタスタスタ、ケンジの生意気さへの怒いかりを原動力に、オレ達も鉄格子をくぐった。





　立ち入り禁止ゾーンは、同じような光景の繰くり返しだった。


　狭せまい通路。白い壁かべに、銀の燭しよく台だい。一定の間かん隔かくで置かれる、ガーゴイルの彫ちよう像ぞう。たまに、壁に扉があるけれど、男達はその前を素す通どおりする。


　そして、階かい段だんが多かった。上がったかと思えば、次の階段で下がったり。かなりややこしい。こいつら、実は道に迷まよってるんじゃないだろうな……？


　それにしても、サンク・マリカの立ち入り禁止ゾーンをこんな風に徘はい徊かいできるなんて……イッコじゃないけど、なんかちょっとワクワクする。


「そういえば、イッコ、静かだけど……」


　オレは、少し後方を歩いていたイッコに顔を向けた。


　サンク・マリカ大好きのイッコのことだから、きゃーきゃー言いながらはしゃぐかと思ったんだけど。そういや、中に入ってから、一言も喋しやべってない。


「そ、そんなことないわよ？」


　イッコが、少し不自然に答える。そのイッコを見て、オレは顔をしかめた。


「えっと……。……なにやってんの？」


　静かに歩いてると思ったら。イッコはなぜか、開けてるのか開けてないのか、判はん断だんできないくらいの薄うす目めで前を見て、フラフラおぼつかない足取りで歩いていたのだ。


「あ、ゴメンなさい」


　ドンッ、と周りの不ふ審しん男にぶつかり、フラフラ別の方向に流されるイッコ。


　あまりに危あぶなっかしいので、とりあえずオレはイッコの手を摑つかんで、オレの方に引き寄よせた。


「なにやってんのか、ぜんっぜん意味不明なんだけど……ソレ、なんかの儀ぎ式しき？」


「べ、別に、大した事じゃないんだけど……なんか、イヤなのよ」


「なにが？」


「このゾーンは、アタシがサンク・マリカを買ってから、ゆっくり探たん検けんするために、まだとっときたいの。なんていうか、もったいないっていうか……子こ供どもっぽいかもわかんないけどさ……」


　ゴニョゴニョと言葉を濁にごすように言うイッコ。ちょっと照れてるらしい。


　しかし、イッコって、やっぱりヘン。いつか買う予定の建物に入ったからって、普ふ通つう、薄目で歩こうなんて考えて、しかも実行するか？


　まあ、それだけイッコがサンク・マリカを好いてるってことか……。


　うーむ……よし。


「し、仕方ないな。それじゃ危ないから、オ、オレが手ぇ、引っ張ぱっていってやるよ」


　オレは、ちょっと緊きん張ちようしつつ、提てい案あんしてみる。すると。


「あ、ホント？　助かるわー。実は、全然見えてないんだ」


　ぎゅっ。イッコがなんのためらいもなく、オレの手を強く握にぎってきた。


「はぁうぅ」


「……え？」


　ヤ、ヤバ！


　なんか、嬉うれしくて、気色の悪い声をあげてしまった……！　不審がられたかも！


「……なに？　いまの気持ち悪い声」


「あ、いや、ごめん、もう大だい丈じよう夫ぶ！　戦せん闘とう準じゆん備び、ＯＫ！」


　オレは慌あわててイッコの手を引き、前に進む。


「……戦闘準備？」


　イッコが、不思議そうに首をひねっていた。





　手を繫つないでから、二十秒後。


　オレ達一行は、アッサリ旅の終着駅に到とう着ちやくしてしまった。


「この螺ら旋せん階段を昇のぼれば、そこでゴシュジンサマがお待ちだ。さぁ行ケ」


　先頭の男が言い、足を止める。


　どうやら、ここからはこの不審男達と分かれて、オレ達だけで行くらしい。


「階段なら、手すりがあるし。二人じゃかえって危ないしね。サンキュー、マーガス」


　パッ、とあっけなく手を離はなすイッコ。


　なんだそりゃ!?　なんでこんなすぐたどり着くんだよクソ！


「あん？　なにイライラしてんだ、マーガス」
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「う、うるさい！　いくぞ！」


　半ばヤケクソ気味に、オレはジャンを追い越こし、先頭で螺旋階段を上がり始めた。


　この螺旋階段、どうなってるかというと。


　サンク・マリカのてっぺんは、丸いドーム状じようの屋根になっていて。その、ドームの内部、内側の壁かべにそって、グルグルと蛇へびのように階段が走っている（つまり、真ん中は空くう洞どう）。


　それを昇り終えると、いよいよオレ達は、ライブウィンドウのボンボンが住んでるであろう、白い扉とびらにたどり着いた。


　ノン……無事でいてくれよ。


　オレは、祈いのるような気持ちで、バタタン、と白い扉を押おし開けた！





　　　　※




「それでね！　それでね！　その女の子がね！」


「あははー、もーぅ。そのお話、三回は聞いたよー？」


　バカバカしいほど、明るく光るシャンデリア。床ゆか一面に広がる、真っ赤なカーペット。


　いやらしく光る、純じゆん金きんのテーブル。見るからに柔やわらかそうな、高級ソファー。


　無む造ぞう作さに床に転がっている、宝ほう石せきの数々……。


　入った途と端たん、オレ達の目に飛び込こんできたのは〝いかにも金持ちデス！〟って内ない装そうの部屋だった。


　さらに、一番ビックリしたのが。正面の純金のテーブルに、何な故ぜかカレーやポテトサラダなど庶しよ民みん的な料理を広げ、ソファーで仲良く語らっている二人の姿すがた。


　そのうち、左の赤毛の女の子には、ひどく見覚えがある。


「ノン……」


　カレーをお皿に盛もり付けてるその女の子は、どっからどう見てもノンだった。


　なんだそりゃ……めっちゃ和なごやかじゃないか。


　ガクッ。オレ達は全身を襲おそう脱だつ力りよく感と戦いながら、なんとか二人に近づいていく。


「あー、イッコちゃーん！　みんなー」


　ノンが高級ソファーから立ち上がり、笑え顔がおでオレ達を出で迎むかえた。


「みんな、遅おそいよー。お料理、なくなっちゃうところだったよー」


「いやいや……アンタ、人ひと質じちにとられてたんじゃないの？」


　さすがに目を開けたイッコが言う。


「？　どういうことー？　今日、結けつ婚こん式しきを延えん期きさせたお詫わびに、みんなでホリィくんの部屋でゴハン食べることになったんでしょー？　デクさんは一いつ緒しよじゃないのー？」


「…………」


　一いつ瞬しゆん、黙だまり込むオレ達。


　なんか状じよう況きようが見えてきたぞ……。みんな来るから、とノンを騙だまして、先にここに呼よぶ。それから、そのノンを人質にとったとオレ達を騙し、後からオレ達をここに呼び寄よせたんだ。狙ねらいは、エクス・ガリバーの店員……？


　ていうか、デクさんいまごろ、血ち眼まなこになってノンを探さがしてるんだろうなぁ……。


　ぎろっ、とオレ達は、視し線せんをノンの隣となりでカレーをふうふうしながら食べてるやつに集中させた。


　たぶん、年は十二とか十三歳さい。ふわふわの玉ねぎみたいな金きん髪ぱつに、つぶらな瞳ひとみ。ぽっちゃりした体型で、いかにもいいもの食べてそうな、つやつやした白しろ肌はだ。


　なんていうか、無む邪じや気きで、どっちかっていうとかわいい方に分類される容よう姿しだ。


「……事じ情じようを説明してくれないかしら。そこの、ボク？」


　イッコに言われたぽっちゃりクン。彼は、それでもカレーをふうふうと冷ましつつ、


「ボクって、僕ぼくのこと？　えへへ、ちょっと待ってて！　この一口だけ食べたら、みんな、ぜんぶ、説明するから！」


　とめちゃくちゃ朗ほがらかに答えた。


　そして、パクッとスプーンのカレーを頰ほお張ばると、ゆっくりそれを嚙かみ、飲み込む。


　丁てい寧ねいにナプキンで口周りを拭ふいた後、ようやく、スッとソファーから立ち上がった。


「えへへー、初めまして！　ボク、ホリィ！　ライブウィンドウの三男の、ホリィ・ライブウィンドウって言います！　今日から、フランに引っ越してきたんだ！」


　満面の笑みで自じ己こ紹しよう介かいした、ホリィ・ライブウィンドウ。


　こ、こいつが、例のライブウィンドウの三男坊!?


　サンク・マリカを無理やり貸かしきってノンの結婚式を延期にさせ、巨きよ大だいオブジェを勝手に設せつ置ちし、挙あげ句くの果てにサンク・マリカの最上階に無理やり住み込んだ──超ちようウルトラ厄やつ介かい者もの!!


　こ、こんなヤツなの？　ただのコドモじゃないか！　絶ぜつ対たいオレ達より年下だろ、コイツ!?


「ア、アンタねぇ……」


　あまりの無邪気さに、少し気き後おくれしながら、イッコが言う。しかし、


「あ、この部屋のこと？　あはは、狭せまくてゴメンね。でも、フランに住む家の中じゃ、ここが一番マシだと思ってさ。最初は住めないって断ことわられたんだけど、たった一〇〇〇万ドルクお小こ遣づかいあげただけで、アッサリＯＫしてくれたんだ！　フランの人って、優やさしいよね！　あっはは！」


「…………」


　ホリィの笑い声に、さすがのイッコも圧あつ倒とうされ、絶句。


　ノンの結婚式を延期させたり、サンク・マリカをムチャクチャにした怒いかりも、いまいち出し切れないらしい。うーむ、コイツのペースになってる……？


「とくに、ノンさん！　ノンさんは、たまたま一番最初にあの喫きつ茶さ店から出たから、一番に連れてこさせたんだけど……ボク、断だん然ぜん気に入っちゃった！


　結婚式、割わり込んだのに、笑って許ゆるしてくれるし。さっきだって、二人で外に何か食べに行こうとしたら、部屋にあった残り物で、こんなオイシイディナーをこさえてくれたんだ！　ボク、ノンさんだーい好き！」


　ノンの目の前、超至し近きん距きよ離りで、無邪気に言うホリィ。


「えへへー、ありがとー、ホリィくん」


　ノンも無邪気に笑顔で答える。そして、そんな二人を見てジャンは、


「野やっ郎ろう……俺おれが言いたくても言えない一言を、アッサリと……！　だいたいそのカレーは、俺とノンの思い出の味なんだぞ……！」


　ギリリ、と歯嚙みしながら悔くやしがる。なんなんだ、この構こう図ず……。


　だいたい、またノンのことが好きな男子登場じゃないか？　異い常じようにモテるな、ノン……。デクさん、ジャン、ホリィ……全員一ひと癖くせあるのが、ノンに惚ほれる男の共通点？


　ていうか、ジャンとホリィは、ノンに婚約者フイアンセいるの知ってるんだから、少しは遠えん慮りよしろよ。


「まぁ、そんなラブコメは置いといて。アタシ達を呼よんだ、本当の理由はなんなの？　このメンバーが呼ばれたってことは、当然エクス関係のことなんでしょうけど……」


　イッコに言われ、ホリィは思い出したようにうんうん、と頷うなずく。


「そうだ！　すっかり忘わすれてた。うーんとね、キミ達を呼んだのは、お願いがあるからなんだ！」


「……お願い？」


　イッコが嫌いやそうに聞き返す。


「うん、お願い。さっきね、喫茶店で会議してたでしょ？　えっと、なんで知ってるかっていうと、ボク、あのモヒカンのオジサンが、他ほかの人にちゃんと伝えてくれるか不安だったから、こっそり通信用のマジックドールを忍しのび込ませてたからなんだけど」


　そっか、オレの隣となりに座すわってたアイツ、あれが通信マジックドールだったのか。ていうか、こっそりなのか、アレ……？


「キミ達、ライブウィンドウと契けい約やくしてくれないんだって？　うふふ、聞いてたよ、聞いてたよ！　ねぇ、いいじゃん！　契約してよぅ！　ボク、今日から一ヶ月以内に一〇〇件けんのお店と契約しないと、おうちに送り返されちゃうんだよぅ。ボク、もっと外で遊びたいんだ！」


「はぁ？」


「えっとね、えっとね！」


　あんまり聞きたくないけど、なぜかオレ達は、ホリィの身の上話を聞く展てん開かいに巻まき込まれてしまった。


　話は約一〇分、いろいろな方向に寄より道しイライラさせられたが……要約すると、つまり。


　ライブウィンドウ家では、しきたりとして、十三歳さいになったら一人で家を出て、よその街で一年、商売修しゆ行ぎようを積まなければいけないらしい。ホリィは、昔からこの商売修行の旅に憧あこがれてて、意気揚よう々ようとフランに乗り込んできた。


　ただ、ライブウィンドウ家に過か去こ、商売修行に行った街で遊びまくって、全然修行しないたわけ者がいたらしく、今のライブウィンドウでは、最初の一ひと月つきで一〇〇件のライブウィンドウ店てん舗ぽを増ふやして実じつ績せきを残さないと、修行終しゆう了りよう、実家に強きよう制せい送そう還かんされるらしい。


　最初の一ヶ月を乗り切れば、一年後の再さい審しん査さまでなんにもないらしいんだけど……。


　契約した店の店頭には、例のライブウィンドウのオブジェ（純じゆん金きんの金の生なる木）を置くことが契約に組み込まれてるから、一〇〇件の契約が成立した頃ころには、あの悪あく趣しゆ味みなオブジェが一〇〇個こ、フランの街に並ならぶ事になる。


「にしたって、アンタの家、甘あまいんじゃないの？　商売修行ったって、アンタが提てい案あんしてる条じよう件けん、審査なしで、しかも三〇万ドルク利子ナシで貸かすってヤツでしょ？　一〇〇件なんて、簡かん単たんに目標達成できるんじゃないの？」


「あはは！　もちろん、本当は審査しなけりゃいけないし、お金なんて貸せないよ？　一人きり、無一文でよその街でスタートってのが、ライブウィンドウ家の掟おきてだもん！」


「じゃ……じゃあ、アタシ達を騙だましたってこと？」


　イッコが、眉まゆをひそめ、聞く。


「んーん、違ちがうよ。審査は、本当にしなけりゃいけないんだけど……審査センターの局長さんは、昔ボクの面めん倒どう見てくれてた乳母ばあやなんだ。ボクが送った書類は全部審査合ごう格かくにして！　ってお願いしたら、ばあや、うん、だって！　ボクら、仲良しなんだ～！」


　ニッコニコ、満面の笑えみで言うホリィ。ていうか、ばあや、甘すぎだろ!?


「ん、んじゃ、利子ナシの三〇万ドルクってのは？　一人、無一文でフランに来たアンタが、なにをどうやって金を貸すのよ!?」


「あ、えへへ、お金はねぇ。パパは一ドルクもくれなかったんだけど、ママが、家を出るときに、一億ドルク入った通帳、こっそりくれたんだ。おこづかいだって！」


「カァ～～！　なんつー親バカ！」


　チッ、クソ、ケッ。基き本ほん的に貧びん乏ぼうなオレ達は、それぞれ悪あく態たいをついた。なんだよ、一億ドルクのおこづかいって!?


「ボクは、別にライブウィンドウのためにならなくても、契約を一〇〇件取れれば、それでいいんだ。だから、通帳からお金どんどん貸すし、どんなに潰つぶれそうなお店でも、ライブウィンドウ、やっていいんだよ？」


　平然と、とんでもないことを言う、ホリィ・ライブウィンドウ。間違いない、バカ息子むすことか道楽息子とかって言葉は、コイツのためにあるんだ……。


「だから、ボクからのお願い！　キミ達のやってる、エクス・カバーだっけ？」


「エクス・ガリバーッ！」


　全員声を揃そろえて反はん論ろん！


「あはは、そうそう、エクス・ガリバー！　エクス・ガリバーも契約してくれよう！」


「なんでだよ。別に、ウチなんかほっとけばいいじゃないか」


　オレは、ホリィに答える。


「確たしかにな。ウチと契約しねーでも、一〇〇件の契約はとれんだろ？」


　ジャンも言う。


「んー、そうだけど。ボク、エクス・ガリバーが気に入っちゃったんだもん。コドモがやってるお店と、契約したいんだ。引ひっ越こしパーティに来たお客だって、みんなオジサン、オバサンばっかりでつまんなかったし。あのモヒカンオジサンの喫茶店で、やっとキミ達見つけたんだから！」


「アンタにコドモって言われると、なんか腹はら立つわぁ……」


　イッコが言う。


「ね？　契約して！　お願い、お願い、おねが～い！」


　ホリィが両手を前で合わせ、目をつぶって頭を下げる。


　そう言われてもなぁ……。


「あ、そうだ！　じゃあさ！　キミ達を連れてきた、マジックドール！　あれ、一人に一体ずつ、アゲル！　ボク、一昨日一〇〇体通つう販はんで買ってきたから、ぜんぜんいいよ！　あれ、オズの最新型で、高いんだよ～。一体、三〇万ドルクもするんだから！」


　ふん、と鼻息荒あらく、マジックドールの説明をするホリィ。


　ていうか、一体三〇万だと……!?　一体で、オレの給料約半年分……？


　しかも、三〇万×一〇〇体で考えると、三〇〇〇万ドルク……ふざけろよ？


　オレ達が呆ぼう然ぜんとなってると、ホリィはさらに、


「あれ？　マジックドールだけじゃダメぇ？　もーぅ、みんな欲よく張ばりなんだから！　あはは、じゃ、これあげるよ。みんなで使って？」


　胸むねポケットから取り出した、白っぽいレンガみたいなものを、ジャンに渡わたす。


　全員、なんだこれ？　と白いレンガに注目。


　んー……？


「ちょ、ちょちょちょ、ちょっと!?」


　そのレンガを見た途と端たん、なぜか口がうまく回らなくなった様子のイッコが、震ふるえた手で、ジャンの手の中のレンガを指した。


「それ……一〇万ドルク札の、束じゃないの？」


「はぁ……？」


　オレとジャンは、半笑いになりつつ、もう一度ジャンの手の中のブツを確かく認にんした。


　レンガは、レンガじゃなく。確かに、どっかで見たことのある、ヒゲの生えたオッサンのイラストが印刷された、長方形の紙の束……ホントだ、これ、一〇万ドルクの束じゃないか。


「って!?　ええぇぇえええ!?」


　オレは、反はん射しや的にジャンから飛びのいて、離はなれた。だ、だって、一〇万ドルクの束だぞ!?　一束一〇〇枚まいだとしても……一〇〇〇万ドルク……？　奇き跡せきだ（？）。


「オ、オイ、置いてくなよ、マーガス！　俺、俺はどうすりゃいいんだ!?」


　札束の、端はしと端を持って、プルプル震えながらパニックになってるジャンが叫さけぶ。


「ど、どうするったって……と、とりあえず、床ゆかに置けばいいんじゃないか？」


「い、いいのか!?　床に置いて、いいのか？　汚けがれないか!?」


「た、たぶん、大だい丈じよう夫ぶだよ！　勇気を出して、置け！」


　ジャンは、コクッと頷うなずくと、そ～～っと慎しん重ちように、推すい定てい一〇〇〇万ドルクの札束を置いた。そしてそのまま、ヨロヨロとこっちに向かって歩いてくる。


「ハァ、ハァ、や、やったぜマーガス……俺、やりとげたよ」


　ジャンは、本気で泣きそうな顔になってる。うぅぅ、恐おそろしすぎる、一〇〇〇万ドルク。


「チッ……ホントに情なさけないんだから……」


　ボソッ、呆あきれる様な声。


　一人平へい常じよう心しんを保たもってた、ケンジの声だった。


「で、でも、一〇〇〇万ドルクだぞ？　レンガみたいな札束だぞ!?」


「たかが紙切れじゃないスか。交こう渉しようの時、平常心を失わないなんてのは、基き礎その基礎ですよ。しっかりして下さい、年上軍ぐん団だん」


「う……了りよう解かい」


　ケンジに釘くぎをさされ、なんとか平常心に戻もどったオレ達は、改めて、ホリィの方に向き直った。


「え～～？　お札、いらないの？　変わってるんだね、キミ達……。あ！　じゃあさ、じゃあさ！　ボクいろいろ珍めずらしい宝ほう石せきとか金きん属ぞく、パパにおみやげで貰もらって持ってるんだ。それあげるよ！　えっと、これなんかどーお？」


　床に無む造ぞう作さに転がってた、薄うすいワイン色の混じった、銀の破は片へんをつまむホリィ。


　オレとジャン、イッコは、目線を合わせ、思わずニヤリ、と笑いあった。


　ふん、一〇〇〇万の誘ゆう惑わくに勝ったオレ達が、そんなワケのわからん銀の破片で……。


　と、思った、次の瞬しゆん間かんだった！


「はわわぁ!?」


　えっ!?　いきなり、オレ達の背はい後ごで、素すっ頓とん狂きような奇き声せいがあがった！


「ビ、ビックリしたぁ。なに、今の声？　ケンジ？」




[image: ]


　オレ達の背後にいたのは、ケンジだ。


「な、なんだお前、いきなり……」


「なんだって！　そっちこそ、何言ってるんスか！　あれはシルバータイタン、世界のどこかにあるという幻まぼろしの山、タイタンの頂ちよう上じようでのみ採れる、伝説の銀スよ！　オルハリコンの次に貴き重ちようなんだから！　あ、あんな銀で、ドノヴァンさんのモップを作れたら……！」


　明らかに正気を失った目で、ケンジがホリィ（の持ってる銀）を見つめる。


「お、おいおい！　落ち着けよお前？　平常心は、交渉の基礎なんだろ？」


「あはは、こんなのでよかった？　んじゃ、これもあげるよ？」


　ひょい、と床に転がっていた別の物体をつまみあげるホリィ。今度のはなんか小こ汚ぎたない、木の破片みたいなものだった。それはさすがに……と思ったら。


「せ、世界樹じゆの欠片かけらだ！　約千年前粉々になった、世界を支ささえる大木、世界樹の欠片っスよ！　あれがあれば、正真正しよう銘めい、伝説の武ぶ器きが作れる……！　オレは……」


　フラフラッ、とホリィのほうへ歩いていくケンジ。


「だぁっ!?　ちょっと待て、この武ぶ器きオタク！　平常心、失いまくってるじゃねぇか！」


　ガッ、慌あわててジャンがケンジを羽は交がい締じめにする！


「タイタン……モップ……世界樹……モップ……」


　羽交い締めにされたまま、ブツブツ意味不明な独ひとり言を繰くり返すケンジ。


　う、うーむ、ウチで一番冷静沈ちん着ちやくなケンジを、ここまでたぶらかせるとは……！


「う～ん、まだダメみたいだね。もう、みんな、頭が固かたいなぁ。おっとと」


　バササッ。わざとらしいくらいのタイミングで、ホリィのポケットから、またレンガみたいな札束がこぼれ落ちた。さっきと同じ柄がらだけど、今度は二つ……二〇〇〇万。


「ん？　あ、もちろん欲ほしかったらこれもあげるよ？　ねぇ、だから、いいでしょ？　ライブウィンドウに入ってよぅ」


　情けない顔で、必死にお願いするホリィ。


　フラ～リ……ホリィの方へ傾かたむきかける、ジャンの足。


「ジャン！」


　イッコの怒ど声せいに、ビクッと反はん応のうするジャン。


「バ、バカ、演えん技ぎだよ？　演技に決まってんだろが」


　うぅ、演技じゃないことは、バレバレなんだけど……でもジャンの気持ちも、わからんでもない。


　もう、なんか金きん銭せん感覚マヒしてきたけど、いま、床に落ちてる札束だけで三〇〇〇万だろ……？　オレの給料は、だいたい月五万。三〇万で給料の半年分、六ヶ月分なんだから、三〇〇〇万だと六〇〇ヶ月分……？　つまり、えっと……給料五〇年分？　もう、ワケがわからん？


　と、オレが激はげしく葛かつ藤とうしていると。


「ねえ、ホリィくんー」


　ずっと黙だまってソファーに座すわったままだったノンが、笑え顔がおのまま、のんびり言った。


「ん？　なーに、ノンさん」


「ライブウィンドウに入ると、ぜんぶ、ライブウィンドウにお任まかせになっちゃうんでしょー？　武器とかも、送られてくるライブウィンドウ印の武器を、売るだけなんだよね？」


　ノンが、確たしかめるように尋たずねる。部屋の雰ふん囲い気きが、少し変わった……？


「うん、そうだよ！　それで、毎月ボク達の会社から、ここはこうしろ、そこはこうしろってアドバイスを送るの。それを守ればいいだけだから、楽チンだよ？」


　ホリィは、自じ慢まんげに言う。


　ノンは苦く笑しようしつつ、でも言った。


「うーん、そっかー……。でもね。えっと、私たちねー、ホントに最初の最初から、この七人で、エクス・ガリバー始めたのー。


　だから……私たち……ていうか、私はね、最初から最後まで、私達だけの力でやりたいんだー。もうすぐ辞やめちゃうから、なおさらね」


　のんびり、でもハッキリと、そう言い切るノン。


　ノンの言葉の後に、心地ここちよい沈ちん黙もくが生まれる。


　熱い……熱いぞ、ノン！　最初から最後まで、自分達だけでやりたいってその気持ち、すっっごい、わかるぞ、オレ！


　オレって単たん純じゆんだから、なんか、心に『覚かく悟ご』みたいなものが生まれた気がする……！


「ちぇっ。ノンにオイシイところもってかれちゃったわね」


　と、イッコ。それに対し、ノンが本当に嬉うれしそうに、


「えへへー。ごめんね」


　と謝あやまる。


「ま、たまにはいいけどさ」


　くるっ。イッコが、悔くやしそうに、嬉しそうに、ホリィに背せを向けて言う。


「え？　え？　ね、ねぇ、どしたの？　どこ行くの」


　不安そうな声で、ホリィが言う。


「バーカ、聞いてたでしょ？　交こう渉しようはめでたく決けつ裂れつしたの！　ウチに帰るのよ」


　当然、といった顔でイッコが言う。


　そのイッコの行動を引き金に。


　ノンがソファーから立ち上がり、イッコの元へ寄よる。


　ケンジも、ジャンも、くるっとホリィに背を向けた。


「ちょ、ちょっと待ってよう！」


「あ、そだ。帰る前に、アンタにひとつ確かく認にんしとかなきゃ」


「え？　な、なぁに？」


「今日の引ひっ越こしパーティはモチロンだけど、サンク・マリカ大だい聖せい堂どうでしばらく結けつ婚こん式しきを禁きん止しするってルール作ったの、アンタよね？」


　背を向けたまま、イッコが念を押おすように聞く。


「う、うん！　そうだよー？　だって、結婚式のとき、ガランゴロン鐘かねが鳴って、うるさいでしょー？　鐘があるの、この部屋の真上だし。だから、せめてボクがウチに帰るまでは、結婚式、させないようにしたんだ」


　そ、そんなセコイ理由で……！


「フン……オッケー、上等よ。アンタの口から、それを聞きたかった。これで、アタシ達、ホントに交渉決裂よ。絶ぜつ対たい、契けい約やく一〇〇件けん達成させないんだから」


「え、えっ!?　な、なんでそうなるのさぁ!?」


　ホリィが、泣きそうな顔でイッコを見上げる。


「アタシ達には、アンタを一日でも早く、フランから強きよう制せい送そう還かんする理由ができたの。アンタを帰らせれば、ノンはサンク・マリカで結婚できるんだから。首洗ってまってな」


　それだけ言うと、スッ──イッコは一人、あっけなく部屋から出て行った。


　それを見て、他ほかのみんなも部屋から出ようと動き出す。が。


「ダ、ダメだよ、帰っちゃ！　ボクは、エクス・ガリバーと契約するって決めたんだ！　みんな、ボクの言うこと聞かなきゃダメだよぅ！　もし断ことわるなら、ち、力ずくで契約させるよ!?　それでもいいの？」


　ホリィは、いよいよ脅おどしともとれる交渉を持ちかけてきた。


「フン。やってみろよ、ボンボン。金の力に屈くつさない、友情の力を見せてやるぜ！」


　なぜかホリィではなくノンに向かってだけど、ジャンがカッコよく決め、そして扉とびらから出て行った。続いてノンも、


「じゃあ、私も帰るねー、ホリィくん。また、いっしょにご飯食べようねー」


「ノンさん！　やだ、ノンさん、帰っちゃやだよう！」


　悲しそうに言うホリィ。


　しかしすでにノンは部屋から出て行った後で、寂さびしげにドアがゆれてるだけだった……。


　ケンジも、少しだけ床ゆかに落ちてる銀を見てたけど……。スッ──やがて無言で部屋を出て行った。部屋に残ったのは、いよいよオレだけになる。


「なんでだよう……お金、いっぱい出すのに……」


　ガクッ、と床ゆかに膝ひざをつき、うなだれるホリィ。


　な、なんか気の毒だけど……でも、どうしようもないよ。


　やっぱりエクスは渡わたせないし。


「そ、そんなワケで、オレも、帰るな。バイバイ」


　オレも、イッコ達に続いてドアから出ようとする。





　いま思えば、オレ達はまだこの時、ホリィという少年と、そしてヤツの持つ『オカネの力』を甘あまく見ていたんだ。


「絶対……絶対ボクの物にするもん……」


　たんなる強がりには聞こえない、ホリィの不気味な独り言を背中越しに聞きつつ、オレはホリィの部屋を後にするのだった……。










　パート３・六人ＶＳ一人







　その日は、やけに冷え込こんだ、寒い日だった。


　いよいよフランに冬が近づいて来たってことか。


　ちょっと寝ね坊ぼうしたから、朝ごはんを食べてる暇ひまはない。


　オレは顔だけ洗あらって、いつもより少し厚あつ着ぎをしてから、家を出発、エクス・ガリバーに向かって歩き始めた。





　ノンに一日でも早くサンク・マリカで結婚式を挙げさせるためにも、オレ達はもちろん、フランの他ほかの店の人達にも協力してもらって、意地でもホリィの今月の契約を一〇〇件以下に抑おさえ、ヤツを強制送そう還かんさせる……！





　昨夜、サンク・マリカ大だい聖せい堂どうからの帰り道、オレ、ジャン、イッコ、ノン、ケンジの五人は、これからしばらくのエクス・ガリバーの活動方ほう針しんを、そんな風に固めていた。


　オレ達にとっては、久ひさしぶりの『挑ちよう戦せん』、ＶＳライブウィンドウ！　面おも白しろくなってきた。


　うまくいけば、今月の終わりには、ホリィをフランから排除できる。まぁ、オレ達一店てん舗ぽがどんなに頑がん張ばったところで、他の一〇〇店がホリィと契約しちゃえば無意味だし、こればっかりは他の店の人達の協力が不ふ可か欠けつになってくるけどね……。


　西二番街かい道どうだけでも、商店は軽く一〇〇以上、フランぜんぶを合わせれば、一〇〇〇店くらいの商店はあるだろう。一〇店舗に一つが、今月中にホリィと契約すればオレ達の負け、ホリィは最低一年はフランに居い座すわる事になるワケだから……けっこう厳きびしい状じよう況きようだけど……大だい丈じよう夫ぶ。


　フランの人達なら、きっとオレ達の考えを分かってくれるハズ！


　──なんて、そんな甘っちょろいオレの考えは、歩き出して十分もすると、跡あと形かたもなく頭から消し飛ぶことになる。





「な……なんじゃあ、こりゃ!?」


　意気揚よう々ようとエクス・ガリバーに向かい歩いていたオレだったけど、西二番街道に差し掛かかった辺りで思わず声を上げ、立ち往おう生じよう！　あまりにもな光景に、オレはめまいすら覚えた。


　知っての通り、西二番街道沿ぞいには、多く店が建ってるんだけど……。


　いつの間に、どうやって設せつ置ちしたのか……どの店を見ても、示しめしあわせたかのように、玄げん関かん先に奇き妙みようなオブジェが置いてあるのだ。目の前の店も、その隣となりの店も、またさらに隣の店も……西二番街道の、ほぼ全部の店に、オブジェは延えん々えんと置いてある！


　そのオブジェは、全身金ピカで、木の枝えだからお札が生えてる、見覚えのある悪あく趣しゆ味みなデザイン──ライブウィンドウの、イメージ・オブジェ！


「な、なんだこの光景、どうなってんの!?」


　眼めの前に広がるバカげた光景を理り解かいしようと、オレは必死に頭を回す！


　東二番街道や一番街道も通ってきたけど、こんなの置いてなかった……いや、気づかなかっただけで、置いてあったのか？　でも、明らかに西二番街道に入ってから、急きゆう激げきに数が増ふえてるような……クッ！


　オレは、両りよう脇わきに金色の木が並ならぶ、不気味な街道の中央を走りぬけ、エクス・ガリバーを目指した！


　エクス、まさかエクスには置かれてないだろうな──！


　オレは猛もうダッシュでエクスまで走り、キキッ、急ブレーキでエクスの前に到とう着ちやくする！


　少し古ぼけた木もく造ぞうの外観。左右に開く扉とびら。ジャンが作った木もく製せいの看かん板ばん──。


　よかった、いつも通りのエクス・ガリバーだ。置いてあるオブジェは、エクスのシンボル、『抜ぬくんじゃなくて逆ぎやくに挿さす！　エクス・ガリバーの大岩』だけ。


　ビビッた～。


「あれ？　マーガス？」


　店内から聞きなれた、低くて温あたたかい、人を包み込むような声がした。


　オレは顔を声のした方へ向ける。そこには──


「あっ！　ドノヴァン!?」


　入り口から顔を見せたのは、ドノヴァンだった。





　二メートル近い身長に、いかにも力強そうな、浅黒い肌はだ。モジャモジャの天然パーマに、糸みたいに細い目。煙えん突とつ掃そう除じ夫ふとしてフランに出で稼かせぎに来て、いまはエクスで働いてる、ちょっと異い色しよくなウチの店員の一人、ドノヴァン。


　昨日は、お腹なかを壊こわしたとかで、一日会わなかったけど……今日はもう、大丈夫みたいだ。


　とりあえずエクスに入ると、ドノヴァンは、エクスの奥おくのキッチンに立ち、ジュウウっとフライパンで目玉焼きを焼き始めた。


　どうやら、朝ゴハンの支し度たくをしてる途と中ちゆうだったらしい。




[image: ]


　はあ。エクスにはあのオブジェがなかったこともあって、なんか気が抜けたな。


　でも、とりあえずドノヴァンに、事じ情じようを説明しないと。


「えっとさ、ドノヴァン、ちょっといい？　重要な話があるんだけど……」


「？　うん」


　そう言うとドノヴァンは、火を止めてこっちを向いた。


「オッケー。えっと……どっから話せばいいのか。とりあえず、昨日、ノンの結けつ婚こんを延えん期きさせた行事を見に行くってハナシしてただろ？　んで──」


　オレは、行事がホリィの引ひっ越こし記念パーティだった事、サンク・マリカに巨きよ大だいな金の生なる木が出しゆつ現げんした事、ジャンが一時的に『悟さとりバージョン』になって帰ってきたこと、デクさんが店に顔を出しに来た事、オレ達が西二番会に出席して、そこでちょっとモメた事、そして、なんとサンク・マリカの立ち入り禁きん止しゾーンに侵しん入にゆうし、最上階まで行って、ホリィって超ちよう金持ちの子こ供どもに出会った事、これからそいつに抵てい抗こうするつもりな事……を、エンターテイメントにとんだ、波は乱らん万ばん丈じようなカンジで、なおかつ、分かりやすくダイジェストで説明した！


　ていうか、昨日イベント起こりすぎて、説明大変すぎだ！


　約二〇分の渾こん身しんのダイジェストを話し終えた後、オレは額ひたいの汗あせをぬぐいつつ、なにか一種の達成感を感じていた……！


「ま、そんなこんなで。昨日は、とんでもない一日だったんだよ……」


　苦く笑しようしつつドノヴァンに言い、オレは話を締しめくくる。


　と。オレの話を聞き終わったドノヴァンは、なんか複ふく雑ざつな顔で、こう呟つぶやいた。


「……楽しそうだね……ボクも行きたかったな……」


「エッ……？」


　その顔を見て、オレはドキッとする。し、しまった……かも。


　いまオレ、やけにドラマチックに昨日の出来事説明しちゃった（しかもちょっと嬉うれしそうに）けど……よく考えたら、昨日いなかったドノヴァンにとったら、あんまり面おも白しろくないっていうか……なんか自分以外のメンバーだけでいろいろやってて羨うらやましい、みたいに思わせちゃったかも……。


「ま、まぁ、って言っても、実はそんな大した一日じゃなかったけどな」


　オレは、どう考えても不自然にだけど、とりあえず昨日の出来事を締めくくり直した。


「そ、そういえば、ドノヴァン、ドノヴァンこそ昨日どうしたのさ？　お腹壊したとかって言ってたけど……なんかあったの？」


　少し焦あせり気味に、話題を切り替かえようと、ドノヴァンに聞くオレ。


　するとドノヴァンは、少し言いづらそうな顔でオレに確かく認にんしてきた。


「……うん……でも、いまのマーガス達の話に比くらべるとかなり、くだらない出来事になるけど……話していいの？」


「なんだよ、そんなの気にすんなよ！　話してみ、話してみ」


「うん……。ほら、エクスの男子部屋に、いつから置いてあるのか分からない、カチカチに固まったパン、あったでしょ？」


「？　ああ、あったな」


　なんか、いきなり話が飛んだけど……


　そういえば、もう一～二週間前から、男子部屋には誰だれが持ってきたのか誰も知らない、ナゾのコッペパンが置いてあった。


「それが？」


「ボク、一昨日、すごくお腹なかがすいてて……」


「ま、まさかお前……」


「食べようか、食べまいか、真しん剣けんに一時間くらい悩なやんだ後……」


「食べちゃったのか？」


　コクリ。ひどく落ち込んだ顔で、ドノヴァンが頷うなずく。


　な、なんか、スケールの小さい話になってきたぞ、オイ。


「食べた途と端たん、猛もう烈れつにお腹、痛いたくなって……昨日、動けなかった。なんでボクはあの時、あんなカチカチのコッペパン、食べたんだろう？　ボクってバカだよね……」


「あ……。いや」


　いや、とは言ったものの、完全に否ひ定ていは出来なかった。ド、ドノヴァン……。


　昨日、ドノヴァンがそのコッペパンの後こう遺い症しように苦しんでる間に、オレ達には、あんなにたくさんの出来事が降ふりかかってきたというのに……。コッペパン一つで、この差。


　ドノヴァンの後こう悔かいは、計り知れない。


　わざわざ昨日に限かぎってお腹を壊こわす辺りが、さすがドノヴァン、間が悪いというか、なんというか……。


「ちょっとぉ、誰かいる!?　二番街かい道どうがエライことになってるよ！」


　ドタバタドタ！　そんな気まずい雰ふん囲い気きを吹ふき飛ばすような元気な声が、売り場の方から響ひびいてきた。イッコが来たみたいだ。


「よし、ドノヴァン、コッペパンがどうとか言ってる場合じゃないぞ、もう忘わすれろ！　オレ達は、これからライブウィンドウと闘たたかうんだからな！　昨日までのはプロローグみたいなもんで、お前は本番に間に合ったんだ！　大だい丈じよう夫ぶだ！」


「……うん、分かってる。ボクは最初からぜんぜん気にしてない」


　ニコッと笑うドノヴァン。ってウソつけお前、絶ぜつ対たいショック受けてただろ!?


　ま、本人が大丈夫って言うなら、それでいいけど……ドノヴァンって、生き真ま面じ目めすぎるきらいがあるからなぁ。


「よし。ま、行くか」


「うん」


　とりあえず、コッペパンどころではない。


　オレとドノヴァンは、イッコの声がする、売り場の方へ飛び出していった。





　　　　※




「え～、それでは第一回、ライブウィンドウ対たい策さく緊きん急きゆう朝会議を行いたいと思います」


　オレ、イッコ、ドノヴァンは、たった三人だけど、さっそく店内で輪になって、会議態たい勢せいに入った。


「ドノヴァン、状じよう況きようは把は握あくしてる？　よりによって昨日、休んでたけど」


「ウッ、ウン。さっきマーガスに、ダイジェストで説明してもらった……」


「なら、話は早いけど……街中に置いてある、あの金ピカ像ぞう、見た!?」


　トンテントントントンテントンカン──。どこからともなく、釘を打つ音。


「見た見た。確たしかホリィ言ってたよな？　契けい約やくが成立した店には、あのオブジェを店頭に置いてもらうことになるって……」


　トンテントントン──さらにオレの声にかぶるように、外から大工仕事をやってるような音が店内に入ってきた。うるさいなー？


「って事は、もうあんなたくさんの店が、ライブウィンドウと契約しちゃったって事!?」


　トンテントンカン──。


「ちょっと見ただけでも、軽く一〇〇個以上は置いてあった気がするけど……」


　トンテントンテンカン──。


「ウソでしょ!?　昨日から、まだ何時間も経たって──」


　トンテントントントンテントンカン──。


「──って、さっきからトンカンうるさいわねぇぇえ！　朝っぱらから何の音よ!!」


　イッコがキッ、とエクスの外を睨にらみつけた。うん、確かにうるさい。何の音か確かめるべく、オレ達三人は窓まどから顔を出して、外を確かく認にんした。





「なんだ……向かいの家じゃん」


　どうやら工事しているのは、街道を挟はさんでちょうどエクスの正面に建つ、赤レンガの一いつ軒けん家やだった。


「あれ、でも向かいって空き家じゃなかったっけ？」


「見て……」


　ドノヴァンが、向かいの空き家を指差す。


　見ると、なんか、青い服を着た男の人達が、ドタバタと慌あわただしく出たり入ったりしている。木もく製せいの家具とかを運んでるところを見ると……引ひっ越こし業者の人かな？


「なんだろ？　誰か引っ越してくるのか？」


「だったら、挨あい拶さつしに行かなくちゃ、だね」


「ち、違ちがう、マーガス。イッコも。それじゃない」


「え？」


　ドノヴァンの言葉に、オレとイッコ、同時に聞き返す。


「その上、屋根の方──見て」


　オレとイッコは、再ふたたびドノヴァンの指差す方──今度は空き家の屋根の方に目を向けた。


　はたして、そこにあったのは……


「看かん板ばん……？」


　イッコが、呟つぶやく。


　そう、向かいの空き家の屋根には、昨日までは絶ぜつ対たい存そん在ざいしてなかった、白くて品のいい、長方形の看板が取り付けられていた。


　な、なんかイヤな予感がしてきた……。けど、その看板を、読まないわけにはいかない。


　オレとイッコは、同時に看板に書いてある文章を読み上げた。


「「ライブウィンドウ・ブレイド」」


　まったくズレなく、完かん璧ぺきに声を揃そろえ、オレ達は言う。


　さらに次の瞬しゆん間かん。


「「って、ライブウィンドウ・ブレイドォォ!?」」


　再びオレ達は、声をシンクロさせて思わず二人で叫さけんでしまった！


　ライブウィンドウって、昨日のあのライブウィンドウ!?


　さらに、続けざま。ヒュウウ、という冷たい風が、西二番街かい道どうに吹ふき──偶ぐう然ぜんなのか、運命なのか──エクスの店内に、一枚まいの黄色い紙切れが舞まい込こんでくる。──チラシ。


　ぱしっ。オレは、チラシを見事キャッチし、目を通す。


　そこには、綺き麗れいな字で、こう書かれていた！












　最高の品ひん質しつと、最高の満足をアナタに──本日開店！　ライブウィンドウ・ブレイド！





　フラン──ドラゴン生せい息そく地帯に近いこの街では、昔から、他の街より武ぶ器きというものが、身近なものとして扱あつかわれてきました。直ちよく接せつ自分の命を守ってくれるという面では、ある時は友より、またある時は親よりも、心を許ゆるせる存在になるでしょう。


　つきましてはこの度たび、ライブウィンドウが演えん出しゆつする、世界最高品質の武器屋ブランド──『ライブウィンドウ・ブレイド』がフラン、西二番街道にオープンする運びとなりました。


　かの辛から口くち武器屋評ひよう論ろん家か、イヅツ・アレクサンドリアはこう言いました。


　～現げん代だいにおいて、本当の意味で武器屋と名乗ることが許されるレベルの武器屋は、ライブウィンドウ・ブレイド、ただ一つ～





　彼の言葉が、真実なのか、誇こ張ちようなのか。


　ライブウィンドウ・ブレイドがお贈おくりする『本物』の品質を見て、ぜひ、お客様自身がご判はん断だんください。




ライブウィンドウ














「な、ななな、なんだこのチラシ!?　つまり、前の家でやってる工事って……このライブウィンドウ系けい列れつの武器屋をオープンさせる工事なのか!?」


「うんそうだよ」


　出し抜ぬけに、エクス・ガリバーの入り口から能のう天てん気きな声！


　顔だけ外に出していたオレ達は、慌あわてて顔を引っ込め、入り口の方を見た！


　そこには、ふわふわの玉ねぎみたいな金きん髪ぱつの、ぽっちゃりした、こにくたらしいチビッ子──ホリィ・ライブウィンドウの姿すがたが！


「お、お前、どっから現あらわれたんだ!?」


「あはは、ビックリさせちゃった？　ごめんごめん、でもボクも、オーナーとして仕事に来たんだよ！」


「オーナー!?」


「うん。モチロン、向かいのライブウィンドウ・ブレイドのオーナーだよ！」


　屈くつ託たくない笑え顔がおで、楽しそうにホリィが言う。


「こ、この子がホリィ？」


　一見素す直なおでカワイイ少年、ホリィの登場に、ドノヴァンは少し困こん惑わくする。


「ドノヴァン、見た目に騙だまされるな──ていうか、まあ、見た目通り、世間知らずのボンボンなんだけど──世間知らずは世間知らずでも、超ちよう世間知らずは強いぞ」


「アンタ……わざわざウチの前に店建てるってコトは、要するにアタシらにケンカ売ってるってワケ？」


　イッコが、パキポキっと指を鳴らしながらホリィに詰きつ問もんする。


　が、イッコの脅おどしも、ホリィにはまったく無む効こうらしい。


「あはは、そうだよー！　よく分かったね、スゴイや!!」


　嬉うれしそうに手を叩たたき、喜ぶホリィ。こにくたらしいわ～！


「ボクね、エクス・ガリバーと契けい約やくするって決めたんだ！　だから、まん前にライブウィンドウ・ブレイドを作らせてるんだ！　キミ達が、ライブウィンドウと契約したいって言うまで、ボク、ライブウィンドウ・ブレイドを撤てつ退たいさせないからね！」


　フン、と鼻息荒あらく、意気込みをアピールするホリィ。


「ア、アンタ、撤退させないって……武器屋経けい営えいナメんじゃないわよ？　アタシらだって、毎日毎日必死に粘ねばって、だんだんお客さんにも認みとめられて、やっとこさこの前、営えい業ぎよう三ヶ月目を迎むかえたのよ！　素人しろうとのアンタ一人で武器屋経営やったところで、すぐ店潰つぶすのがオチよ！」


　イライラした様子で、イッコが怒ど鳴なる。


「ウフフ、そんなことないもん。ボクには、秘ひ密みつの作戦があるんだもん」


　秘密の作戦～？　ちょっとだけ気になるな……。


「えっとね、その秘密の作戦、どんな作戦か説明するとね」


　あれ、説明してくれるんだ？


　説明してくれるって言うなら、聞くけど、どこが秘密なんだろう。


「まず、ウチの店では、武器をぜんぶ一〇〇ドルクで売ります！」


　ホリィの一言に、一いつ瞬しゆん固まるオレ達。


「ひゃ、一〇〇ドルクゥ？　バカ、お前、それじゃガンガン赤字になっちゃうぞ？」


　呆あきれたオレは、思わずアドバイスしてしまう。が。


「うん、そうだよ？」


　当然、といった感じで、ホリィが頷うなずく。


「そ、そうだよって……」


「だって、別に赤字でもボクかまわないもん。キミ達を困こまらせて、ライブウィンドウと契約したいって言わせたいだけだし。エクス・ガリバーにお客さんが行かなくなれば、それでいいんだ。赤字になったぶんは、ママからもらった通帳から出すしさ」


「…………」


　あまりに無む邪じや気きすぎるコイツの考えに、オレ達三人は少しゾッとした。


　そ、そりゃ、目の前に一〇〇ドルクで武器売ってる店が建てば、エクスの客足は激げき減げんして、オレ達困るだろうけど……そのためだけにわざわざ一つ、赤字確かく実じつの店を建てるっていうのか、コイツ……？


　ヤバイ奴やつを敵てきに回したかもしれない。


　たぶん、オレだけじゃなくて、イッコとドノヴァンもそう思ったハズ……。


「？　どうしたのみんな、急に暗い顔して？　ボクの作戦、凄すごすぎた？　ゴメンね？」


　本当にすまなそうに、ホリィが謝あやまってくる。これもまた腹はらがたつ……！


「あ、でもでも、ノンさんがボクのお嫁よめさんになってくれるなら、話は別だよ？」


「ハァッ？」


　コロッ、と唐とう突とつにホリィが話題を変えてきた。


「そしたら、もう契約しなくてもいいや！　フランなんかどうでもいいから、ノンさんをボクのふるさとに連れて行って、いっしょに遊ぶんだ！　エヘへ」


　少し照れくさそうに頭をかくホリィ。


　オレは、前から気になってたことを、たまらず忠告した。


「お、お前なぁ、前から言おうと思ってたんだけど……ノンには、婚約者フイアンセがいて、お前が来なけりゃ、もう結けつ婚こんだってしてたんだぞ？　知ってるだろ？」


「あ、だいじょうぶ！　ボク、そんなのぜんぜん気にしないから！」


「お前は良くても、あっちは気にするんだよ！」


　思わず怒鳴るオレ。


　ハァァ、もうコイツ、疲つかれる……。


「あ、そろそろ店を見に戻もどらなきゃ。んじゃ、ボク、そろそろ行っていい？」


「お前が勝手に来たんだろ……」


「あ、それから、最後にもう一つ！　今朝、十三番窓まど口ぐちの受付開始したらね、ライブウィンドウと契約したい人で大おお騒さわぎで……あっという間に契約一〇〇件けん、達成しちゃったんだ。フランって、ライブウィンドウと契約したい人が多いんだね～」


「えっっ!?」


　驚きよう愕がくするオレ達！　や、やっぱりもう一〇〇件いってたか！


「西二番街道が、一番契約する人多かったかな？　まだ書類渡わたして、オブジェ渡しただけだけど……これでボク、一年後の再さいテストまでは、フランに居いられるんだ！　だから、これからもよろしく！」


　ニコニコ、嬉うれしそうに笑うホリィ。


　バ、バカな……。ホリィの契約を一〇〇件以下に抑おさえて、今月中に強きよう制せい送そう還かんさせるって決めたのは、なんだったんだ……？　たった一日で……。


「ていうか、お前、もう一〇〇件契約取ったんなら……なんでエクスと契約しようとするんだ？」


「えへへ。ボク、一度欲ほしいって思ったオモチャは、買ってもらえるまで絶ぜつ対たい諦あきらめないんだ！　ばあやも、そこがボクのいいところだって！」


　ばあや……どんな教育してんだよ！


「おっとっと。そろそろホントに行かなくっちゃ！　じゃあね！」


　ドタバタ、キィ──。店の扉とびらを押おし開け、ホリィがエクスから出て行く。


　店内に、不ふ吉きつな雰ふん囲い気きが漂ただよい始めていた……。





　　　　※




　ライブウィンドウ・ブレイドがオープンして、一週間が経たった。


「あ～……ゴホン。それでは、第二回、ライブウィンドウ対たい策さく緊きん急きゆう会議を行いたいと思います」


　体育座ずわりで並ならぶオレ、ジャン、ノン、ドノヴァン、ケンジの前で、仕切り始めるイッコ。


　営えい業ぎよう終しゆう了りよう後ご、オレ達は従じゆう業ぎよう員いん部屋で、例によって例の如ごとく、緊急会議を開いていた。


　オレ達が緊急会議を開くってことは、すなわちピンチに陥おちいってるってことで……。


　この一週間で、エクス・ガリバーの置かれてる立場は、そうとう追こい込まれていた。


「んじゃ、まず。今週の売り上げに関する報ほう告こくから。ノン」


「はーい」


　ノンが立ち上がり、手に持った書類を見つつ、報告を始める。


「えーと、先週までは、平へい均きんで七〇万ドルク……最低でも、五〇万ドルクは、週間売り上げキープしてたんだけどー。今週は、なんと、一〇万ドルクをきっちゃいましたー」


　なんと、などと言うわりには、ノンがのんきな口調で報告する。


「ライブウィンドウ・ブレイドがオープンしてから、だんだん一日の売り上げが減へってきて……特に三日前からが凄いねー。今日合わせて、四日連続で一日の売り上げが〇ドルクでーす」


　ウッ……売り上げ〇ドルク……。


　あまりに恐おそろしすぎるその言葉に、全員が顔をしかめる。


　しかしギャグではなく、本当に四日連続、エクスでは一本も武ぶ器きが売れなかったのだ。


「オッケー……ありがとう。次に、ライブウィンドウ・ブレイドについての報告なんだけど……これは、アタシから言うわね。


　ライブウィンドウ・ブレイドの一〇〇ドルク均一武器は、もう口コミで広がって、すでにフランで知らない人はいないレベルまで伝わってるわ。他ほかの街から買いに来る人もいるらしいし。


　武器の質しつも、ライブウィンドウ製せいだけあって、かなり上等よ。分かりやすく言えば、聖堂騎士団テンプルナイツ用上級剣けんが、一〇〇ドルクで売られてるようなモンね」


　聖堂騎士団テンプルナイツ用上級剣──ウチなら、九〇〇〇〇ドルクはする、とびきり高級な剣。そんなの一〇〇ドルクで売ってたら、誰だれでも買うっての……。


「客観的に見て、いま、エクス・ガリバーで買い物をするメリットはなんにもないわ」


　ハッキリそう言い切るイッコ。分かっちゃいるけど、ちょっとショックな事実だ。


「武器の質は互ご角かく以上で、価か格かくは約一〇〇分の一以下……せめてミニィがいれば、ミニィファンクラブの連中が店に来るから、ちょっとは持ちこたえられると思うんだけど……、ドノヴァン、ミニィからまだ連れん絡らくないのよね？」


「十日前、あと二、三日で帰る、おみやげ楽しみにしててくれって、手紙きて。あれ以い降こう、連絡、ない」


　ドノヴァンが、少し浮うかない顔で答える。


　うーん。なんかあったのか、ミニィちゃん。当初のスケジュールでは、その手紙が届とどいた十日前には、フランに帰ってるハズなんだけど……。かれこれ、もう一ヶ月は修しゆう学がく旅行に行ったきりだぞ。


「まあ、いまここにいないミニィの事を言っても仕方ないけどさ。ハッキリ言って、ライブウィンドウ・ブレイドが前にある限かぎり、アタシ達のところで武器は売れないわよ。


　利り益えきを求めてない時点で、アイツらはもはや武器屋じゃない。ただ単たん純じゆんに、エクス・ガリバーから客を遠ざけるための施し設せつ……そんなのが相手じゃ、勝負になるワケないのよ。……アタシからの報告は、以上」


　少しなげやりな口調で、イッコが報告を終える。


　う～～む、勝負になるワケない、か。


　いままで、いろんなピンチあったけど、今回ほど手も足もでないピンチは初めてな気がする。相手はエクス・ガリバーから客を遠ざけるための施設、だもんなぁ。


「ふう。最後、ケンジ。いま、エクスに残ってる残高に関する報告を、よろしく」


「はい」


　イッコに促うながされ、ケンジが立ち上がる。


「残高ですが。先月までの売り上げの残りを合わせて、まだ二〇万ドルクくらい、余よ裕ゆうがあります。ただこのペースで行くと、今月、全員に行き渡わたる給料は、一人あたま一万ドルクってところっスね。さらに、来月には全員に給料が出せなくなります。水道代なんかの光熱費も、来月は払はらえるかどうか微び妙みようっス」


「オイオイ、そんなせっぱつまってんのかよ？」


　ジャンが、泣きそうな顔で言う。


「さらに、いままでノンさんに出していた食材購こう入にゆう費ひが、明日から出せなくなります。エクスで出る、ノンさんのまかない飯で食事を済すませていた人は、気をつけて下さい」


「えぇぇぇっ!?」


「ウソだろ、おいっ!?」


　巻まき起こるブーイング！


　ジャン、オレ、そしてドノヴァンが思わず立ち上がった！


　いままでノンには、店の売り上げからお金を少し渡して、そのお金でノンが食材を買い、たびたびオレ達に食事を作ってくれていた。これがまた、美お味いしいんだけど。


　一人暮ぐらしのオレやドノヴァンは、けっこう頼たよりにしてたのに～～。


「ケンジー、なんとかお金出せないー？」


　ノンも、残念そうな顔でケンジに言う。


「……無理っス。そのお金を出すと、武器のメンテナンス薬品が買えなります。店がまた軌き道どうに乗るのを待つんなら、武器だけは新品同然で保たもたないと。……別にオレだっていじわるで言ってるワケじゃないっスよ。オレも、まかない飯、けっこう食べてたし……」


　ケンジが、少ししょんぼりした顔で言う。


「そっかー。ゴメン、ケンジ」


「いえ」


　ケンジは軽く首を振ふった。


「オレからの報ほう告こくは以上っス」


「ん、ありがと。さて、ま、だいたい状じよう況きようはそんな感じかしら……。後は、これからどうするか、だけど……」


　腰こしに手を当てたイッコが、全員に問いかけるように言う。


「ヤツを今月中にフランから追い出す作戦は、フランのみんながあっさり契けい約やくしちゃったせいで、早くも失敗に終わっちゃったわ。またしばらく、サンク・マリカで結けつ婚こん式しきは出来そうにない」


　イッコは、ノンに視し線せんを向ける。


「仕方ないよー。ライブウィンドウ、人気あるみたいだし」


「うん……。それで、今度はアタシ達の番よ。あのボンボンに付き合って、ライブウィンドウ・ブレイドに張はり合うのか。それとも……ライブウィンドウと契約して、ウチらもライブウィンドウ印の武ぶ器きを売るか。二つに一つ」


　イッコは言う。


　ちなみに、第三の選せん択たく肢し『ノンをホリィに差し出す』っていうのは、この前直ちよく接せつエクスでホリィと話した、オレとイッコとドノヴァン以外、誰も知らない。


　ノンにはちゃんとデクさんていう婚約者フイアンセがいるし、だいたいそんなことを交こう換かん条じよう件けんにすること自じ体たい、バカげてる。ノンやジャンに言うと、また事態がややこしくなりそうだから、第三の選択肢は、初めからなかったことにしているのだ。


「こんな仕打ちに、負けちゃいけないよ」


　ボソッ、力強く言い切ったのは、ドノヴァンだった。


「ここで、エクスをライブウィンドウに渡わたしたら、ヤツラの思うツボ。いまは、我が慢まんする時だと思う」


　全員に、真しん摯しな眼まな差ざしを送り、訴うつたえかけるドノヴァン。


　さすがドノヴァン、いいこと言う！


「そ、そうだよ。まだ勝敗はわかんないし！　もうちょい、粘ねばってみようぜ！」


　ドノヴァンの言葉に力をもらったオレは、みんなにそう提てい案あんしてみた。


　しかし。


「うんー！」


　オレとドノヴァンの提案に賛さん同どうしてくれたのは、ノンだけだった。


　ジャン、イッコ、ケンジは、無む表ひよう情じようのまま、黙だまりこくっている。


　え……？　いつもなら、ここで「がんばろうぜ！」「おー！」って感じで、一いつ致ち団だん結けつするのがオレ達のパターンなんだけど……。あれ？


「とりあえず今日は、解かい散さんしましょ。これからどうするかは、しばらく様子を見てから判はん断だんするってことで」


　イッコが、冷めた声でそう言う。


　そ、そりゃ……仕切り役のイッコにそう言われちゃ、仕方ないけど……。


　結局そのままオレ達は、これからどうするのか具体的に決めないうちに、本当に解散してしまった。


　あれ……？　あれ？　大だい丈じよう夫ぶか……エクス・ガリバー。





　　　　※




　ジャンやドノヴァンはエクスに泊とまると言うので、東二番街かい道どう方面へ帰るのは、オレとイッコの二人だけだった。営えい業ぎよう終しゆう了りよう後ごに会議やったもんだから、もう、かなり遅おそい時間だ。


　シン……と静まり返った夜の道を、オレ達はひたすら歩く。


「……寒いなー」


「……だね」


　短く会話を交かわす、オレとイッコ。


　うーむ……。


　なんか、喋しやべりかけづらい。さっき一致団結しそこねたから、イッコがなにを考えてるか、ちょっと分からなくなったっていうか……。


「あー、寒～～」


　間がもたないので、オレは仕方なくまた寒いとボヤく。


「……マーガス。さっきのこと、気になってんじゃないの？」


「エッ」


　いきなり核かく心しんをつかれ、オレは一いつ瞬しゆん固まった。


「バカ。付き合い長いんだから、それくらい分かるわよ」


　苦く笑しようするイッコ。


「や、うーん、別に……」


「いまさら遠えん慮りよし合う仲でもないでしょ。言いたいこと、言いなよ」


　イッコが前を向いたまま、言う。


　ザッ、ザッ、ザッ……。しばらく、そのまま歩いて。


「言いたいことっていうか……気になったんだ」


　オレは言う。


　イッコは、何も答えなかった。


　オレは、そのまま続ける。


「なんていうかさ……さっきみたいな会議の終わり方だと、イッコは、エクスをホリィに渡してもいいと思ってるみたいで……」


「思ってるわよ」


「え？」


　イッコの言葉に、オレは耳を疑うたがった。


「アタシはいまは、エクスをライブウィンドウに渡したほうがいいと思ってる」


「な……なんだよそれ！　ホリィを追い出すって言ったのは、イッコだろ!?」


　オレは、ちょっと泣きそうになりながらイッコを責せめた。


「状じよう況きようが変わったでしょ。もうアタシ達が契けい約やく拒こばんだところで、最低でもあと一年、ノンはサンク・マリカで結けつ婚こん式しきは挙げられないわ。もちろんアタシ個こ人じんとしては、あの三男に、いつか絶ぜつ対たい借りは返すけど……ノンの結婚を早められない以上、お金を稼かせげないエクスに執しゆう着ちやくする必要、ないもの」


「ひ、必要ないって……本気で言ってんの、それ!?　最初から最後まで、自分達でやろうってノンの意見、賛さん成せいしてたんじゃないの？」


　オレは、イッコを信じてさらに聞く。


「そりゃ、アタシだって、エクスを誰かに譲ゆずるのは嫌いや……。でもそれ以上に、売り上げゼロなんて状じよう態たいで止まってる自分が、もっともっと許ゆるせないの。だって、それだけサンク・マリカを買うのが遅れるから。それならライブウィンドウの武ぶ器きを売って、稼げるだけ稼いだ後、アタシはエクスを辞やめる」


　ぞっとするほどの意志を声の奥おく底そこに込めつつ、イッコはまっすぐ前を見てそう言った。


　オレは、何か言おう……と思ったが、何も言えずに俯うつむく。


　なんで……なんで、イッコはそこまで、サンク・マリカにこだわるんだ……。


　思えば、イッコがサンク・マリカを欲ほしがるのはもう当たり前みたいになってるけど、よく考えたら、そもそものきっかけをオレは知らない。


　しかし、改めてオレは思い知った……。やっぱりイッコにとって一番大事なのは、自分がサンク・マリカを買うって目標に向けて、確たしかに進んでるか、どうか、なんだ。


「でも……やっぱりイッコ、それって冷たいよ」


　オレは、自分の中で抑おさえきれず、イッコに感かん情じようのまま、そう言った。


「役に立たなくなったらすぐ辞めるなんて……それって結局、イッコにとってエクスは、サンク・マリカを買うための『手しゆ段だん』でしかないって事じゃないか。そんなの、絶ぜつ対たい冷たいよ！」


「アンタだって、レンジャーの講こう習しゆう行ってるじゃない。プロレンジャーの資し格かく取ったら、エクス辞めるでしょ？」


　イッコは、やはりこっちに顔を向けないまま、そっけなく言い返してきた。


「そ、そんなの……そんな先のこと、まだ決めてない!!」


　一瞬、イッコみたいにしっかりとした答えを出せてない自分に気づいて、言葉に詰つまったけど、オレは強ごう引いんに言い返した。


「でも。自分の店をフランに持ちたいって夢ゆめを持ってるドノヴァンはともかくとして、ノンは結婚したらエクスを辞めちゃうし。ミニィだって、学生だから、卒業したらどうなるか分かんない。ケンジもいつかは本ほん職しよくの鍛か冶じ屋やに専せん念ねんするだろうし、ジャンだって、いまは面おも白しろいからエクスにいるけど、飽あきたらどうするもんだか。


　みんな、エクス・ガリバーがゴールじゃないのよ」


　イッコが、むしろいつもより優やさしい声で、ゆっくり言う。なんなんだ、この温度差……。


　たぶん、イッコの言う事も正しいけど、オレが言いたいのはそういうことじゃない。違ちがう……違うよイッコ。


　手段とか、ゴールとかじゃなくて、もっと単たん純じゆんで……


　ダメだ、うまく言葉に出来ない……。


　結局。その後オレ達は、一言も言葉を交わさないままイッコと別れる場所まで歩いた。


「……じゃあね。また明日」


「うん……」


　一見、いつも通りの会話だけど。


　なにかが、決定的に、いつも通りじゃない。


　そんな考え方のズレを、結局直せないまま。オレ達は、それぞれの家に向かって歩き始めた……。





　　　　※




　しかし、次の日。事態は、意外な展てん開かいを見せ始めた。


　きっかけは、昼休みを利用して、ノンの婚約者フイアンセ、あの前まえ髪がみボサボサ・デクさんがエクスに顔を出してくれた事からだった。


「勝ち目、ありますよ、たぶん」


　どうせ誰だれも客がこない店内。オレ達はくつろぎながら、デクさんにライブウィンドウ・ブレイドのせいで、まったく客が来なくなったことを相談していたんだ。


　それに対するデクさんの答えが『勝ち目あり』。


　その言葉を聞いた途と端たん、店内にいた、オレ、ノン、ケンジ、そしてさっきまで店の隅すみでデクさんに舌した打うちし続けていたジャンも、一いつ斉せいにデクさんの元へ集まった。


「か、勝ち目あるって？　どうやってですか!?」


「い、いや、たぶんです、たぶん。そ、そんなに期待されると、ちょっと……」


　オレ達の目線に耐たえられないのか、じりじりと壁かべに向かって後こう退たいしていくデクさん。


「お願い、デクさんー。デクさんだけが、頼たよりなのー」


　ノンが、すがるような目でデクさんの両手をぐっと握にぎった。と、その途端。


「ぜんぶボクに任まかせてください。それよりノンさん」


「なーにー？」


「好きです！」


「えへへー、ありがとー」


　またデクさん告白してるし……。告白グセがあるのか……？


　告白してスッキリしたのか、デクさんが背せ筋すじを伸のばし、オレ達の方へ向き直った。


「一からすべてお話しします。そこのキミ、黒板か何かを持ってきてくれ」


　急に強気になったデクさんが、そこのキミ──ジャンに、命令を飛ばす。


「は、はぁ!?　て、てめぇ、なんで俺おれが！」


「ジャン！　いいから！　オレ達、もうワラにもすがるしかないだろ」


「くっ……」


　渋しぶ々しぶ納なつ得とくしたジャンは、一いつ旦たん従じゆう業ぎよう員いん部屋に入り──小さな黒板とチョークを持って出てくる。そして、デクさんに押おし付けるように、黒板を渡わたした。


「ありがとうございます。みなさん、ライブウィンドウ・ブレイドに苦しめられてるとのことですが……逆ぎやく転てんのチャンスはあります。いいですか？　まず、ホリィ、彼は本来、ライブウィンドウ家の掟おきてにより、無一文の状じよう況きようでフランに送られてきたワケですが……」


「え？　でも、ホリィのお母さんが、一億ドルクおこづかい渡したらしいですよ？」


　オレが、デクさんに意見。


「はい。そうですね。ここでまず、一億ドルク」


　カッ、カッ、カッ……デクさんは、黒板に一〇〇〇〇〇〇〇〇、と記す。


「その後の彼のお金の使い道を、覚えていますか？」


「えーっと」


「確たしか、マジックドールに三〇〇〇万使ったって言ってたよ!?」


「あと、サンク・マリカの最上階を借りるのに、一〇〇〇万送ったとも言ってたっス」


「ふむ……合わせて四〇〇〇万」


　カッ、カッ、カッ……デクさんは、最初の一億ドルクにマイナスの記号をつけて、そこから四〇〇〇万を引き、残り六〇〇〇万、と黒板に書く。


「そして彼は、契けい約やくする人全員に、三〇万ドルク貸かしていますね。僕ぼく達たちが確かく認にんしているだけで、現げん在ざい契約は一五〇件けん。三〇万×一五〇で、四五〇〇万」


　続けて、六〇〇〇万から四五〇〇万をマイナスする式を書き、残りを一五〇〇万と書く。


「そこからさらに、空き家を買ばい収しゆうしたり、武ぶ器きを揃そろえたりするのに、ライブウィンドウ・ブレイドのオープン費用、推すい定てい五〇〇万を引いたとして……」


　カッ、カッ……残り一〇〇〇万、と黒板に記される。


　一〇〇〇万。なんか、だいぶ少なくなったような気もするけど、でも冷静に考えると、オレの給料の……えーっと、二〇〇ヶ月分、約二〇年分!?


　ラッキーコロッケなら、五〇万個こ買える計算……。少ないなんて、とんでもない。


「最後に、ライブウィンドウ・ブレイドの維い持じ費です。ここが、ライブウィンドウ・ブレイドの弱点です。ライブウィンドウ・ブレイドは、知名度が上がりすぎた」


「え？」


　デクさんの言葉に、全員注目する。


「いいですか？　ホリィにとって一番大事なのは、エクス・ガリバーに客を入れないこと。ということは、エクスが営えい業ぎようしてる時間の間、武器を切らさずひたすら売らなければいけません」


　うんうん、と全員頷うなずき。


「ですが、一〇〇ドルク均きん一いつという値ね段だんが影えい響きようして、ライブウィンドウ・ブレイドは毎日凄すさまじい繁はん盛じよう振ぶりです。恐おそらく、その日に仕入れた武器は、その日のうちに全部売れてしまうので、毎日大量の仕入れを迫せまられているハズ。一日、一〇〇本くらいですかね。


　武器の方を、ライブウィンドウつながりで安く、一本一〇〇〇〇ドルクで仕入れているとしても、一〇〇〇〇×一〇〇本で、一日一〇〇万ドルクの支し出しゆつ。そして今日で、オープンして八日目だから……」


　カッカッカッ……余あまっていたスペースに、一〇〇万×八＝八〇〇万と記し、そして最後にデクさんは、さっき残っていたホリィの通帳残高、一〇〇〇万から、いまの八〇〇万を引く。残り、二〇〇万……！


「な、なんか……希望が見えてきたんじゃねぇか？」


　ジャンが、力のこもった声で言う。


「しかも、二〇〇万といっても、彼はあちこちで無む駄だ使いをするでしょうから、実じつ質しつ、もうほとんど残高がない状況のハズ。近いうちに必ず、ライブウィンドウ・ブレイドは、店を開けられない状況になります。一回店を閉しめれば、恐らくもう二度とライブウィンドウ・ブレイドはオープンしないでしょう。よって、エクス・ガリバーは、ライブウィンドウ・ブレイドに勝利する、というワケです。以上！」


　そこまで言って、デクさんはチョークを黒板に立てかけた。


　おおーお！　エクスの店内に歓かん声せいがあがった！　オレ達、勝てるかもしんない！


　そうかぁ、オレ達も慌あわてず、ホリィの持ち金を確かめて、あっちが勝手に潰つぶれるのを待てばよかったのか？　ホリィのあんなムチャクチャな経けい営えい、成り立つワケがなかったんだ。


　しかし、さすがデクさん、二は十た歳ち！　未成年のオレ達とは一味違ちがうよ！


「あぁもーう、デクさん、カッコよすぎだよー」


　ノンが両手を頰に当て、なんかふにゃふにゃしながら喜んでいる。ジャンは、そんなノンを見ながらメラメラと嫉しつ妬との炎ほのおを燃もやしてるけど……今回ばかりは、なにも言えないだろう。


「ありがとうございます、デクさん。デクさんが言ってくれなかったら、そんなの全然気づかなかった」


　オレは、デクさんに深々と頭を下げ、礼を言った。


「い、いえ、こちらこそ。ノンさんがお世話になったほんのお返しです」


　デクさんが、少し照れつつ、オレにしか聞こえない程てい度どの声で言った。


　ん……？　お世話になった？


「ノンさんは、ボクと結けつ婚こんしたらこの店を辞やめる事になりますが……でも、辞めても仲良くしてあげてくださいね」


　ぺこり。オレより深く、デクさんが頭を下げる。


　…………。やっぱり、結婚したらノンがエクスを辞めるのは、もう決定事じ項こうなのか。


　まぁ、その辺は、夫ふう婦ふが決める問題であって、オレ達が口出しする事じゃないけどさ。


「おっしゃあ！　んじゃ今日は、ライブウィンドウ・ブレイド撃げき破は記念てコトで、パーッといくか！」


　後ろでジャンが、早くも大おお騒さわぎを始めた。








　そして、デクさんの推すい測そくどおり。


　翌よく日じつ以い降こう、ライブウィンドウ・ブレイドは『都合によりお休み』状じよう態たいになり、閉へい店てん状態になった。少しずつ、エクスにお客さんも戻もどり始めてくる。


　こうしてとりあえずオレ達は、ホリィとの闘たたかい、第一ラウンドに勝利を収おさめた、ということになる。ま、オレ達は何にもしてないんだけど……。


　イッコとは、あれきりちょっと気まずいし、ノンの結婚式は相変わらず延えん期きのまま、でも結婚したらエクスを辞めるリーチ状態だし……いろいろ気になるしこりはあるけれど……とりあえずいまは、つかの間の休息ってヤツを、楽しんでいたい……。










　パート４・三対三の争い！







　ライブウィンドウ・ブレイドが閉店してから数日後。


　オレは昼間、店が暇ひまな時間を利用し、久ひさ々びさにレンジャー講こう習しゆうに出ようとレンジャー講習所に向かっていた。


　あー、いい天気だ。太陽が高く、最近にしては温かい。こんな平和な気分で外を歩くの、久しぶりだなぁ。


　エクスの客足は、着実にライブウィンドウ・ブレイドが現あらわれる以前の状態に戻りつつあるし……ライブウィンドウ騒そう動どうも、ようやく落ち着いてきたかな。





　フランには、本ほん格かく的なレンジャー養成機関がない。


　だから、他の大陸のプロレンジャーが、フランの学校が休みの日なんかに教室を借りて、参加費一回一〇〇〇ドルクの出しゆつ張ちよう所じよを開いてくれている。


　今日は、一番街かい道どう沿いの中学校で開かれるって聞いたから、オレはその中学に向かっていた。





　しかし……。


「う～～～～む」


　オレは、なぜか出張所が開かれている中学校の前で、ひたすらウロウロ唸うなっていた。


　なんか……あの時のイッコの言葉が気になって、入るに入れないのだ。


『アンタだって、レンジャーの講習行ってるじゃない。レンジャーの資し格かく取ったら、エクス辞めるでしょ？』


　リアルに甦よみがえる、イッコの声。う～～ん。


　確たしかにオレは、プロレンジャーの資格をとるべくレンジャー養成所に通ってる。


　でもそれはやっぱり、エクスを辞めるってことに繫つながってくるのか……？　という事は、オレはイッコを非ひ難なんできる立場じゃなかったワケで……。


　でもオレ、レンジャーの資格を取る＝エクスを辞める、なんて考えてなかった。


　漠ばく然ぜんと、どっちもやるつもりだったけど……そういうの、イッコみたいにハッキリさせといたほうがいいのかなぁ……？


「あれ？　ガスーじゃねぇかぁ!?」


　またまた人生について悩なやみ始めたオレの背はい後ごで、突とつ然ぜん明るい声がした。


「あ……ジュドーさん！」


　後ろにいたのは、ざんばらの茶ちや髪ぱつをバンダナでまとめた、見るからに威い勢せいよさそうなお兄さん。


「久しぶりじゃねぇか！　ガスー、テメー、最近サボってんだろ！」


　カラカラと笑いつつ、ジュドーさんはオレの背せ中なかをバンッ、とはたく。


　ジュドーさんは、レンジャー養成所で何度か一いつ緒しよに講習を受けた人で……オレより一年くらい前から講習を受けてた、いわば先せん輩ぱいだ。


　妙みように気に入られて、ガスーとかいう変なあだ名で呼よばれてるけど……。


「ガスー、オレ、アスベルのレンジャースクールに行くことになったんだよ」


「えっ！　ホ、ホントですか？」


　アスベルって言うのは、海を越えた向こう、北の大地の最さい南なん端たんに存そん在ざいする街で、そこのアスベルレンジャースクールは、毎年何人も超ちよう一流のプロを育てて送り出してる、超、超名門のレンジャースクール！　たぶん、世界で一番有名なレンジャー養成学校！


「すげぇ！　推すい薦せん貰もらったんですか？」


「ああ、養成所の成せい績せきを、アスベルの人が認みとめてくれたらしくて、転入よ。もう、明日発たっちまうからな。最後に学校に挨あい拶さつしとこーと思ってよ」


　ニヤッと不敵に笑うジュドーさん。


「そ、そっかぁ……すごいな。オレなんかとは、全然別世界だ……」


「あん？　おいおい、んな事ねーだろ？　お前だって勉強始めて三ヶ月くらいのクセに、音で敵てきとの距きよ離りを判はん断だんする能のう力りよくやら、暗くら闇やみで物を見る暗闇動体視力なんか、Ｂ判定だったんだろ？」


「は、はあ」


「オレなんか最初、Ｄだったぜ？　しかも、お前のピッキングとかのトラップ解かい除じよのスキルはＡ判定、オレより上じゃねぇか。まぁ、その分、ドラゴンへの知ち識しきとか識別能力は、Ｆ判定で、カスみたいなもんだけどよ……」


「は、はぁ」


　褒ほめられてるのかけなされてるのかわからんなー。


「ガスーは才能あるよ。オレが保ほ証しようする。なんなら、オレが向こうでお前を推薦するよう、口利いといてやろうか？」


「い、いえ！　いいですいいです！　オレにはそんな、まだぜんぜん無理ですから……」


　意外な話の流れに、オレは思わず慌あわてて拒きよ否ひしてしまった。


「ん～、そっか？　ま、無理にとは言わねぇが……っと、もう時間がねぇ。オレ、行くわ。達者でなガスー。暇ひまがあったら、手紙でも書くわ」


「あ、は、はい！　オレも返事書きます！」


「んじゃな！」


　こうして慌あわただしく、ジュドーさんは学校に駆かけ込こんでいった。








　結局オレは、レンジャー講こう習しゆうに出ずに、エクスへ帰るべく西二番街かい道どうを歩いていた。


　ん～～。推薦、してもらったほうが良かったかなぁ……。ジュドーさんも、本気じゃなかったかもしれないけど……。


　でも、アスベルっていえば北の大地。海の向こうの学校に転入なんて、そんな覚かく悟ご、いきなりできるワケないよ。素す早ばやく決けつ断だんしないからチャンスを逃のがすんだ、なんて怒おこられそうだけど……実じつ際さい人間、そんな簡かん単たんに即そつ決けつできないって。


　オレが、エクスを取るのか、レンジャーを取るのか、決断してればまた違ちがったのかもしれないけど……。あーもう、またオレ、人生について悩み始めてるし……。


　もういいや。アスベルなんて、もともとオレの人生には関係ないって割わり切って、気持ちきりかえよ……


「ん……？」


　気持ちをきりかえつつトボトボと歩いてると、ふと、小こ綺ぎ麗れいな時計屋が目に入った。


　こんな店、二番街道にあったっけ？　オレは興きよう味みを引かれて足を止める。


『ライブウィンドウ・クロック』


　白い外がい装そうの、なかなかオシャレな時計屋の看かん板ばんにはそう書かれていた。なるほどね……。


　まぁ、いまやライブウィンドウグループの店はフランに一〇〇店てん舗ぽ以上もあるんだ。


　ちょっと歩けばすぐ見かけて当然。よく見ると、あの悪あく趣しゆ味みオブジェもしっかり置いてあるな……。


「ありがとうございました～！」


　そんな風に足を止めてると、カランッと扉とびらが開き、お客さんと、それから店主らしき人が見送りのために外に出てきた。


「あっ！」


「え？」


　店主の顔を見たオレは、思わず声をあげてしまった。


　その店主は、西二番会で少し仲良くなった、緑色のツンツン頭、時計屋のニイちゃんだった。


　そっかー……。西二番会で、ライブウィンドウと契けい約やくする人は立ちあがる。しない人は立たないって試ためして、ニイちゃんは立ってなかったけど……結局、契約したんだ。


　別にいいけど。


「お、お前、エクス・ガリバーの……」


　ニイちゃんは、バツが悪いのか、異い常じように驚おどろいた顔でオレを見てきた。顔面蒼そう白はく、といった感じ。……驚おどろきすぎじゃない？


「こんにちは」


　オレは、とりあえず挨あい拶さつする。


　するとニイちゃんは、真っ青な顔のまま、辺りを見み渡わたし……そして何かを見つけたのか、ビクッと体を震ふるわせた。


　そして次の瞬しゆん間かん、ニイちゃんは驚くべき行動に出る！


　ささっとオレに背せを向け、カランッと扉を開けて、滑すべり込むようにして時計屋に入っていったのだ！


「え？　え？　な、なに、今の反応……」


　オレは、本当に目を疑うたがった。に、逃げられたのか、オレ。


「……すまねぇ」


『ライブウィンドウ・クロック』の扉越ごしに、そんな声が聞こえてくる。


　ど……どうなってんの!?





　なにか胸むな騒さわぎを感じたオレは、飛ぶようにエクス・ガリバーに戻もどった。


　まさかと思って向かいのライブウィンドウ・ブレイドを見たけど、いちおう、休みの看板は出たままだった。


　キィ！　とドアを開き、エクスに入る。


「お、おい、今……って、あれ？　デクさん？」


　店内には、ジャン、イッコ、ドノヴァン……そして何な故ぜかデクさんもいた。


　入った瞬間に、店内が異い様ような空気だって、オレはすぐ感づく。なんか、空気が重い。


「やっぱりなんかあったの？　いま、時計屋のニイちゃんに、妙みような態たい度ど取られてさ……」


　オレが言うと、店内の四人は、やっぱり、という表情を浮うかべる。


　かさっ。オレの前に、無言で何やら紙が差し出された。差し出したのはイッコ。少し不ふ機き嫌げんな顔つきで、オレに早く紙を取れと促うながしてくる。……相変わらず、気まずい。


　オレが一瞬手紙を受け取るのを躊ちゆう躇ちよしていると、ドノヴァンが、真ま面じ目めな顔で、


「それ、デクさんが、持って来てくれた手紙。フランでライブウィンドウと契約した店、全部に配られてる、らしい。読んだら、ぜんぶ、わかると思う」


　と、言った。


「……わかった……」


　オレはイッコから手紙を受け取り。目を通してみる。


　そこには、汚きたない字でこう書かれていた。












　らいぶうぃんどうのあたらしいすたっふのみなさま、こんにちは！　ホリィです。


　さいしょにけいやくしたときは、るーるなんてなにもないっていってたけど、ごめんなさい。やっぱり、きょうからるーる、つくりますね！


　らいぶうぃんどうのめんばーでいたいひとはぜったいまもってね！




　一、これからはらいぶうぃんどうぐるーぷのおみせいがいで、かいものをしないこと！


　二、これからはにしにばんかいどうで、らいぶうぃんどうとけいやくしていないぶきやのひとに、つめたくすること。


　三、これからはにしにばんかいどうで、らいぶうぃんどうとけいやくしていないぶきやのひとに、ものをうらないこと。




　まもらないひとは、いちびょうでくびです。まじっくどーるに、みはらせてるからね！




ホリィ☆














「な、なんだこれ？　ガキの思考だな、まるっきり……こんなの、守るヤツ、いるワケないよなぁ？」


　あまりにバカバカしすぎて、オレは軽く笑いながらみんなに聞いた。


　しかし、店内では、誰だれも笑っていない……。


「な、なんだよ？　こんなのに、本気で従したがうヤツが」


「……じゃあ、なんでお前は時計屋のニイちゃんに無む視しされたんだよ？」


　ジャンが言う。


「──あっ」


　オレは、頭の中で、ピタッとパズルがはまったような感覚を覚えた。


　そっかー……オレに話しかけられて、辺りを見み渡わたしてたのは、マジックドールがいるか確かく認にんしてたせいで……慌あわてて店に入っていったのは、そこに、マジックドールがいたせいなんだ。オレと喋しやべってるところを見られると、『いちびょうでくび』だから、あんなに顔色悪かったのか……。


　西二番街かい道どうで、ライブウィンドウと契けい約やくしていない武ぶ器き屋やって、西二番街道に武器屋は一つしか……エクス・ガリバーしかない。


　ホリィの野や郎ろう……オレ達を、オレ達だけを、フランの街から弾はじき出す気か……！


「もう一つ。残念なお知らせがあるぜ、マーガス」


　ジャンが、皮肉っぽく笑いながら言う。


「なに？」


「どうもライブウィンドウ・ブレイド、近日中に復ふつ活かつらしいぜ」


「えっ!?」


　オレは、思わずデクさんを見た。


「昨日、ライブウィンドウの関係者と思われる人間からの小包が、サンク・マリカに届とどきました。それを受け取った彼はすぐさま、ライブウィンドウ・ブレイドの閉へい鎖さと同時に休止していた、例の十三番窓口を復ふつ旧きゆうさせたいと言ったそうです。つまり、底を尽つきていた資し金きんを何らかの方法で回かい復ふくさせ、また契約時に三〇万貸かせる状じよう態たいになったのでしょう。ライブウィンドウ・ブレイドも、まもなく復旧すると思います」


　深しん刻こくな顔でデクさんは言う。


　マジか……。て事は、ヘタすれば、オレ達はライブウィンドウ・ブレイドの攻こう撃げきのせいで売り上げゼロ＋プラスフランの街の人からも冷たくされるって事？


　イッコも、ジャンも、ドノヴァンも……みんな下を向いたまま、黙だまりこくっている。


　空気が……重い。


「……みなさん」


　その沈ちん黙もくを破やぶったのは、デクさんだった。


「みなさん、もうやめませんか？」


「……え？」


　デクさんの意外な言葉に、オレ達は一いつ斉せいに顔をあげた。やめる？


「正直言って、もうエクス・ガリバーに勝ち目はありません。諦あきらめて降こう参さんすべきです」


　デクさんが、ハッキリと言う。


「い、いや、そう言われても……」


「お願いします！」


　ゴッツ！　いきなり、床ゆかに何かが衝しよう突とつするような音！


「な、なな……？」


　見れば、デクさんが、土ど下げ座ざして、頭を床にこすりつけている。


「ゲッ、デ、デクさん？」


「このままいけば、間ま違ちがいなくエクス・ガリバーは、悲ひ惨さんな結末を迎むかえます。ボクは、ノンさんをそんな目に遭あわせたくない……。ノンさんは、どんな状じよう況きように陥おちいっても、エクスを見み捨すてないと思います。だからこそ、お願いです！　その前に、ライブウィンドウと契約してください！」


　ゴッツ！　再び床にぶつけられる、デクさんの頭。


　くっ、そんな事言われても……どうすりゃいいんだよぉ……。





　デクさんの予想通り。


　ライブウィンドウ・ブレイドは、翌よく日じつ、営えい業ぎようを再さい開かいしてきた。


　しかも今度は、一本一〇〇〇ドルクまで値ね段だんを引き上げたり、店を週に二度しか開かないようにしたり、いろいろ潰つぶれにくい作戦を追加しての真・新しん装そう開店。


　前よりは、ウチにお客さんが来る可か能のう性せいは増ふえたけど、結局、週に二度、激げき安やすでライブウィンドウ製せいの武器を買えるってわかってるんだから、ほとんどの客はその日を待って買い物を済すませて、ウチなんかに来ない。


　フランの街の、エクス・ガリバーへの風当たりも、かなり冷たくなりつつあった。


「一番街道と二番街道、ほとんどのお店の前に金ピカ像ぞうが置いてあるのー。私、ビックリしちゃってー。お店に入って、お店の人に迷めい惑わくかけるといけないから、結局買い物できなかったー」


　と言うのは、この前買い物に行ったノンのレポート。


　どうも、フランでライブウィンドウと契約する店は、ますます増えてるらしい。このままじゃ、フランで買い物すらできなくなるぞ、オレ達……。


　……なんか、最近、息苦しい感覚がする。四方から壁かべが迫せまってくるような、嫌いやなカンジ。


　フランから、オレ達の居い場ば所しよがなくなっていく……？


　なんでみんな、あんなわけのわからん手紙に従したがっちゃうんだよ……そこまでして、ライブウィンドウと契約し続けたいのか？





　そんな、精せい神しん的にも肉体的にもキツイ日が、何日も続いた、ある日。


「あー……腹はら減へったよぉぉぉおおおおおお！」


　ジャンの少しヒステリックな叫さけび声が、店内に響ひびき渡わたった。


　営えい業ぎよう終しゆう了りよう後ご。ミニィちゃんを除のぞいた六人、フルメンバーで売り場を掃そう除じしている最中のことだった。


「るっさいわねぇ、お腹なか減ってんのは、アンタだけじゃないでしょ！」


　ギャアギャア、とジャンとイッコが言い争いを始める。


　あー、みんな、お腹が減ってカリカリしてるんだ……。


　でも、あの金ピカ像と街中をうろついてる監かん視し用マジックドールのせいで、食材の入手は困こん難なん、外食もキツいし……。


　売り上げゼロの状じよう態たい続きで、当然、ノンへの食材費も全面カット、手料理も食べられない。


　ジャンが、家からこっそり食材を持ち出して来るんだけど、そんなやり方じゃ、さすがに限げん界かいがある。


　ラッキーコロッケを見つけられれば、あの店はライブウィンドウと契けい約やくしてないだろうから、コロッケたくさん買えるんだけど……全然やってないし。あああ、この前、買いすぎで余あまったのが懐なつかしい……。





「なぁ……。もう、ライブウィンドウと契約しちまわねーか？」


　カランッ。


　その一言は、持っていたモップを投げ出したジャンから、あっさり発せられた。


「な……オイ、待てって！　はやまんなよ」


　オレは慌あわてて止める。


「いや……オレも、そろそろ無理だと思います。先が見えなさすぎる」


　ドサッ。床ゆかの上に、崩くずれ落ちるようにあぐらをかいたのは、ケンジ。


「えー。もうちょっと、みんなでがんばろうよー」


　ノンが、弱々しい笑え顔がおをたたえながら言った。


「ボクも、そう思う。ボク達が、エクスを守らなきゃ」


　ドノヴァンが、ノンに続く。しかし、


「エクスを守るもクソも、その前に俺おれ達たちが潰つぶれんぞ！　譲ゆずっちまおうや！」


　ジャンが、苛いら立だった声で言う。


「だいたい、頑がん張ばるって、何をどう頑張りゃいいんスか？　このまま我が慢まんしたって、いつかは負けますよ、絶ぜつ対たい……！」


　ケンジも、エクスをホリィに渡す考えを主しゆ張ちよう。


「おい、イッコ。お前はどうなんだよ？」


　ジャンが、イッコに意見を求める。


「…………」


　全員が、イッコに注目。


　イッコは少しオレを気にするようにこっちを見た後、全員に向かって、


「……アタシは、ライブウィンドウにエクスを渡す方に一票」


　と言う。やっぱりか……。


「俺とケンジ、イッコが賛さん成せい派は。マーガス、ノン、ドノヴァンが反対派ってワケだ」


　偶ぐう然ぜんにも、ジャン、ケンジ、イッコの賛成派。オレ、ノン、ドノヴァンの反対派は、商品台を挟はさんで三対三に分かれていた。


「つーか逆に、ドノヴァン、ノンとマーガスも。お前らは、なんでそんなに契約をイヤがるんだよ。契約すれば、売り上げも伸びるし元どおりメシだって食えるし、イイことずくめじゃねぇか」


　ジャンが厳しい雰囲気で、オレ達に質問してくる。


　しかしノンとドノヴァンは、困こまったような顔になり、何も言い返さない……。


　くぅぅ、オレには、ノンとドノヴァンの気持ちが分かるぞ。契約したほうがいいって頭ではわかってるんだけど……それじゃ、なんか……なんかスッキリしないんだよ。でも、このスッキリしない感覚を、うまく口で説明なんてできないし……。


「さ……最後まで自分達でやろうって決めたからだよ」


　沈黙したままじゃ、ジャンに押し切られる。オレは、とりあえず言葉を見つけ、反はん撃げきした。しかし。


「バカヤロー、お前は最後まで自分達でやるっていう、その言葉に振ふり回されてんだよ！」


　即座にジャンは言い返す。


「よっく考えろ。最後まで自分達でやろうとした結果が、いまの俺達だぞ？　最後まで、自分達だけでやったとしても。それが面おも白しろかったり気持ちよかったりしねぇんじゃ、なんの意味もねーんじゃねぇか？」


「そ、それは……」


　ジャンの言葉に、オレも、ドノヴァンも、ノンも、何も言えない。


「現げん実じつ的に考えてくださいよ、三人共。もう、オレ達に勝ち目はないんス。引きたくない気持ちはわかりますけど、時には引くのも勇気っスよ」


　ケンジが、さらに追い討うちをかけてくる。


「……そうだけどさ」


「さ、いかに俺達が契約すべきかわかったろ？　契約しようぜ？　いいな!?」


　ジャンが、半ば強ごう引いんに押おし切ろうと、語気を荒あらげて言う。


　…………。一いつ瞬しゆんの、沈ちん黙もく。


　ノンも、ドノヴァンも、何も言わない。


　その沈黙を破やぶり、もうオレはヤケクソ気味に答えた。


「い、いやだ」


「はぁ!?　だ、だから、なんでだよ!?」


　ジャンが、呆あきれたような顔になり、言う。


「り、理由なんかない！　単たん純じゆんに嫌なんだ！」


　こうなったら、言えるとこまで言ったる！　とにかくオレは続けた！


「なんていうか、ここでエクス渡わたしたら、そんなの、悪あくじゃないか！　正せい義ぎじゃない！」


「は、はぁ？」


　まったく意味がわからない、って顔で、みんながオレを見てくる。


　我われながら意味がわからん！　でも、オレの気持ちを言うなら、こんな感じなんだ！


　言ってから顔が赤面するのを実感しつつ、オレはさらに続ける！


「わ、わかれよお前ら！　オレは、いつもの七人で、この店をやりたいだけなんだ！　だって、絶対この七人でやるのが一番面白いだろ！　先のことなんか知らん！　要するにオレは、いまのエクス・ガリバーを愛してるんだよ！　愛だよ！　ラブだよ！　だから、契けい約やくなんかするか!!」


　ハァ、ハァ、ハァ……。


　もう、グッチャグチャだけど……オレの言いたい気持ち、だいぶ出せた気がする……。


　オレが、ライブウィンドウと契約したくない理由は、要はそういうことなのだ。


「バ……バカじゃねぇの、お前……」


　ビックリしたような顔で、ジャンが言った。


　……ていうか、従じゆう業ぎよう員いん部屋のかなり引きつってる空気が、ビシビシとオレに伝わってくるんですけど……な、なんだよう。


「ていうか結局のところ、ただ感情たれながしてるだけじゃないスか」


「そうそう。気合だけで全然ダメじゃん。具体的に、このピンチをどう抜ぬけ出すのよ」


　ケンジもイッコも、異い常じように厳きびしい意見をぶつけてくる。くっ……言わなきゃよかったかも。


　と、その時。


　とん、とノンがオレの背せ中なかに軽く触ふれた。


「ん？」


　ノンは、異様にニコニコしてて……嬉うれしそう。


　そして、


「よーし、私、決めた！」


　いきなり声を張はり上げる、ノン。


「き、決めたって？　なにを決めたの？」


　イッコが、ビックリした顔でノンに聞く。


「私、サンク・マリカまで行って、ホリィくんと、ちょっとお話ししてくるー」


「えっ!?」


　オレ達は、ぎょっとなってノンを見た。な、なんでいきなりそんな考えに!?


「もう、エクス・ガリバーにいじわるしないように、ホリィくんを説得するのー！」


　やる気まんまんの顔で、ノンが言う。


「なっ……ダ、ダメに決まってるでしょ、そんなの！」


「だいじょうぶー。エクスでホリィくんと一番仲いいの、私だもん。それに、他ほかになんか作戦思いつくー？」


　ノンが聞くが……誰だれも、答えられない。


「じゃ、じゃあ、せめて六人全員で」


　ドノヴァンが言うが、ノンは首を振ふり、


「きっと私一人のほうが、うまくいくからー。みんな、ホリィくんと喋しやべってると、すぐカッとなっちゃうんだもーん」


　苦く笑しようするノン。


「これは、私のお仕事。だから、みんなは、エクスで待ってて。お話しするだけだから、すぐ戻もどってくるよー」


　そう言うと、ノンは本気で出口に向かって歩き出し始める。


　な、なんだこの急きゆう展てん開かい。大だい丈じよう夫ぶなのか？


　そ、そりゃ、確たしかにそれしか作戦はない感じだけど……。


　どうすればいいのか頭はついていかず、オレ達は突つっ立ったまま、まさにいま店を出ようとするノンを眺ながめる。


　ガシッ。しかし、一人歩いていくノンの腕うでを、誰かが素す早ばやく摑つかんだ。イッコだった。


「ノン……やっぱりダメだよ」


　かつて見せたことのない、心配そうな表ひよう情じようで、イッコがノンを止める。


「もーぅ、イッコちゃんは、私に甘あますぎるよー。普ふ段だんボーッとしてるぶん、こういう時こそエクスの役に立たなくちゃ。だから、ぜんぶわたしに任まかせなさーい」


　ドンッ、と摑まれてない方の手で、ノンは頼たよりなく自分の胸むねを叩たたいた。


「……ノン」


　フッ──とノンの手から、イッコの手が離はなれる。


「分かった、アンタに任せる。でも、サンク・マリカの前までは、送る」


「……うん、ありがとー」


「じゃ、じゃあ、オレ達も」


　と、オレ達もイッコに続こうとしたが、


「そんなゾロゾロ大おお勢ぜいで行っても一いつ緒しよでしょ！」


　イッコが一いつ喝かつ。全員立ち止まる。


「じゃ、みんな、ちょっと行ってくるねー」


　まるで、おつかいにでも行ってくるようなテンションで、ノンは、エクス・ガリバーから出て行ったのであった。





　　　　※




　イッコは、小一時間ほど経たつと、ちゃんとエクスに戻ってきた。


　やっぱり一緒に大聖堂に入ろうとしたけど、門番の聖堂騎士団テンプルナイツが通してくれたのは、ノンだけだったらしい。
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　時計の針はりは、夜の九時を回ろうとしている……。


　全員が、心ここにあらず、という感じでノンの帰りを待っていた。


　イッコは、黙だまってノンが出て行った入り口を見つめてる。ケンジとジャンは床ゆかにあぐらをかいて、じっと床を見つめてる。ドノヴァンは、うろうろとしばらく店内を歩き回っていた。


　……これで良かったんだよなぁ？　すっごい疲つかれた……頭がうまく回らない。


　すとん。


　ボーっと意味もなくみんなを見てたオレの隣となりに、誰かが座すわった。イッコだった。


「サンク・マリカに行く途と中ちゆう、ノンとずっと喋しやべってたんだけどさ……」


　いきなり、イッコは語りだした。


「……うん？」


「ノン、なんかアンタにお礼言ってたよ」


「へ？　な、なんでオレに？」


「ほら……さっきアンタ、オレはいつもの七人で、この店をやりたいだけなんだ！　だって、絶ぜつ対たいそれが一番面おも白しろいだろ！　みたいな事、言ってたじゃん」


　ああ……さっきの、暴ぼう走そう状じよう態たいの時の……。


「ノンも、ほとんど同じようなこと思ってて……それをアンタが言葉にしてくれたから、すっごく嬉うれしかったんだって。それにノンは、結けつ婚こんしたらエクス辞やめること、アンタは知ってるわけじゃん？　その上で、この七人が一番いいってアンタに言われて……自分も必要とされてるって思ったらしいよ」


「ノン……くっそー、当たり前じゃないか」


　オレは、なんか感かん極きわまっちゃって、天を仰あおいだ。


　少しそんなオレの顔を見た後、視し線せんをまっすぐ前に向けたイッコは、


「あいつさ……。アタシに一回、結婚してもエクス辞めたくない、って漏もらしたことあるのよ？」


　少し寂しげに笑いながら言う。


「えっっ!?」


　オレは、心底驚おどろいた。い、いや、そう思ってるかもしれない、とは思ってたけど……ノンってそういう事に対しては、けっこう諦あきらめるっていうか、不満を言わず我慢して流れに身を任まかせるタイプだし。


「ま、一回だけだけどね。当然、デクさんには言ってないと思うけど……そんな中、アンタが超ちよう正直に自分の気持ちブチまけたから、たぶん、ノン、何か思ったんじゃない……？」


　イッコは、それだけ言うと、自分の膝ひざに顔をうずめ、静かになった。


　泣いてるわけじゃない。ただ、静かになった。


　その後もオレ達は、ひたすらノンが帰ってくるのを待った。


　一時間、二時間、三時間──刻こく々こくと時計の針はりは進む。


　やがて、時じ刻こくは深夜十二時を回った。ノンは、帰ってこなかった。





「おい、ノンのやつ、なんかされてるんじゃねーか!?」


　とうとう我が慢まんできない、といった感じに、ジャンが立ち上がった。


　そう言えば、ホリィはノンがいれば、フランなんかどうでもいいって言ってたし……相当心配になってきた。


　くっ、様子を見に行きたい……けど、ノンは任まかせろって言ったし……。


　そんな時だった。


　ギィッ。入り口のドアが軋きしむ音。


「ノン!?」


　全員が、一いつ斉せいに立ち上がって入り口を見る。


「あれぇ？　もしかしてみんな、待っててくれたんですかぁ？」


　エクス・ガリバーに風が吹ふく。


　現あらわれたのは、エクス・ガリバー最後の店員……なんてタイミングで帰ってくるんだ！





「ミ、ミニィちゃん!?　ウソだろ!?」


　抜ぬけ殻がらだったオレ達にも、驚くぐらいの力は残っていた。


　相変わらずの、人ひと懐なつっこい雰ふん囲い気き。大きな青い瞳ひとみに、柔やわらかそうな金きん髪ぱつ。


　修しゆう学がく旅行先の土地のファッションだろうか、腰こしまで届とどく、白く細長い布ぬの切きれのような髪かみ飾かざりを二本垂たらしてる。服は、異い国こくな雰囲気だけど……間ま違ちがいない！　ミニィちゃん！


「えへへ、お久ひさしぶりですぅ！　ミニィ、ただいま帰りましたぁ！」


　ビシッ！　キュートに敬けい礼れいしてみせるミニィちゃん。


　ミニィちゃんは、エクスのオーナーの中で、唯ゆい一いつ、上の学校に通う、現げん役えき学生で、一ひと月つき半はん前に、他の大陸へ修学旅行に出たきりだから、会うのは本当に久しぶりだ！


「お、おかえり！　ホントにおかえり！　でも、どうしたの？　もう深夜だよ？」


「えへへ。ホントは昼頃ごろにフランに着く予定だったんですけど、竜りゆう車しやが遅おくれちゃって……いま帰ってきたトコなんです。こんな時間になっちゃったけど、もしかしたら、エクスに誰かいるかも……って来たら、こんなにいっぱいいるんだもん！　もうミニィ、嬉しくって嬉しくって☆」


　きゃっ、きゃっと嬉しそうに飛び跳はねながら、ミニィちゃんは言う。


　一月半の旅行で、少しだけ大人びた感じもするけど……やっぱり根本的にミニィちゃんは、いい意味で変わってなかった。いつだって、明るく軽かろやか。


　そんな明るいミニィちゃんに、オレ達は、どう対たい応おうしたらいいものか、少し困こまる。


　ミニィちゃんの帰き還かんを祝ってあげたいけど……いまは、そういう気分にうまくなれない。


「？　なんか、みんな元気ないですねぇ？」


「……あのさ、ミニィ。帰ってきてそうそう悪いんだけど。アンタに話さなきゃいけないことがあるの」


　イッコが、少し後ろめたい表ひよう情じようで、ミニィちゃんに言う。


「はいっ！　でも、ご飯食べてからにしましょうよ！　ミニィ、お腹なかペコペコで」


「いいから、その前に聞いて。ちょっと厄やつ介かいなことに巻まき込こまれたのよ」


　こうして、イッコは、ミニィちゃんにこれまでの経けい緯いを話し始めた。


　フランに、ホリィ・ライブウィンドウという金持ちが引ひっ越こしてきたこと。おかげでノンの結けつ婚こんが延期になったこと。


　サンク・マリカ大だい聖せい堂どうにある、そいつの私室に呼よばれ、ライブウィンドウとの契けい約やくを申し出られたが、断ことわったこと。


　それに対して、ホリィはフランの街一つを巻き込んで、オレ達が音ねをあげるまで、徹てつ底てい的に集中攻こう撃げきする作戦を仕し掛かけてきたこと。


　いよいよどうしようもなくなって、いま、最後の手しゆ段だん、ノンに説得を任せている最中だってこと……。





　事情を聞いたミニィちゃんは、しばらく黙だまっていた。


　俯うつむいちゃったから、顔は見えないけれど、明らかに納なつ得とくした雰ふん囲い気きではない。


　店内の空気が、急速に張はり詰つめていく……。


「それで……ノンセンパイを、行かせちゃったんですか……？」


　俯いたまま、ミニィちゃんは静かに、イッコに向かって口を開いた。


「……そうよ」


　答えるイッコ。オレは、なんとなくイッコをフォローしようとする。


「で、でも、ここはノンに任せるしか、本当に方法なかったんだ。それに、ノンだって自分から進んで行ってくれたし……」


「こんなの、エクス・ガリバーじゃない!!」


　ミニィちゃんが、オレの言葉を遮さえぎって、珍めずらしく怒ど声せいをあげた。


「ミ、ミニィちゃん……？」


　初めて見せた、怒おこったミニィちゃんの姿すがたに、オレ達は少し圧あつ倒とうされる。


「なにやってるんですか!?　心の底から仲間を信じて、絶ぜつ望ぼうを乗り越える覚かく悟ご、どこにいったんですかぁ！　ミニィが修学旅行に行ってる間に、みんな、変わっちゃったんですか!?　ぜんぜん絶望、乗り越えられてないじゃないですか！」


　いっきにまくしたてる、ミニィちゃん。


　心の底から仲間を信じて、絶望を乗り越える覚悟……。オレ達がエクス・ガリバーを立ち上げるときに決めた、オレ達のモットー。


「…………」


　ミニィちゃんは続ける。


「自分達が辛つらいからって、結局ノンさんに全部背せ負おわせちゃうなんて……ミニィの知ってるエクスのみんなは、絶対そんなことしないもん！　絶望を乗り越えるために、一いつ致ち団だん結けつして、ドラゴンにだって立ち向かうんだもん！」




[image: ]


　ダダをこねるような口調で、全員に語りかけるミニィちゃん。


　店内が、一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくに包まれる。


　じんっ──っと腹はらの底で、熱い何かが生まれたような感覚がした。


　くっそおおお！　なにをやってんだ、オレは!!


　正せい義ぎか悪か言ったら、ノンを一人で乗り込ませるほうが、よっぽど悪じゃないか！


　オレ達七人の問題は、オレ達七人全員で潰す!!


「な、なぁ、みんな！」


　オレはたまらずに、みんなに提てい案あんすべく、口を開いた。


　だが！


「全部言わなくても分かってるって。殴なぐりこむんでしょ、サンク・マリカに」


　すまし顔で、平然とイッコが言った。


「うん、ノンを追いかけよう」


　ドノヴァンが、頷うなずく。


「こんなことなら、最初から全員で行きゃよかったぜ……」


　ジャンも、ため息混じりに呟つぶやく。


「でも、素す直なおに入れてくれるとは思えないから、いろいろ準じゆん備びが必要っスね」


　スクッ、と立ち上がり、ケンジ。


　コ、コイツら～～！　考えることは、全員一いつ緒しよってか!?


　おお～お、この一体感、いつ以来だ!?


「でも、お前らいいのか？　サンク・マリカに乗り込んだりしたら、もうライブウィンドウと契約できなくなるかもしれないぞ？　それに、もう少し待てば、ノンも帰ってくるかもしれないし……」


　オレはわかってて、イッコとジャンに聞いてみる。


「ケッ……。いい加か減げん、正せい論ろんばっか言ってる自分に、嫌いや気けがさしてきてたとこだよ」


「そうそう。アタシは別に、自分の考え変えないけど……最近、あれこれ考えすぎてたのもジジツだし。最初は一人で行かせたけど、結局全員で乗り込む！　このスマートじゃない感じが、ちょうどウチららしくて、いいんじゃない？」


　ニッ。二人が、力強く笑う。


「イッコセンパイ……」


　ミニィちゃんが、少し迷まよったような目つきで、イッコを見上げる。


「おっと。言っとくけど別にアンタにハッパかけられたからじゃないわよ？　そろそろアタシも、ノンを助けに行こうと思ってたとこ！」


　ビシッ、と意味もなく、イッコはミニィちゃんにでこピンを仕し掛かける。


　でこピンをくらい、一瞬目をつぶるミニィちゃん。しかし次の瞬間、パッと目を開けて、


「あはは！　やっぱりエクス・ガリバーだ！　帰ってきてよかった！」


　と、華はなのような笑え顔がおを見せた！





　よーし、サンク・マリカに殴りこみだ！　オレ達は、それぞれ準備を開始する。


　しかし、その前に。


「あ、そうだ！　みんなに、ミニィ、おみやげ買ってきたんですよ！　いま、渡わたしちゃいますね！」


　ミニィちゃんが思い出したように、持ってきた大きな布ぬの袋ぶくろを手元に手た繰ぐり寄よせた。


　お、おみやげ……？　けっこう微び妙みようなタイミングでミニィちゃん、おみやげ出してくるなぁ。嬉うれしいけど……。


「燈とうの国は、珍めずらしいものばっかり売ってましたよぉ。ハイッ、マーガスさん」


　ミニィちゃんはオレに、鉛えん筆ぴつが入る程てい度どの、小さな紙袋を渡してくれた。


　燈の国ってのは、ミニィちゃんが修しゆう学がく旅行として行っていた、遥はるか東のほうにある、けっこうマイナーな国。


「え、あ、ありがとう！　なんだろ、開けていいの？」


「ハイッ！」


　オレは受け取った袋を、丁てい寧ねいに開いていく。……んん？


「ん？　え……これ、薔ば薇ら？」


　中から出てきたのは、棘とげの生えた緑の茎くきに、赤い花びら。


　なんかまったく予想外の品物、薔薇だった。ただ、本物じゃなくて、石細工で造つくられた造ぞう花かっぽい。


「へぇー、ちょっと意外だったけど？　ありがと。綺き麗れいだなぁ」


　オレは、手の中で薔薇を弄もてあそびながら、しばし鑑かん賞しようする。


「モチロン、それをマーガスさんに買って来たのには、理由があるんですよ☆　その薔薇は、地じ獄ごくの薔薇っていって、燈の国では超ちよう有名な品物なんです！　ほら、茎の先が、尖とがってるでしょ？」


　ん？　言われた通り、オレは花びらの反対側、茎の先せん端たんを見る。


　確たしかに円えん錐すい状じように加工されていて、まるでダーツのように尖ってるけど……まさか？


「も、もしかしてこれ、投とう擲てき武ぶ器きなの？」


「ピンポーン、大当たりですぅ！　刺ささった瞬しゆん間かん、敵てきを茨いばらでズタズタにしちゃう、植物系けいの武器としては、かなりの高等ウェポンなんですよ！　気にいってくれました？」


　期待に満ちた目で、オレを見つめてくるミニィちゃん。


　うーん。オレのマイ・ウェポンだった吹雪ふぶきのダーツは、以前、灼しやく熱ねつ竜りゆうと戦った時に酷こく使ししすぎて、いまなおケンジの元でオーバーホール中。手持ちの武器はなかったし、ちょうどいいといえば、恐おそろしいくらい、ちょうどいいんだけど……。


　ただ……。戦せん闘とう中ちゆう、薔薇投げるの？　オレが？


　そういうのって、もっと華か麗れいなキャラがやることなんじゃ……。


　などと言えるわけもなく、


「あ、ありがとう！　さっそく使わせてもらうよ、うん！」


　オレは頑がん張ばって笑い、ウェストポーチの中にそそくさと地獄の薔薇とやらをしまった。


　他ほかにもミニィちゃんのおみやげは、変わったものばかりだった。


　イッコには、石でできたジョッキグラス。ジャンには、石でできたメガネケース。正直、どれもこれも重くて使いにくそう……。


　みんな、なんか曖あい昧まいな笑えみを浮うかべながら、おみやげを受け取っていく。


「燈の国では、石の研究が他の国より断だん然ぜん進んでるんです！　持って帰ってくるのに、凄く重かったんですよ！　ほとんど、男子に持ってもらったけど！」


　やっぱり学校でも、男を操そう作さしてるのか、ミニィちゃん……。


「あ、ケンジ君のおみやげだけは、ちょっと違ちがうよ☆　ハイッ」


　ミニィちゃんは、深ふか緑みどりの鞘さやに納おさめられた、古風な刀らしきものをケンジに差し出した。


「え？　これは？」


「これはね、燈の国の売店で、たまたま見かけたんだけど。妖よう刀とうムラマサって言うの。ほら、ケンジくんってフルネーム、ケンジ＝ムラマサでしょ？　だからミニィ、きゃ～っと思ってついつい買っちゃったの☆」


　きゃ～っと思ってついつい買っちゃったって……？


「へ、へぇ～～……でも、これは、普通に珍しい刀っスね。オレも知らない。ありがとうございます」


「い～え！」


「で、時に、ミニィさん。話は変わるんですけど…………例の物は、ありましたか？」


　ケンジが、刀を丁てい寧ねいに壁かべに立てかけ、神しん妙みような顔でミニィちゃんと何やら密みつ談だんを始めた。


「あ、あったよ！　も～、ケンジくんが注文する物、なかなかなかったんだから！　お姉さんを困こまらせて、めっ☆　でしょ」


　めっ、と言いつつ、ケンジのオデコを指で押おす、ミニィちゃん。


「…………」


　ケンジは、どうリアクションしたらいいか分からず、冷や汗あせかきつつ真顔で絶ぜつ句くしてる。ケンジをここまで翻ほん弄ろうできるのは、エクスじゃミニィちゃんだけだよ……。


「ノンセンパイは、もう結けつ婚こんしてエクスにいないと思ってたから、おみやげ、お家に置いてきちゃったの。だから、この袋ふくろの中身は、後は全部ケンジくんに頼たのまれたおつかいの物だよ。はい、アゲル！」


　ミニィちゃんに、おみやげ袋を渡わたされるケンジ。


「あ、ありがとうございます……」


　そのままケンジはおみやげ袋の口を開け、中身を覗のぞき込こみ確かく認にんする。


　すると、にわかにケンジのテンションがあがる。


「お、おおっ。本当にあったんスね！　よーし、これがあれば、あれとあれは完成できるな。オレ、ちょっと工こう房ぼうに行ってきます」


　おみやげ袋を持って、エクスから飛び出そうとするケンジ。


「え!?　おい、ちょっと待て！　殴なぐりこみはどうすんだよ!?」


「すぐ終わりますよ。後は、いま貰もらった部品をはめ込んで、仕上げるだけだから」


　ダッ！　有う無むを言わさず、店から出て行くケンジ。相変わらず、協調性せいのないヤツ……。


「あ、あの、ミニィ……」


　ケンジが出て行ったのを確認した後。


　おもむろに、ドノヴァンがミニィちゃんに声をかけた。


「はぁい！　なんです、ドノヴァンさん☆」


「い、いや、あの……。ボク、まだおみやげ貰ってないんだけど……ケンジに袋渡しちゃったけど……つまり、その」


「え……」


　笑顔のまま固まるミニィちゃん。


　そのミニィちゃんを見て、オレ達も固まった。


　まさか……。よりによって、一番ミニィちゃんのことが好きなドノヴァンに、おみやげを買ってきてないなんて、そんな事、ないよな……？


「う～ん、その。なんていうかぁ……」


　難むずかしい顔をして、しばらく、うんうんと唸うなるミニィちゃん。


　うわっ。こりゃどうも……ドノヴァンの分だけ、買い忘わすれたな……。


　やがて、みかねたように、ドノヴァンが、自ら切り出した。


「……買い忘れたんだね？」


「……はい」


　即そく答とうするミニィちゃん。


「……そう。また、ボクだけ仲間ハズレか……」


　ポツン。短く呟つぶやくドノヴァン。


　ウッ!?　やっぱりこの前のコッペパンショックが、完全には癒いえてなかったか？


　全員、一種異い常じような雰ふん囲い気きをかもし出すドノヴァンに、どう声をかけていいものやら、少し戸と惑まどう。しかし……当の本人、ドノヴァンが。


「フッフ……ありがとう、ミニィ」


「エッ!?」


　何やらお礼を言い始めるものだから、全員、ぎょっとなった。


　あ、ありがとうって？


「ボクにはわかるよ。ボクを奮ふるい立たせるために、わざとおみやげ、買い忘れてくれたんだね？　フッフ」


　いよいよワケのわからんことを口走るドノヴァン。自分を奮い立たせるために、わざとおみやげ買い忘れるって……ジャンも真っ青の都合のいい考え方だな……。


「そ、そうなんです！　わざとなんです！」


　ミニィちゃんも、ドノヴァンに便乗。


「やっぱり。フッフッフ。……マーガス」


「……なに？」


「ボク、ますます殴りこみが楽しみになってきたよ。いまなら、竜りゆうとだって戦える……！」


　ニィ、とちょっと怖こわい笑え顔がおを浮うかべるドノヴァン。あらー。


　もう、こりゃ好きに暴あばれさせるしかないな……。相当、フラストレーション溜たまってるみたいだし……。





　　　　※




　深夜一時半。エクス・ガリバー店内。やはり、ノンが帰ってくる気配は全くない。かまわないさ。どっちにしろオレ達はもう、サンク・マリカ大だい聖せい堂どうに殴りこまないと気が収おさまらない！


　オレ達は、大聖堂殴りこみ作戦の、詳しよう細さいな作戦会議を始めていた。


「問題は、やっぱり正門前の聖堂騎士団テンプルナイツ二人だな。あいつらをなんとかしねぇと、サンク・マリカに入れねぇし、しょっぴかれちまう」


「あいつらを引きつける、おとり役がいるってことか……」


「んじゃ、おとり役は後で決める、と。……他ほかに、なんか意見ある人」


「ハイッ☆」


　ミニィちゃんが元気よく挙手した。


「あい、ミニィ」


「ミニィ、とっておきのアイデアがあるんです！　サンク・マリカから戻もどった後に、またフランの人に冷たくされないようにする、とっておきのアイデアが☆」


　満面の笑みでミニィちゃんが言う。


「……マジか？　そんな奇き跡せきみたいなアイデア、あんの？」


　ジャンが半信半はん疑ぎで聞く。


「簡かん単たんですよ～？　ノンセンパイ、ミニィに負けないくらい、ファンがいるし。それに、フランの人達って、悪人になりきれない人ばっかりだもん♪」


　胸むねを張はり、堂々と言うミニィちゃん。


「……へ？　ノンの人気と、フランの人？」


「はいっ！　まず、最初にですねぇ」


　ゴニョゴニョと、〝とっておきの作戦〟を語りだすミニィちゃん。


　その作戦は突とつ拍ぴよう子しもない作戦ではあったが……ある意味、オレ達らしい作戦でもあった。


「かなり無む茶ちやな作戦だけどね……」


　イッコが言う。


「いや、ダメでもともと。その作戦も、殴なぐりこみと同時進行で行こう！」


「でも、そのとっておき作戦にも、何人か人を割さかなきゃね」


「あ、そか。ん～～」


　オレとイッコは、頭を悩なやます。人手が足んないなー。


「あ、そっちの作戦だったら、僕ぼくの方で何人か人手を貸かせます。手配しておきますね？」


「あ、お願いします」


　オレは、人手を貸してくれると言うその男だん性せいに、ぺこり、と頭を下げる。


　そして。凄すごい勢いきおいでイッコに耳打ちした。


（ていうかあの人誰だれ!?　さっきからいるけど……）


（わかんない。いつの間にか、当たり前のように店の中にいたわよねぇ）


　チラッ、と人手を貸せると言ってくれた男性を盗ぬすみ見る、オレ達。


　髪かみ型がたは、ワックスかなにかでオールバックにセットされた茶ちや髪ぱつ。一見、頼たよりない、優やさしそうな顔なんだけど、整った目鼻立ちをした、オレ達の周りにはなかなかいない美形タイプの男性だ。こういうのを、甘あまいマスクっていうのかな。こんだけカッコよく生まれたら、さぞ人生楽しいんだろうなぁ……とか思っちゃったりして。


「あの……どちら様ですか？」


　オレがバカなことを考えてる間に、イッコが聞いてくれた。


「へ？　やだなぁ、イッコさん。僕ですよ、僕」


「だ、だから。ボクって誰？」


「僕は僕です！　一人で乗り込んだノンさんを、みんなで迎むかえに行くんでしょ？　婚こん約やく者しやとして、僕が参加するのは当然でしょう」


　ぐっ、と拳こぶしを握にぎり締しめる、甘いマスク。


　……ん？　婚約者？　ノンの婚約者は、デクさん。で、この人は、ノンの婚約者。


　……と、言う事は。


「え、えぇえええええ!?」


「ま、まさか、デ、デクさんなの!?」


「そ、そうに決まってるじゃないですか」


　オレ達に驚おどろかれて、逆ぎやくに困こん惑わくした表ひよう情じようを浮うかべる、デク（？）さん。


「な……髪あげたらそんなにカッコいいの!?」


　だまされた！　と言わんばかりにイッコが言う。


「ていうか、なんでノンがサンク・マリカに行ってるって知ってるんですか!?」


「い、いや、今日、ボクはノンさんと食事する約束だったんですが、いつまでたっても来ないですし。ふとエクス・ガリバーにいないか覗のぞきに来たら、ノンを迎えに行くとか言ってるし、たぶんそんなことじゃないだろうかと思いまして」


　困こまったように頭をかくデクさん。ああもう、そんな何気ない仕草で、充じゆう分ぶんカッコいい！


「こ、この人が、ノンセンパイのダンナさんなんですかぁ!?　きゃ～～、すっごくカッコイイじゃないですかぁ！　いいないいないいないいな！」


　ミニィちゃんが、身もだえしながらイイナイイナを連れん呼こする。


　いや……ついこないだまで、パッとしなかったハズなんだけど……。


「な、なんで今日は髪をあげてるんですか？　イメチェンですか？」


「え？　あぁ、今日は仕事が休みで、一日家にいたからですよ。ボク、家に一人でいる時は、髪をあげるんです。そういえば、下げるのを忘わすれたまま来てしまった……」


　少し恥はずかしそうにデクさんが言う。


　いやいや、外であげろよ、外で！　人生損そんしてるよ、絶ぜつ対たい。


「テ、テメェ、なんで男前なんだよ！　男前は帰れ！」


「は、はい？」


　ジャンが、無茶としか言いようがない言いがかりをつけ始める。


「お待たせしました！　出来たっス！」


　バァン！　入り口のドアを開き、ケンジがエクスに帰ってきた。


　お、ようし、いよいよ作戦実行だ！


「チクショー、男前は帰れよぉ！」


「な、なにを言ってるんです、アナタは!?」


　ジャンとデクさんの嚙み合わないやりとりは、しばらく続いたと言う……。










　パート５・七人の反はん撃げき！







　時じ刻こく、午前二時。


　街全体が眠ねむりについたように、静まり返ったこの時間。


　かすかな月光に照らされるサンク・マリカ大だい聖せい堂どうを視し界かいに捉とらえつつ、路地裏うらの闇やみの中に紛まぎれる影かげが、五つ。


　オレ、イッコ、ドノヴァン、ミニィちゃん、デクさん。


　この五人が、ホリィ部屋への突とつ入にゆうメンバーに決定した。


「そろそろ来る頃ころね……」


　サンク・マリカを、そしてその前にいる聖堂騎士団テンプルナイツ二人を見み据すえつつ、イッコが呟つぶやく。


　そして、イッコの言うとおり。ほどなく、フラリとサンク・マリカの正面玄げん関かんの前に、つるっぱげの男、ジャンが現あらわれた。


「こんばんは、チクショー！」


　いきなり現れたジャンを見て、聖堂騎士団テンプルナイツの二人は、眉まゆをひそめる。


「……なんだお前は？　いま何時だと思ってる」


「ここに近ちか寄よるな。さっさと家に帰れ！」


「俺おれだって、家に帰れるくらいなら、帰りたいですよ……。結局、ノンと再さい会かいする、一番おいしいシーンに俺はいないんだし……」


　ブツブツと聖堂騎士団テンプルナイツのオジサンに愚ぐ痴ちをこぼし始めるジャン。


　そう、ジャンは結局、聖堂騎士団テンプルナイツ二人を正面入り口から遠ざける、おとり役をやるハメになっていた。


　原げん因いんは、エクスでの作戦会議中、ジャンがなんとかデクさんを殴なぐりこみ隊から外そうとしたことにある。





「ようし、こうしようぜ！　俺とアンタ、ジャンケンして、負けたほうが聖堂騎士団テンプルナイツを引きつける、おとり役だ！　当然、負けた方は直接ノンを助けるチームから外れる！」


「い、いいでしょう……でも、ノンさんを迎えに行くのは僕だ！」


　既すでに燃もえているデクさんは、ジャンの申し出をアッサリ受け入れた。


　ジャンは、ここ数年、一対一のジャンケンならあいこになることすら滅めつ多たにないくらい、無む駄だにジャンケンが強い。デクさんは、それを知らないのだ。


「デクさん、そんな申し出受け入れちゃダメ！　罠わなよ！」


「ふふん、もう遅おそいぜ。ＯＫしちまったんだからな。勝負は一回勝負！　いくぜ！」


「負けません！　ノンさん、好きです！　僕に力を！　うぉおおおおお！」


「最初はグッ！」


「ジャンケン」


「ホイッ！」


　ジャンは、グーを繰くり出す！　デクさんが繰り出したのも、グー！


「あ、あいこだと!?」


　ジャンが驚きよう愕がくする。


「好きだあノンさん！」


　さらに熱血モードに入ったデクさんが、吼ほえる。


「や、野や郎ろう、絶対負かしてやる！」


「最初はグッ！」


「ジャンケン」


「ホイッ！」


　ジャンは、パーを繰り出す！　デクさんが繰り出したのも、パー！


「ま、またあいこだとぉ!?　貴き様さま、何もんだ!?」


　そんなに驚く事なのか、ジャンが狼ろう狽ばいする。たかがジャンケンであいこになっただけなんだけどなぁ……。


　勝負は、延えん々えんと続いた。


　ジャンがチョキ出せば、デクさんもチョキを！


　ジャンがグー出せば、デクさんもグーを！


　本当に、歴史に残すべき名勝負だった。


「ちょっとぉ、いつまでジャンケンしてんのよ!?」


　いい加か減げん、ブチ切れるイッコ。


　ジャンケン対決は、なんだかんだ一時間（！）続いてた！


「ハァ、ハァ、もう腕うでがあがんねぇ……」


「お互たがい、腕を振ふれるのはあと一回ってトコですね」


　ニヤリ。


　全身汗あせだくで、じりじりと距きよ離りをつめるジャンとデクさん！


　なんなんだ、コイツら!?


「このバカァ、突入前に燃もえ尽つきてどーすんのよ!?」


　イッコが言うが、集中している二人の耳には、まったく届とどかない。


「うおぉおおおおおお！」


　ダンッ！　床ゆかを踏ふみ切り、空中に飛び上がるジャンとデクさん！


「いっくぜぇぇぇぇ！」


「ノンさんを助けに行くのは、僕だぁああ！」


「最初はグゥウウ！」


　空中でジャンケン姿し勢せいに入るジャン！　デクさん！


「ジャァァンケェェェン」


「ホイッ！」


　ジャンが繰り出したのは、パー。


　そして、デクさんが繰り出したのは────チョキだった。





　てなワケで、無む駄だに熱血だったけど。ジャンのジャンケンセンスを、デクさんの解かい明めい不ふ能のうの愛あい情じようパワーが上回った結果、ジャンは、おとり役をやるハメになってしまった。まぁ、自じ業ごう自じ得とくだからねぇ……。


「あーあ、やるっきゃねーけどさ……」


　話はサンク・マリカ大だい聖せい堂どう前に戻もどり。


　するするっ、とジャンは、腰こしに下げていた鞘さやから、剣けんを抜ぬき始めた。抜き出されたのは、刀身がスピアのように、円えん錐すい状じようになってる風変わりな剣。


「なっ、オイ、貴様!?」


　途と端たんに、血相を変える、聖堂騎士団テンプルナイツ二人。ヂャキッ、槍やり先さきをジャンに向ける。


「ち、違ちがいますよぉ。実はこの剣、調子が悪いから、オジサン達に見て貰もらおうと思って。ハイ」


　スッ、と無む造ぞう作さに聖堂騎士団テンプルナイツへ、剣を差し出すジャン。


「あん？　そんなもん、武ぶ器き屋やに持っていけよ！」


「にしても、変わった形の剣だなぁ。ん？　なんだ、このボタン？」


　カチャッ。躊ちゆう躇ちよすることなく、柄つかについていたボタンを聖堂騎士団テンプルナイツの一人が押おした。次の瞬しゆん間かん！


　ドドドドドドドドドッ！


　先せん端たんがカパッと折れるように開いたジャンの剣の先端から、極ごく太ぶとの、滝たきのような鉄てつ砲ぽう水が放ほう射しやされる。ドドドドドドドドドッ！


「お、おわぁ!?　オ、オジサン、なにしてるんですか!?　壊こわしたな!?　クッソー、訴うつたえてやる！」


　ダッッ、小こ芝しば居いをうった後、全速力で二人の元から駆かけ出すジャン。


「あ、おい、待てつるっぱげ！　オ、オイ、どうする!?」


「や、やばいって、この剣！　ボタン押しても水が止まらん！」


　カチャカチャカチャカチャ、狂ったようにボタンを押す聖堂騎士団テンプルナイツの一人。


　ドドドドドドドドドッ！　無む尽じん蔵ぞうに放水される滝の如ごとき鉄砲水は、次し第だいにサンク・マリカ周辺を水みず浸びたしにしていく。


「クッ、あのつるっぱげを捕つかまえるぞ！　アイツになんとかさせるんだ！」


「護ご衛えいはどうすんだ!?」


「バカッ、そんな事言ってる場合か！　オレ達、このままじゃサンク・マリカ大聖堂を水浸しにした、大たい罪ざい人にんになっちまうぞ！」


「チクショー、疫やく病びよう神がみか、あのハゲは！」


　ダッッ！　水をバラまきながら、全速力でジャンを追いかけ始める聖堂騎士団テンプルナイツ二人。


　そして、サンク・マリカ大聖堂の前には、誰だれもいなくなった。





「いまだ！　殴なぐりこみ隊、突とつ入にゆう！」


　オレの合図に合わせ、オレ、イッコ、ドノヴァン、ミニィちゃん、デクさんは正面入り口に向かって突進した。


「ジャンのヤツ、大金星ね！」


「ホント。おとり役やらせたら、アイツが一番うまい気がする」


　走りながら、言葉を交かわすオレとイッコ。


　さっきの剣は、ケンジの、ミニィちゃんへの注文品、燈とうの国から持ち帰った『水すい龍りゆう石せき』とやらでとうとう完成形に達した、ジャンのマイ・ウェポン『アモスの剣』！


　名前の由来は、オレとジャンがただの水道水を伝説の名水、アモスの水と偽いつわって売ってたことからなんだろうけど……どうやら、ジャンのヤツは、またこの剣を使って水道水ペテンを計画してるらしい。


「にしても、水龍石って凄すごいのねぇ」


「燈の国じゃ、あれがあるから水道がないんですよ！　でも、その代わり、国外に持ち出すのは禁きん止しなんです☆」


　水龍石を持ち帰ったミニィちゃんが、教えてくれる。持ち出し禁止のそれを、どうやってここまで持ってきたかは、聞かないでおこう……。


「さぁて！　いざ、突入よ、サンク・マリカ大聖堂！」


　ワクワクした顔で、イッコが言う。


「でも、さっそく、第一の関門なんだけど……」


　オレ達の前に立ちふさがるのは、正面入り口を閉とざす、巨きよ大だいで分ぶ厚あつい木の扉とびら。


「デクさん、出番よ！」


「はい」


　オールバックの男前、デクさんが前に一歩躍おどり出る。


　そして、ポケットからジャラッ、と鍵かぎ束たばを取り出すと、そのまま正面の扉に差し込こんだ。ガチャッ、ガチャッ。何箇か所しよもある鍵かぎ穴あなに、手て際ぎわよくデクさんは鍵を差し込んでいく。


「ほうら、デクさん連れて来て、大だい正せい解かいだったでしょ？　デクさんがいなけりゃ、ここでノン奪だつ還かん計画は、失敗に終わってたのよ!?」


　イッコが得意げに言う。


「まぁ、僕ぼくは朝一番に来て、ここの扉を開けることも多いですから……よしっ」


　ガチャコン！　最後の一個こと思われる鍵を外し、デクさんが目前の扉を、両手で押し始めた。


　ギ、ギ、ギ……ゆっくりと開き始める、正面の扉。


　さぁて、ここまできたら、後戻もどりはできないな。


　ノン待ってろ。今、オレ達も行くからな！





　サンク・マリカ内部。中は、ところどころ灯あかりがついていて、意外に明るかった。


　入ってすぐの、細長い通路。


　頭上には、例によって不気味な絵画が飾かざられている。


　そしてオレ達は、迷まようことなく三つに分かれた道の、右側に進んだ。


　相変わらず、関係者以外立ち入り禁きん止しの立て札と鉄てつ格ごう子しが侵しん入にゆう者しやをかたくなに拒こばんでいる。


「じゃ、デクさん、お願いね」


　鉄格子を前に、イッコが言う。


「はい？　ボク、この鉄格子の鍵は、持ってませんが……」


　当然のように答えるデクさん。


「えっ!?　持ってないの!?」


「そ、そりゃそうですよ。ボク達役所の人間は、この上に何の用事もないですから」


「そう言う事は早く言ってよ……マーガスがいなかったら、危あぶなかったじゃない」


　ため息混まじりに言うイッコ。そう来ると思ったよ……。


　オレは、誰かに言われたわけじゃないけど、自主的に鉄格子に近ちか寄より、そしてハリガネを鍵穴に挿さし込んだ。


　カチャカチャ、カチャン。キィィィ……。


　力なく、開いていく鉄格子。


「えっ!?　ちょっと待って下さい！　いま、ハリガネで開けたんですか!?」


　デクさんが、驚きよう愕がくの表ひよう情じようでオレを見た。


「は、はい。まぁ」


「ものの三秒もかかってなかったですよ!?　す、凄すぎる……」


　息を呑のむデクさん。


　しかし、他のメンバーは、オレがこの程てい度どピッキングするのは当たり前だと思ってるらしく、特に驚きもせず鉄格子の中へと入っていく。……お前らなぁ。


　鉄格子も越こえ、いよいよ最上階のホリィ部屋に向かって、順調に歩き始めるオレ達。


　その時、ピンポンパンポン♪


　深夜のサンク・マリカ大だい聖せい堂どうに、不気味な呼よび出しメロディが流れた。続いて、どこからともなく、


「こんばんは、エクス・ガリバーのみんな！　遊びに来てくれたんだね！」


　少しくぐもった、無む邪じや気きすぎる声が、サンク・マリカ内に響ひびき渡わたる。


「ホリィ！　アタシらも、アンタに話があんのよ！　ちょっと出てきな！」


　イッコが、天てん井じように向かって叫さけぶ。


　しかし、こちらの声は届とどかないのか、ホリィはそれには応こたえず、全然嚙かみ合わない返答を返してくる。


「いつもなら、遊びに来てくれたんだから、喜んで部屋に案内するんだけど……今日はダメ。ボクいま忙いそがしいんだ。今日は帰って？」


　ドドドドドドド……ホリィのその言葉を合図に、前から、ベージュのコートに身を包んだマジックドールが殺さつ到とうしてきた。しかも今回は、手には剣けんやら斧おのやら、それぞれ得え物ものを持って武ぶ装そうしてる！


「前にも言ったけど、ボクは大聖堂の中に一〇〇体のマジックドールを置いてるんだ。絶ぜつ対たいに勝ち目ないよ、うん！　早く帰ったほうが身のためなんだからね！　じゃ、ボク、いまからノンさんと一いつ緒しよに、南の島に遊びに行くところだから」


「な、なにぃ!?」


　み、南の島だとぉ!?　あ、あの野や郎ろう、ノンをどこかに連れ去るつもりなのか!?


「ばいばーい」


　ピンポンパンポン♪　こうして、ホリィからのメッセージは途と切ぎれる。


　オイオイ……これは、本気で急いだほうがよさそうだぞ！　南の島なんかにノンを連れて行かれたら、たまったもんじゃない！


　ジャキジャキジャキ！　前方のマジックドール達が、剣をオレ達に向ける。


　一〇〇体……。こっちは五人しかいないんだから、改めて考えると、かなり絶望的な状じよう況きよう。一人あたま、二〇体……。


　やっぱり少し、弱気になるオレ達。しかし。


「ノンさんと二人で南の島へ行くだと……？　ノンさんと二人きりで旅行していい男は、世界でボクだけだあ！」


「げっ！　デクさん!?」


　弾はじかれたように、ブチ切れたデクさんが、前方のマジックドールの集しゆう団だんに突とつ撃げきする！


　くっ、素人しろうとのデクさんを（オレ達も素人だけど）一人で行かせるワケにはいかない！


「よ、ようし、こうなりゃ全員突撃！　ノンを奪だつ還かんするぞ！　デクさんをフォローしつつ、ホリィの部屋まで突つっ切る！　ドノヴァン、お前が先頭行って、道を切り開いてくれ！」


「うおぉおお！」


　ガキィィィン！　鉄と鉄が火花を散らす音！


　くっ、オレ達って素人なのに、相変わらず戦せん闘とうに巻まき込まれやすい！


「ちょっとアンタ達！　暴あばれんのはいいけど、アタシのマリカちゃんを汚よごさないでよ!?　壁かべに傷きずとかつけたヤツは、鉄てつ拳けんだからね！」


　イッコの叫さけび声が、みんなに聞こえたか、どうか。


　サンク・マリカ大聖堂内部は、戦場になった。





「ヌオォオオオオオオ！」


　サンク・マリカ大聖堂に響き渡る、ドノヴァンの雄お叫たけび。


　うーん。


　最初こそ、一〇〇対五の戦力差にビビってたオレ達だけど……なんか、無用な心配だったかもしれない……。


　何な故ぜなら、前を行く三人が、強すぎるのだ……。


「ヌオォオ！」


　一番ハイペースで敵てきをなぎ払はらってるのは、やっぱりドノヴァン。


　以前、ケンジに作らせた、ドノヴァンのマイ・ウェポン『ロンギヌスのモップ』（武ぶ器きとしてのモップをコンセプトに、ブルーメタルで作られた超ちよう上等なモップ）を振ふり下ろし、メキャッ！　メキャッ！


　後から後から湧わいて来るマジックドールの顔面を一体一体確かく実じつに潰つぶしていく。


　すると敵もドノヴァンが一番要注意だと思ったのか、一気に六、七体のマジックドールがドノヴァンを取り囲んだ。


「ドノヴァン！」


「なんで……なんでボクばっかり、貧びん乏ぼうクジひかなけりゃいけないんだぁ！」


「ドノヴァン!?」


　ブンブンブンッ！　ドノヴァンは溜たまっていたフラストレーションを全すべて腕うでに込めながら、頭上でロンギヌスのモップを回転させ始めた！


　そして、真ま面じ目めな顔で言う。


「清せい掃そう流りゆう槍そう術じゆつ──」


　清掃流槍術!?　ドノヴァンのヤツ、また勝手に名前をつけ始めた!?


「八方！　掃除！　大風車あ！」


　ガガガガガガッ！　超高速で、竜たつ巻まきのように横回転するモップに巻き込まれ、ドノヴァンの周りを囲んでいた七体のマジックドールが軽々と吹ふき飛び、壁に叩たたきつけられる！　叩きつけられたマジックドールは、もう、ピクリとも動かない。


「今こ宵よいのロンギヌスは、血に飢うえている……」


　蹴け散ちらしたマジックドールに見向きもせず、さらに前進するドノヴァン。


　カッ、カッコいい～～。カッコいいけど！　ドノヴァンって、こんなキャラだったっけ!?





　そして、大暴れするドノヴァンと、ほとんど遜そん色しよくないほど暴れてるのが、この人。


「ノンさん、実は前から、好きだったんです!!」


　シャアア──一人で告白しつつ、鞘さやからエクスでさっき貸かしてあげた、銅どうの剣けんを抜ぬき──マジックドールに横から斬きりつけるデクさん！


　スパパパパパパパ！　まるでダイコンの如ごとく、あっさり輪切りにされるマジックドール。


　ど、銅の剣で、あそこまで!?　オレ達、素人のデクさんをフォローしよう、なんていきまいてたけど……デクさん、メチャメチャ強いんですけど。


　スパパパパパパパ！


　スパパパパパパパ！


　次々に出来上がる、マジックドールの輪切りの残ざん骸がい。


「えっと……デクさん。その剣術は、どこで？」


「え？　ああ、サンク・マリカに勤つとめる人間は、聖堂騎士団テンプルナイツに配はい属ぞくされる場合もあるので、最さい低てい限げんの戦せん闘とう力りよくは必要なんです。僕の場合、配属された部ぶ署しよが悪くて、入社一年目、北の大地で無理やり特とつ訓くんさせられた結果……この程てい度どは強くなりました」


　スパパパパパパパ！


　言ってるそばから、また一体輪切りにしてしまうデクさん。


「あの……前から気になってたんですけど……デクさんってサンク・マリカでどういうお仕事してるんですか？」


「あれ？　言ってませんでしたっけ？　ボクは、ドラゴン養よう殖しよく課かの第二班はんです。竜りゆう車しやとか、そういう人間の命令で動くドラゴンの雛ひなを、卵たまごから育てるのが仕事ですね。ただ……たまに飼かい主にじゃれて襲おそい掛かかってくるから、ちょっとは強くないと……おっと」


　スパパパパパパパ！


　当たり前のようにマジックドールの輪切りが、一体追加される。


　男前で、剣も鬼おにのように強くて、しかもちゃんと就しゆう職しよくもしてる……。


　こりゃ、ジャンに勝ち目ないわ……。知ってたワケじゃないと思うけど、ノン、何気に男を見る目あるなぁ……。





　そして、ドノヴァン、デクさんが討ち漏らしたマジックドールを、蝶ちようのように飛び回り、ことごとく粉ふん砕さいしてる少女が一人。


「なあ、イッコ。ドノヴァンと……まぁ、百歩譲ゆずって、デクさんは許ゆるすとして」


「うん……なんで、ミニィはあんなに強くなってんの？」


　オレとイッコは、ダラダラとその粉砕少女の後に続く。


　と、いきなりその少女の横から、マジックドールが一体現あらわれた。


　柱の陰かげに潜ひそんでいたんだ！


「侵しん入にゆう者しや……排はい除じよしまス」


　ゴウッ！　掌てのひらの穴あなから、炎ほのおの弾たまをマジックドールが撃うち出す！　ああっ、こいつら、魔ま法ほうも使えるのか!?


　ゴッ！　ミニィちゃんの顔面に、炎の弾が直ちよく撃げきした！


「ミ、ミニィちゃん！」


　血相を変えて叫さけぶオレとイッコ。だが。


「大だい丈じよう夫ぶですぅ。それ、ミニィの残ざん像ぞうですよ☆」


「ざ、残像お!?」


　頭上から声がしたので、オレ達は見上げる。


　見上げるとそこには、オレ達の目では捉とらえられないスピードで跳ちよう躍やくし、空中で逆さか立だちするような姿し勢せいになってる──ミニィちゃんの姿すがた！


　そしてミニィちゃんは、そのままの姿勢でポンッ、と自分を襲おそったマジックドールの頭を、空中でタッチ。


「破はっ！」


　ミニィちゃんがさらに力を込こめた瞬しゆん間かん！


　バッキャアアア！　まるで体内で爆ばく発はつでも起こったかのように、マジックドールの体が圧あつ壊かいする！　飛び散る体の破は片へん！　絶ぜつ句くするオレ達！


「ふぅ」


　とたっ。そのまま軽やかに着地するミニィちゃん。


「ちょ、ちょっと！　どー考えてもオカシイでしょ!?」


　着地したミニィちゃんに、イッコが詰つめ寄よる。


「え？　なにがですかぁ？」


「アンタ、性せい格かくはともかくとして、身体能のう力りよくは、ついこないだまで普ふ通つうの女の子だったじゃない！　なに残像とか出せるようになってんの!?　本当に昨日まで一ひと月つき半はん、修しゆう学がく旅行に行ってたんでしょうね!?」
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　確たしかめるように聞くイッコ。


「そうですよぉ。あ、でもでも、修学旅行って言っても、ミニィ達の学校の修学旅行って、結局ゴン・ネスの延えん長ちようだからぁ」


　ゴン・ネスっていうのは、ドラゴン・フィットネスの略りやく。


　フランでは、学校の授じゆ業ぎようの中に『ドラゴンとの遭そう遇ぐう時に戦う体力をつけるための訓練』を組み込んでいて、それをドラゴン・フィットネスと呼よぶ。


「つ、つまり。一月半、他の大陸でアンタは、みっちりゴン・ネスやってきたワケ？」


「そうですぅ！　ミニィは、スピードのパラメータを徹てつ底てい的に強化するコースに進んだから、ばっちりスピードアップしてきましたよ☆　あとはこのミニィ特製アイテムがあれば、死角ナシ、です！」


　じゃん、とミニィちゃんの手のひらに載のって登場したのは、紙に包まれた、飴あめ玉だまのようなものだった。


「な、なにコレ？　飴？」


「飴じゃなくて、石なんですぅ。燈とうの国のお菓か子しなの。普通の人は、絶ぜつ対たい嚙かめない硬かたさだけど……燈の国で、石を食べる修行もあったから」


　また燈の国!?　なんでもアリだな、燈の国って……。


「流星の石っていって、嚙めば素す早ばやさが二倍になるんですよ？　ほらっ」


　ぽいっ、と口の中に、その飴みたいな石を放ほうり込むミニィちゃん。


　グァリヴォリグァリヴォリ──地じ獄ごくの底から聞こえるような、凄すさまじい音がミニィちゃんの口元から漏れてくる。次の瞬間！


　ビュビュビュビュビュ！　ミニィちゃんが、目にもとまらないスピードで狭せまい通路を動き回り、デモンストレーションを見せる！


　オレは一瞬、ミニィちゃんが何人かに増ふえたような錯さつ覚かくに陥おちいった！


「ね？　だいぶ、速くなったでしょ☆」


　立ち止まり、少し首をかしげてニッコリ笑うミニィちゃん。


　だいぶって……分身の術じゆつみたいの、完成しちゃってるんですけど……。


「あ、あと、あの敵てきを爆発させる技わざみたいなのはなんなの？」


「あー。あれは、髑髏どくろ石拳セツケンって言って、石を効こう率りつよく分ぶん解かいする技なんですぅ。燈の国じゃ、まず最初にこれを覚えないと、なんにも出来ないんですよ？　ちなみに、人間とか、ドラゴンとか、血が通ってる対象には効きかないから、ドラゴン退たい治じには、ぜんぜん役にたたないんですぅ。困こまったちゃんですねぇ☆」


　てへっ、と頭に手をやり、照れるミニィちゃん。


　残像を出し、岩を砕くだくブリッコ、か……。


　ますます変な女の子になって帰ってきちゃったなぁ、ミニィちゃん……





　　　　※




「マーガス、次、どっちだっけ？」


　先頭を行っていたドノヴァンが聞いてきた。


「次は、右に曲がって、突き当たりを左。そしたら、あの螺ら旋せん階かい段だんに着くぞ」


　さすがに、戦せん闘とうしながらなもんだから、以前マジックドールの道案内で来た時よりは時間がかかったけれど。オレ達は一時間ほどで、再ふたたびホリィの部屋に到とう着ちやくできそうだった。


「しかしアンタ、よく道覚えてるわねぇ……」


　隣となりでイッコが、呆あきれるように言う。


　なんか……さすがレンジャーの卵たまご、とか言われそうな話の流れだな……。


　話題、変えとこ。


「あれ、そういやイッコ、目ぇ開けてるけど……いいの？」


「ん？　ああ、そうねぇ。ドノヴァン達が暴あばれすぎないように見み張はったり、あと、それ以前に、さすがに薄うす目めで戦場を歩くワケにはいかないと思って、目ぇ開けてたんだけど……無意味だったねぇ」


　イッコは振ふり向き、後ろに続く光景を見て苦く笑しようした。確かにオレ達、ほとんど何もしてないからなぁ……。


　ブンブンブンッ！


　スパパパパパパパ！


　バッキャアアア！


　深夜のサンク・マリカに、テンポよく破は壊かい音が響ひびく中。


　オレ達は、ホリィ部屋に続く壁かべ沿ぞいの螺旋階段に到着！


　ダダダダダッ！　勢いきおいそのままに戦闘しつつ、オレ達五人は階段を駆かけ上がっていく！


　ドカッ！　ドノヴァンに殴なぐり飛ばされたマジックドールが、中央の吹ふき抜ぬけへ落下！


　スパパパパパパパ！


　バッキャアアア！


　鳴り続ける破壊音！


　振り向くとそこには、スクラップと化したマジックドールの山が延々続く。


　す、凄い……凄すぎる……。一〇〇体全部、倒たおしちゃうんじゃ……。


　そして、オレ達はとうとう、ホリィの部屋へと続く白い扉とびらに到着した。


　ノン、まだいるよな!?


「行くわよっ」


　いつの間にか先頭にポジションチェンジしたイッコが、ドアノブに手をかけ──そしてオレ達は、再さい度どホリィ部屋へ突とつ入にゆうした。





　バカバカしいほど、明るく光るシャンデリア。床ゆか一面に広がる、真っ赤なカーペット。純じゆん金きんのテーブル。見るからに柔やわらかそうな、高級ソファー。前に来たときと、まったく同じ光景。


　しかし、部屋の主ホリィは、真っ赤なカーペットの上で巨きよ大だいなスーツケースに服をつめこもうと格かく闘とうしている最中だった！　よし、とりあえずは間に合ったみたいだ……。


　しかし……ホリィの姿すがたはあるけど、ノンの姿は見当たらない？


「な、なんだよう、キミ達！　ボ、ボクのマジックドールは!?」


　ホリィは、少なからず驚おどろいた顔で、オレ達に聞いてきた。


「さあね。とにもかくにも、アタシらがここに来た以上、アンタに旅行なんか行かせないわよ。さあ、ノンを返して」


　ずんずんホリィに詰め寄っていくイッコ。


「ヤ、ヤダ！　きょ、今日は遊びに来ちゃいけないって、ボク、ちゃんと言ったでしょ！　帰ってよ！　また、キミ達だけのけ者にするぞ！」


「ここまで来たアタシらが、そんな脅おどしに屈くつするかっての。そんな事どーでもいいから、ノンを出しなさいよ！　ノン、どこ!?」


　イッコはドンッ、とホリィを押おしのけ、部屋を探さがし回り始めた。


「イッコさん！　見つけました、こっちです！」


　見つけたのは、さすがと言うかなんというか、デクさんだった。


　ノンは、部屋の隅すみにあった天てん蓋がいつきのベッドの中で、スースー寝ね息いきを立てていた。


「ね、寝てる……？　のんきな……」


「アホ！　ホリィになんか飲まされたに決まってるでしょ！」


「え？　……オイ」


　オレは、ホリィの顔を見た。


「だ、だって……ノンさん、一いつ緒しよに旅行に行ってくれないって言うんだもん」


　ホリィが、言いわけがましく言う。


「そ、そっか。いくらノンでも、さすがにこんな状じよう況きようで自然に寝るわけないか……」


「当然でしょ、ったく。デクさん、ノンをお願いね。さっさとエクスに連れて帰りましょ」


「ヤ、ヤダ！　連れて帰っちゃダメ！」


　とたたた。ホリィは、出入り口を塞ふさぐように、オレ達の前に立ちはだかった。


「アンタねぇ……しつこい男は嫌きらわれるよ？」


　うんざりした顔で言うイッコ。


　しかしホリィは、真っ赤に充じゆう血けつした目を潤うるませ、鼻をズビズビすすらせながら言う。


「グスッ、グスッ……ボクは諦あきらめないぞ……。ノンさんが、一緒に旅行に行くって言うまで、ノンさんは返さない……見てろよ」


　ゴゴゴゴ……ホリィの表情が、やけに根こん性じようの入った顔になりつつある。


　なんか……嫌いやな流れになってきたな……。


　こういうタイプは、追い込むと、何するか分かんないんだ……。


　ホリィは、袖そででゴシゴシと涙なみだを拭ぬぐうと。キッと前方上空の壁を睨にらみつけ、短く叫さけんだ。


「来い、メタル・ウィンドウ！　お前の出番だぞ！」


「……メタル・ウィンドウ？」


　オレ達は、何がメタル・ウィンドウだよ、って感じで、つられて上を見る。


　次の瞬しゆん間かん！


　ヂ──ッという奇き怪かいな音とともに、壁の一部に赤い線が走り始めた。ボコン！　赤い円を描えがかれた壁は、そのまま抜け落ちて落下！　その隙すき間まから！　金色の大きな影かげが跳ちよう躍やくした！


　ズッシャアアア、途と方ほうもなく体重が重い事を証しよう明めいするような、着地音。サンク・マリカが一瞬、震ふるえた！


「な、なななな……」


「こ、これがメタル・ウィンドウ……？」


　目の前に現れたメタル・ウィンドウとやらに、圧あつ倒とうされるオレ達。


　メタル・ウィンドウの外見を説明するならば、木の葉が生えるべき場所から、お札が生えている、悪あく趣しゆ味み極きわまりない黄金の木──って、コレ！　サンク・マリカの上にあった、ライブウィンドウの巨きよ大だいオブジェか!?


「ふっふっふ、どうだ、驚いたか！　メタル・ウィンドウは、他のマジックドールとは全然違ちがうんだぞ！　オズが、最初から戦せん闘とう用に作った、Ａ級ドラゴンにも匹ひつ敵てきする強さの傑けつ作さくなんだ！　特注でライブウィンドウのオブジェ型にしてもらったから、一億ドルクもしたんだぞ！」


　ひょこっ。メタル・ウィンドウの枝えだの上によじ登ったホリィが、得意げに言う。


　お前、無む駄だ遣づかいしすぎだよ……。


　しかし、神こう々ごうしく光るそのボディ、そしてその圧倒的な大きさ……ホリィの言うとおり、これは不気味な強さを感じる……。


　ドノヴァンやデクさんの攻こう撃げきも、あの装そう甲こうの前じゃ、効果薄うすそうだし……。


「これじゃ大きすぎて、ミニィの髑髏どくろ石拳セツケンも通りそうにないですぅ」


「やっぱり？」


　ミニィちゃんの技わざも、通用しないらしい。


「ねぇ、ホリィ。アンタ、このメタル・ウィンドウ、何体持ってんの？」


　イッコがいきなり、妙みようなことを聞いた。


「ん？　これ一体だよ？　今年の誕たん生じよう日びに、ばあやに買ってもらったから」


「そう、よかった……一体ね」


　ニィ、と何な故ぜかこの状況で不ふ敵てきに笑うイッコ。何笑ってるんだ？　と思ったんだけど、周りを見ると、なんとドノヴァンとミニィちゃんもニコニコ笑ってる。


「な、なにがオカシイんだよう！　潰つぶされたくなかったら、早くでてけよう！」


　ホリィが叫ぶ！


「そ、そうだよ。何笑ってんの、お前ら？」


　別にホリィの味方じゃないけど、オレもホリィに続く。


「マーガスさん、忘わすれたんですかぁ？」


　ミニィちゃんが、甘あまい声でオレに言う。


「一体倒せばいいだけなら、彼女は、誰だれにも負けない」


　ドノヴァンも続く。


　あっ！　そ、そうか!!　そうだった！


　慌あわててオレは、イッコの方を向く。





「やっとこさ出番ね！」


　たすきがけにして背せ中なかで抱かかえていた、巨大な剣けんを両手に持ち替かえ。


　シャアア──鞘さやから刀身を抜き出すイッコ。


　そこに現あらわれたのは、イッコよりも大きい、バカみたいに大きな剣！


「お待たせ、ビッグバン・ソード……じゃなかった。あなたは、生まれ変わったのよね」


　ブンッ！　切っ先を、黄金の大木、メタル・ウィンドウに向かって突つきつけるイッコ。


「あなたの名は、今日からビッグバン・ソード・グラビティ!!　アタシの邪じや魔まをする人間、ドラゴン、障しよう害がい物ぶつ、すべてを！　一いつ切さい合がつ切さいなぎ払はらってくれる、最強の相あい棒ぼう!!」


　ビッグバン・ソード・グラビティ！　また物々しいネーミングだなぁ！


　オレは、すっかり忘わすれてた。ミニィちゃんの持ち帰った『水すい龍りゆう石せき』で、ジャンの『アモスの剣』が完成したように。


『重力石』を組み込こむことによって、イッコの『ビッグバン・ソード・グラビティ』も完成したんだった！


　ビッグバン・ソードっていうのは、ケンジがイッコの注文に合わせ作った〝女の子でもぶんぶか振ふり回せる巨大な剣〟がコンセプトの、イッコのためのマイ・ウェポン。


　威い力りよくは尋じん常じようじゃなく、あの灼しやく熱ねつ竜りゆうの鱗うろこすら砕くだくほどなんだけど、最悪一回、どんなにもっても二回使えば砕け散っちゃうのが問題点だった。


「え、でも、一体倒せばいいだけなら誰にも負けないって？　オレ、イッコがビッグバン・ソードの説明受けてるとき、ジャンとデクさんのジャンケン見てたから、そんなに詳くわしく聞いてないんだけど……前のビッグバン・ソードとどう変わったの？」


　メタル・ウィンドウに切っ先を突きつけたままのイッコに聞く。


「まず、モチロン変わったのが、強度ね」


「ああ、そりゃそうだよなぁ」


　やっぱり、そこが一番の問題点だったもんな。二撃で壊こわれるんじゃ、戦闘じゃ使いものになんないし……。威力を抑おさえてでも、強度はあげるべきだ。


「前は、うまくいけば二回使えたけど」


「うんうん」


「グラビティは、一回使えば絶ぜつ対たい壊れるようにしてもらったわ」


「えぇっっ!?」


　首を痛いためそうな速度で、オレはイッコの方を向いた。


「ダ、ダメじゃん！　なに考えてんの!?」


「前から、二回って中ちゆう途と半はん端ぱで嫌いやだったのよね。一回のほうが潔いさぎよくていいじゃない？」


「ちがっ、潔いとか、そういう問題じゃなくて！」


「まぁまぁ、あわてなさんな。その代わり、威力は飛ひ躍やく的に向上したのよ？　斬きった相手の重力をゼロにする重力石のおかげで、ケンジ曰いわく、ぶっ飛ばした相手の飛ひ距きよ離りは、前のビッグバン・ソードの五倍から六倍……」


「……なんでそんなに飛距離を重じゆう視しすんの……？」


　オレには理り解かいできん……。


　とはいえ、前方でオレ達を威圧してるメタル・ウィンドウを見ると、この状じよう況きようでイッコがビッグバン・ソードを握にぎってくれてることが、かなり心強い。


「てなワケで。登場早々悪いんだけど、メタル・ウィンドウ君には退たい場じようしてもらうわ」


　スッ。ビッグバン・ソード・グラビティを水平に構かまえて、踏ふみ込もうとするイッコ。


「ちょちょちょ、ちょっと待って！　ちょっと待って！」


　メタル・ウィンドウの上で、ホリィが慌あわてて叫さけぶ。


「なによ？」


「危あぶないなぁ、もう。一回ボクに説明させてよ。ほら、見てて？」


　ホリィは、枝の上で自分のマントを脱ぬぐと、それをおもむろにオレ達と巨大オブジェの間にひらひらと舞まわせた。その瞬間！　ヴン！　巨大オブジェの中心地点に、二つの、目のような穴あなが開き……


　ジュッ！　焦こげ臭くさい匂においと共に、二本の熱線が放たれる！


　熱線を浴びた瞬間、マントは炭と化し、床ゆかに落ちた衝しよう撃げきでボロッと崩くずれ落ちた……。


「いまのは、メタル・ウィンドウ砲ほう。ボク以外の人間の姿すがたが、半径一メートル以内でカメラに映うつると、自動的に魔ま導どうエネルギーの熱線を発射して、どんなものでも灰はいにしちゃうんだ。だからやめておいたほうがいいよ。死んじゃうよ？」


「……うーん」


　オレとイッコは、顔を見合わせた。


　確かに、このまま突っ込んだら、イッコは灰になるだけだ……。


「ミニィが、あの子の所まで飛んで、あの木の目をツブしてきましょうか？」


　ミニィちゃんが、小声で耳打ちしてくる。


「……いや。さすがに熱線よ？　避よけられないかもしんないし。それより、もっと簡かん単たんな方法があるわ」


　ニッ、と笑い、オレを見つめてくるイッコ。


「は？　オレ？　オレがなんとかすんの？」


「アンタ、ミニィに地じ獄ごくの薔ば薇らとかいうの、貰もらってたでしょ？　あれでさぁ……」


　イッコがボソボソと作戦を耳打ちしてくる。……なるほどぉ。


「なんかでも……恥はずかしいなぁ。キザすぎない？」


「それしかないでしょうが！　ほら、さっさとやる！」


「……クソォ」


　スッ。オレは、ウェストポーチに手を入れた。


　それを見たホリィ、慌てて叫ぶ！


「な、なにをするんだよう！　撃うつぞ！」


「や、ちょっと待って待って。何もしない。花を出すだけ」


　オレは、少し緊きん張ちようしつつ、ウェストポーチから地獄の薔薇を出して見せた。


　さて、あとはこの薔薇を──と思ったら！


「あ、マーガスさん、言い忘わすれてましたぁ。地獄の薔薇は、一回口にくわえて、切っ先を湿しめらせてからじゃないと効こう果かを発動しませんよ☆」


　ここに来て、ミニィちゃんがトンデモナイことを言い出す。


「えぇぇっ!?」


　く、口にくわえるだとぉぉ!?　薔薇を!?　オレが!?


「マーガス、なにやってんの!?　命がけのピンチなんだよ、真ま面じ目めにやって！」


　イッコが、怒ど鳴なるが……オイ、顔が笑ってんぞ。


「くっ……こうなりゃもうヤケクソだ！」


　バァァン！　オレは薔薇を口にくわえ、さらに思わず両手を広げてみせた。


「だぁーっはっはっはっは！」


　途と端たん。イッコ、ドノヴァン、デクさん、ミニィちゃんが、爆ばく笑しようする。


「に、似に合あわないねぇ……キミ」


　ホリィに至いたっては、珍ちん獣じゆうでも見るような、同どう情じようまじりの目つきでオレを見ている。


　く、こ、こんなヤツに……。


「で、その薔薇をどうするの？」


　完全に油ゆ断だんしたホリィが、聞いた瞬しゆん間かん！


「こうすんのさ！」


　ビュッ！　オレはシャンデリアに向かって、地獄の薔薇を投げつけてやった。


　とすっ、シャンデリアに、薔薇が刺ささった音がする。


「ふっ、気をつけな、坊ぼう主ず。キレイな薔薇には、トゲがあるんだぜ……」


　雰ふん囲い気きに流され、オレは思わず、そんなキザなキメ台詞ぜりふを言ってしまった。


「だぁーっはっはっは！　カ、カァッコイイよ、マーガス！」


「ちょ、え？　え？　な、なにしてんの？」


　爆笑するイッコとは対照的に、意味不明なオレの行動に、困こん惑わくするホリィ。


　そして、とうとう地獄の薔薇が発動！


　グシュババババ！　凄すさまじい勢いきおいで、太く長い茨いばらがシャンデリアを覆おおい、締しめ付け！


　パラパラ、と硝子ガラスが舞い散る中、シャンデリアは、灯あかりとしての役目を果たさなくなる。ほぼ真っ暗に近くなる、ホリィ部屋！


「わ、わぁぁあ!?」


　パニックになったホリィの声。


　そして、オレは見た。暗くら闇やみの中、メタル・ウィンドウの下に潜もぐり込むような低い姿し勢せいで、間合いを詰めるイッコを。


「ここ最近、アンタのせいでイライラしっぱなしだったわ、まったく……」


　両手で握にぎり締しめた剣けんが、背せ中なかにつきそうなくらい、体を思いっきりひねる！


「うあああ、だから、フランの外まで──飛んでけぇえええええ！」


　ブォォ、バネを最さい大だい限げんに活いかした、イッコのビッグバン・ソード・グラビティの一撃が、メタル・ウィンドウに直撃！


　ドカァアアアアン！


「うぉ!?」


　鼓こ膜まくが破やぶれそうな爆音と衝しよう撃げきに、オレは一瞬目をつぶる。


　次の瞬間。もう一度目を開けた時、そこには想そう像ぞうを絶ぜつする光景!!


「お、おおお!?」


　メタル・ウィンドウの姿は、跡あと形かたもなかった！


　そして、オレ達の左前方には、大砲でも撃うち込まれたように崩ほう壊かいしてるホリィ部屋の壁かべ。その巨きよ大だいな穴あなからは、フランの街まち並なみが覗のぞけてしまう……。


「ほら、見てみなよ、マーガス」


　スッ、と外を指差すイッコ。
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「あ！　メタル・ウィンドウ!?」


　一瞬だったけれど、オレは凄すさまじいスピードで夜空の向こうに遠ざかっていく、黄金の大木の姿を見た。すぐに夜空の黒に紛まぎれ、メタル・ウィンドウが見えなくなる。


　あのままいけば、余よ裕ゆうでフランの外まで飛んでいきそうだ……。


「またしばらくお別れね、相あい棒ぼう。すぐ直してもらうからね……」


　イッコは取っ手以外、粉々に粉ふん砕さいしたビッグバン・ソード・グラビティを握り締めながら。しばらく穴からフランの街並みを眺ながめていた。





「ボ、ボクのメタル・ウィンドウが……」


　部屋の中央で、腰こしを抜ぬかしたように転がっていたのは、ホリィだった。


「あら？　アンタ、一いつ緒しよに飛んでかなかったんだ？」


　イッコが、悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべ、ホリィに接せつ近きんする。


「これで、アンタにアタシ達を止める手しゆ段だんはなくなったわね。ノンは返してもらうわよ？」


　デクさんが抱かかえるノンに向かって、近づいていくイッコ。と、その時。


「ありがとー、イッコちゃん、みんな。来てくれたんだねー」


　デクさんの方から、ノンの声がした。


「ノン！」


　全員、声のした方に駆かけ寄よる。目を覚ましたんだ！


「デクさん、ありがとー。よいしょっと」


　ノンは、デクさんの腕うでから降おりて、床ゆかに足をつける。デクさんは少し残念そう。


「ゴメンねー。任まかせなさい、なんて言ったのに、いつのまにか私、寝ねてたみたーい」


「あっはは。いいよいいよ。とりあえず今日は、一いつ旦たん帰りましょ。とても、話し合いができる雰ふん囲い気きじゃないし」


「ヤダ！　帰っちゃダメ！」


　しかしホリィは諦あきらめなかった。ノンに至し近きん距きよ離りまで接近し、


「ノ、ノンさん！　ボクのお嫁よめさんになってください！　お願い、お願い、お願い！」


　なりふり構かまわず、土ど下げ座ざする格かつ好こうでノンに頼たのみ込こむ。コイツは……。


「往おう生じよう際ぎわ悪いわねぇ……。ノンはねぇ」


　イッコが、ホリィを諭さとそうとする。と。


「あのね、ホリィくんー」


　ノンがホリィに近寄り、しゃがみ込んで話しかける。


「わたしなんかのこと、好きになってくれて、本当にありがとー。でもね。ホリィくんが私のこと想おもってくれてるのと同じくらい……ううん、それより、もっともっと強く、私はデクさんのことを大好きなんだー」


　ノンが、デクさんを見て微笑ほほえみかける。


　ドサッ。何かが倒たおれる音。


　……どうやらデクさんが、嬉うれしさのあまり、気絶したらしい。……デクさ～ん。


「だから、私、デクさんと結けつ婚こんするね。ごめんね」


　それだけ言うと、ノンは立ち上がり、気絶したデクさんの方へ向かった。


　ふう～～。


　やっぱり、同じ男として、フラれたホリィはかわいそうに思えなくもないけど……とりあえず、ノンとホリィの件けんは、決着がついた感じかな。


「……もういいよ」


　と。床に座すわり込んで、床を眺めてたホリィが、唐とう突とつに言った。


　？　意味がわからず、オレやイッコは黙だまって、ホリィの次の言葉を待つ。


「もういい。もう、エクス・ガリバーは許ゆるさない。ノンさんだって、許さない。もっともっとお金を積んで、お前ら七人を、フラン中でいぢめてやる……」


　暗い声で、ボソボソと脅おどしをかけてくるホリィ。


　ちょうど、その時だった。


「夜明けだ……」


　最初に呟つぶやいたのは、ドノヴァンだった。


　パァアアア──ほぼ暗くら闇やみだった室内に、明かりが射さしてきた。


　お、おお、すっげー！　日の出をちゃんと見るのってよく考えたら初めてだけど、太陽って、最初に顔を出した時は、まるで金色じゃないか！


　そして、同時に、ざわざわ……サンク・マリカ大聖せい堂どうの外から、騒さわがしい声が聞こえ始める。


　来た……！　来てくれたんだ！　ケンジ達が集めてきてくれた、ミニィちゃんの〝とっておきの作戦〟に賛さん同どうしてくれた人達が！


　オレは、イッコに目で合図した。頷うなずいたイッコ、ホリィを脇わきから抱かかえ、自分で開けた大おお穴あなの前までズルズルと引っ張ぱって行く。


「誰だれがアタシ達をいじめるって？　あんましフランの人間、見み損そこなうんじゃないわよ」


　グイッ、無理やりホリィの首を押おし出し、外の光景を見せつけるイッコ。


　そして、オレも、ドノヴァンも、ミニィちゃんも、それから、気絶したデクさんに肩かたを貸かしていたノンも。大穴に近寄り、外の光景を確かく認にんする。


　そこに広がっていたのは、痛つう快かいな光景だった。


「待たせたな、エクス・ガリバー！」


　野太い声が、ホリィの部屋まで届とどく！


「てめぇ、ホリィ！　とうとうノンちゃんをさらっていったらしいじゃねえか！」


「いいか、よく聞け！　フラン、東西二番街かい道どう、合同極ごく秘ひアンケートで！　上じよう司しにしたいお姉さん部門第一のイッコさん、妹にしたい女の子部門第一位のミニィちゃんに並ならんで、ノンちゃんはお嫁さんにしたい女の子部門、五ヶ月連続で一位なんだぞ！」


「そうだそうだ！　ノンちゃんは、二番街道の、癒いやし、母ぼ性せい！」


「そのノンちゃんにまで手を出したとあっちゃ、さすがにオレ達シカトできねぇ！」


　今度は、さっきより少し若わかい男の声がこだまする！　ていうか、そんなアンケートあったんだ!?


「だいたいなによ、武ぶ器き屋やに冷たくしろって！」


「そうよそうよ！　そんなルール、最初なかったでしょ!?」


　続いて、甲かん高だかい声の、主しゆ婦ふっぽい女性の声。


「というワケで！　ワシらはライブウィンドウとの契けい約やくは、すっぱり打ち切らせてもらうぞ！　なーに、ちゃんと金は返す！　今まで世話になったな、小こ童わつぱ！」


　今度は、明らかに老人の声。


「あっ！　ケンジだ！」


　ケンジを見つけたのは、イッコ。眼がん下かに広がる集しゆう団だんの一点を指差す。


　そこは、その集団の先頭だった。


　そこには、七色のモヒカン頭のオッサンの右肩に乗せられたケンジの姿が！　運んでるのは、デス・ヘッドのマスター！　さらにマスターの左肩には、あの服屋のマダムが乗ってる！　すっげぇ、よくあんなの運べるなぁ！


「お～い！」


　そのマスターの後ろで、弱々しく手を振ふってるのは、時計屋のニイちゃん！


　ようし！　来た、来てくれたんだ！　今見た段だん階かいでも、一〇〇人はいるだろうか!?


　まさに、老若男女勢ぞろい！　しかも、まだ序じよの口と言わんばかりに、大聖堂の前に、続々とフランの住民が集結しつつある！


「すっごぉ。こんなに呼んで来たの、ケンジ達……」


「うん、こんな大事になるとは……」


　オレ達はまじまじと、集まってくる人たちを眺める。


　実は高いノンの人気と、フランの人達が、根っこはお人よしだって信じて実行した、〝とっておきの作戦〟。


　それは、ただ単たん純じゆんに。オレ達がサンク・マリカに乗りこんでる間に、ケンジと、そして、デクさんの貸かしてくれた人材に動いて貰もらい。


　ノンが、さらわれた。助けて欲ほしい。


　もし力を貸してくれるなら、日の出までに、サンク・マリカ大聖せい堂どうに来てくれ。


　ちょっと大ゲサなこの情じよう報ほうを、フランの民家に、流せるだけ流しただけだ。


　こんな、あやふやで、しかもウサン臭くさい情報に、こんなにも人が集まってきてくれた。たぶん、強きよう制せい的にとは言え、オレ達を少しの間ノケものにしてた後ろめたさの反動なんだろうなぁ。みんな、気に病やんでくれてたんだ！


「そ、そんな……お金、いっぱいばらまいたのに……」


　ヨロヨロと立ち上がり、蒼そう白はくな顔で外の光景を見つめるホリィ。


「さて、それじゃ、借りた三〇万を返して、契約破は棄きといきますか！」


「オ──ッ！」


　大歓かん声せいとともに、サンク・マリカに向かって、集結した住民が何かを投げつけ始めた。


　投げられるのは、なんと、お札の束！


　バサッ、バサッ！　バサッ、バサッ！


「ひゃあああああ、なんて光景なの!?」


　イッコが、悲鳴のような歓声をあげる。


　紙ふぶきのように、お札が朝焼けのフランに乱みだれ飛ぶ。


　うっはー、こりゃ、とんでもなくバチ当たりだ!!　すっげぇ！


　バシッ。


「あっ」


　札束が一つ、ホリィの顔面まで飛んできて、軽くヒットした。


　ふらふらと後こう退たいし、そのまま床に大の字になって倒れるホリィ。


「お、おい、大だい丈じよう夫ぶか？」


　ホリィは、そのまま目を腕うでで覆おおいながら、ピクリとも動かない。まさか、お札に当たって死ぬなんてこと、ないと思うけど……。


　ぴくんっ、とホリィの体が上下した。そして、グスッ、グスッと鼻水をすする音が聞こえる。また泣き始めたな、こいつ……。


　どう扱あつかったらいいものやら……困こまってしまったオレ達は、顔を見合わせる。


「ボク……もうおウチに帰りたいよう……うわぁぁあああああん！」


　目を腕で隠したまま、ホリィがますます号泣し始める。


　なんか、だんだん怒いかりも失うせてきたなー……。


「アンタねぇ……自分で商売修しゆ行ぎように来たんでしょ!?　この程てい度どのトラブルで、ガタガタ泣いてんじゃないわよ！」


「グスッ、グスッ。でも……」


「オカンに通帳借りるなんてズルじゃなく、自分の力で金稼かせいでみなさいよ！　ま……先せん輩ぱい商売人として、困ったときは、協力してやるからさ」


「グスッ、グスッ。ホ、ホントに……!?」


　ホリィの目が、半信半はん疑ぎでイッコに向けられる。


「その代わり。二度と、ノンには手を出さないこと。エクスの前のライブウィンドウ・ブレイドを、即そく閉店させること。約束できる？」


「する！　するする！」


「あーっと、それからもう一つ。この部屋に住むのはやめてちょうだい。この部屋は、アタシが何年も前から、先に予約してんの。部屋が見つかるまで、エクスの部屋を貸してやるから、即そつ刻こく、荷物まとめな」


「うん！　うん！」


　ホリィは何度も頷うなずき、さっそく部屋の私し物ぶつを片かたづけ始める。
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「なんだ。……イッコにしちゃ、甘あまいじゃん」


　オレは、イッコの肩かたをぽん、と叩たたいた。


「そーお？　ま、なんだかんだでコイツ、アタシ達より年下なのに、一人でフランに乗り込こんできて、こんだけ大おお暴あばれしたからね。そういう意味じゃ、一目置いてるのかもね」


　せこせこ動き回るホリィを見て、ため息を一つつくイッコ。


「ま、なんにせよ、これで終わったわね……」


「うん。しかし長かったなぁ……」


　ホント。そんなに長期間戦ってたワケじゃないけど、すごく長く感じたなぁ……。


　とりあえず、これでホリィがオレ達の邪じや魔まをすることは、なくなったワケだ。










　パート６・七人、結けつ婚こん式しきをプロデュース!!







　ひとまず、オレ達の決着はついたわけなんだけど。


　大聖せい堂どうの前にいる人たちの盛もり上がりは、全然おさまっていなかった。


　おさまるどころか、どんどん人は増ふえ、ますます盛り上がってる気すらする……。


「なんか、お祭りみたいになってきたなぁ」


「とりあえず、ノンは解かい放ほうされて、エクスとライブウィンドウの対立もなくなったこと、報ほう告こくしとかないとね」


　そう言うと、イッコは報告すべく、大おお穴あなに向かって歩き出した。


　しかし、ふと足を止める。


「……ねぇ、せっかくこんなに盛り上がってるんだし……ノン、ここで結婚式、やっちゃったら？」


「へぇ!?　お、おい、イッコ!?」


　振り返ったイッコが、ノンに向かってとんでもないことを言った。


「むーん、でも、お母さんやお父さんが……」


「それはそれで、また今度、ちゃんと結婚式やればいいじゃない！　とりあえず今日は、エクス・ガリバー流の結婚式をやっちゃうのよ！　朝焼けの中、サンク・マリカの最上階で、こんなに大勢の人に集まってもらって結婚する……ドラマチックゥ！」


　一人で勝手に盛り上がり始めるイッコ。


「むー」


　ノンは、少し考えこむ表情。


「や、やりましょう、ノンさん！」


　ノンに膝ひざ枕まくらされていたデクさんが、いきなりムクッと起き上がった。


「あ、デクさん、おはようー」


「はいっ！　おはようございます！　ノンさん、ボクは、こんな結婚式を夢ゆめ見みていました！　きっと、一生の思い出になる！　ノンさん、ダメですか!?」


　デクさんに熱く言われ、むー、とますます考え込むノン。


　しかし。やがて、納なつ得とくしたようなスッキリした顔をすると、ノンは意外なことを言い出した。


「じゃあ、デクさん。デクさんに、一つだけ、わがまま言っていいー？」


「えっ……！　い、いまなんて？　本当ですか？」


　わがままを言う、と言われたデクさんは、何な故ぜかめちゃくちゃ嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。


「いままで、たったの一回もノンさんは、ボクにわがままを言ってはくれなかった……そのノンさんが、とうとう、ボクにわがままを……嬉しすぎる！」


　ブルブルと感動に打ち震ふるえるデクさん。わがままを言うって言われて、この喜びよう……おかしなカップルだなぁ。


「わかりましたノンさん！　なんでもわがまま言って下さい！　さあ！」


「えへへー、じゃあ。あのね、デクさん」


「はい？」


「アタシ、結婚しても、エクス・ガリバー、辞やめたくなーい！」


　そう言った後、ノンは少しはにかんだ。


　オオッ！　オレとイッコは、気になる展てん開かいに、思わず体を乗り出した。


　言われたデクさんは、困こまった表情になってしまう。


「いや……それだけはちょっと……ノンさんに、苦労かけたくないし……」


「あらぁ？　やっぱりデクさん、ノンのわがまま聞かないみたいよ？」


　イッコが、わざとらしいくらい、大声で言った。オレも当然のように加か勢せいする。


「ホントだ。わがまま一つ聞いてやれないなんて、あの人、ホントにノンのこと好きなのかな……？」


　オレのセリフを聞いて、ぐっ、と呻うめくデクさん。


「デクさん。おねがーい。ちゃんとウチの仕事もやるし、毎日働きに行ったりしないから。たまにでもいいのー。お願い、お願い、おねがーい！」


　ノンが、ホリィばりの拝おがみ倒たおし攻こう撃げきをしかける。


　しばらく、ぐぅぅ、と唸うなっていたデクさん。


　しかし、とうとうついに。


「……わかりました」


　オォーッ!?　デクさんが、折れた!?


「もし、もっともっと一いつ緒しよにいたくなったら、ボクが仕事を辞めればいいだけですしね」


　平然と、恐おそろしいことを言うデクさん。さ、さすが……。


「ノン……って事は!?」


「エクスに残るのか!?」


　オレ、イッコ、ドノヴァン、ミニィは、ノンの周りに集結！


「交こう渉しよう成立だよー！　みんな、これからもよろしくねー」


　ぶいっ、とピースサインを繰くり出すノン！


　おっしゃああ！　ノンの周りのオレ達四人は、ハイタッチ！


　これで、また七人で働ける！　よし、よし、よし！


「盛り上がってきたわぁ！　これで心置きなく結婚式をプロデュースできるわ！　ノン、デクさん、準じゆん備びはいい？」


「うんー！　あ、でも、デクさん、結婚式やるんだったら、髪かみ形がたは戻もどさなきゃね！」


「え？　あ……」


　ノンは、珍めずらしくちょっと強ごう引いんに、デクさんのオールバックをくしゃくしゃとかき乱みだし、最初にエクスで見た、目が隠かくれてしまう、あのボサボサヘアーに戻してしまった。


「ちょ、ちょっとノン！　なんで戻しちゃうのよ!?」


「えー……だって、こっちのほうが、カッコイイんだもん……」


　ゴニョゴニョと、照れて言葉を濁にごすノン。このセンスだけは、理り解かいできん……。


「まぁ、アンタがいいなら、それでいいけどさ……。おっしゃ！　結婚式、始めるわよ！」


　そう言うと、イッコは朝日が差し込む大おお穴あなへ、勇ましく歩いていった。





「みなさーん！　おはようございまーす！」


　眼がん下かに広がる大観かん衆しゆうに向かって手でメガホンを作り、大声で語りかけるイッコ。


「ウオオオ！　オハヨウゴザイマァァァス！」


　完全にお祭りモードで、テンションあがりまくりのフランの人達が、大声で返事を返してくる！


「まず、最初に、報ほう告こくしまーす！　みなさんの、勇気あるデモのおかげで、アタシ達と、それからノンは、ライブウィンドウから解放されました!!」


　ワァアアアアアアア！　巻まき起こる、大歓声！


「これからも、西二番街かい道どうの武ぶ器き屋や、エクス・ガリバーを、どうぞごひいきに！」


　ワァアアアアアアア！　再ふたたび巻き起こる、大歓声！


　しっかしイッコって、物もの怖おじしないなー。緊きん張ちようとかないのか……？


「さてー。ここからは、まったく、ぜんぜん別の話題でございまーす！　実は、ウチの店員のノンが、この度結婚する運びになりました！」


　ザワザワザワザワ……今度は逆ぎやくに、観衆たちはざわめき始めた。


「知ってるよ」「ウソだろ、ノンちゃんが!?」「てか、だいぶ前に結婚式、してなかったっけ？」「おい、オレは許ゆるさんぞ！」……聞こえてくる声は、こんな感じ。


「ストーップ、ストーップ！」


　収しゆう拾しゆうがつかなくなりそうなので、イッコがそれを両手で制せいした。


「ノンの結けつ婚こんに、反対する人もいるかもしれません！　でも、ノンは、ダンナさんのことを、すっごく愛してます。ハッキリいって、ラブラブ、結婚に反対すれば、ノンは悲しみます！　もし、本当にノンのことを大事に思うなら、二人を祝福してあげて下さい！」


　イッコが、そう言い切る。


　でも、それに対しての、大観衆の反はん応のうは薄うすかった。


　どうも、まだ納なつ得とくしてない連中がいるらしい。


「……今日は、これから、ここで、ここにいる人だけで、二人の結婚式をやろうと思います！」


　オォォォオ、どよめく大観衆。


「しっかり祝ってあげて下さいね！　では、新しん郎ろう新しん婦ぷの入場です！　どおぞ！」


　イッコがパンパンパンパンッ、と手て拍びよう子しを始める。


　観客も、あ、手拍子なの？　って感じで、だんだん手拍子を始める。


　パンパンパンパンッ！　次し第だいに巻き起こる、数百人による大手拍子！　おわー、こりゃ凄すごいな！　ていうか、仕切るなぁイッコ！　天才的だよ。


　大手拍子に乗せられて、イッコと違い、さすがに少し緊張した面おも持もちで、ノンが大穴の前に現あらわれた！　オオオオオオオ、と野太い歓声が上がる！


「ノンちゃああん！」


「ノンちゃん、オメデトー！」


「でも、やっぱり結婚しちゃいやだぁ！」


　男性陣じんから、大歓声と絶叫！


　続いて、デクさんが大穴の前に、ぎくしゃくした足取りで現れる。


　どよっ、今度はどよめく観客達。


「おいおい、なんだあのボサボサした野郎は!?」


「あれが、ノンちゃんと!?」


「オレの方が、まだカッコイイぞ……」


　まるでジャンが言ったかのようなセリフが、やはり男性陣から飛び出す。


　どよどよ……混こん乱らんは、なかなか収おさまらない。


「チッ！」


　舌した打うちした司会、イッコが無言でデクさんの背はい後ごに忍しのび寄よった。そして、デクさんのおでこに手をあて、無理やり前髪をかきあげ、オールバックにしてしまう！


「ゲッ」「ウッ!?」「アッ！」


　デクさんの真のルックスを目まの当たりにした途と端たんに、一回り静かになる男性陣。負けた……という一言が、あちこちから聞こえてきた気がする。


「きゃ～～っ、カッコイイ!!」


「ウソ、フランにあんなイケメンいたっけ!?」


「お名前なんて言うんですかぁ!?」


　しかし、今度は女性陣が騒さわぎ出した。途端にイッコが、フンッ、とデクさんの前髪を下ろす。元のボサボサに戻る、デクさん。


　シーン。ようやく、男性陣も女性陣も静かな状じよう況きように落ち着いた。便利な頭だなぁ。


「さて、ノン、静かになったところで。結婚の挨あい拶さつなんかを、してちょうだいな！」


　コクッ、と頷うなずいて、一歩前に進み出るノン。


　しかし、その瞬しゆん間かん。


「ちょおおっと待ったぁあ！」


　イッコに勝るとも劣おとらない、バカでかい声が、なんと、オレ達の頭上から響ひびいてきた。


　何度も聞いたことのある、その声を聞いて、オレとイッコの顔は青ざめる。


「ジャン……！」


　穴あなから顔を出して、上を見る。


　そこにはなんと、両手を腰こしに当て、朝日に向かって仁に王おう立だちするメガネにつるっぱげの男。


　あの野郎、オレ達より高く──そう、サンク・マリカの本当の頂ちよう上じよう、サンク・マリカの大おお鐘がねに、いつのまにか昇のぼっていたのだ！　とんでもないヤツ！


「チッ」


　イッコが、舌打した。


「おとり役とはいえ、一番邪じや魔まなヤツの息の根を止めるのを忘わすれてたわ……」


「たしかに……ジャンのヤツは、ノンとデクさんの結婚を、まったく認みとめてないからな」


　ざわざわ……せっかく静まり返っていた観衆も、さらなる乱入者の登場に、再び騒ぎ出す。


「俺おれはぁ、ノンにぃ、一つだけ言いたいことがあって、参上したぁ！」


　サンク・マリカのてっぺんで、ジャンが叫ぶ。


「アイツ、まさか告白するつもりじゃ……」


　ゴクリ。唾つばを飲み込こむイッコ。


「そ、そんなバカな！　たしかに、この場面、このロケーションで告白したら、そうとうロマンチックだけど……そこまで恥はじ知しらずじゃないだろ!?」


「アイツを侮あなどっちゃダメよ！　せっかくの思い出の結婚式に、ミソがついちゃまずいわ……マーガス、地じ獄ごくの薔ば薇らでアイツを黙だまらせて」


「バ、バカ、そこまでできるか！　あ、こらっ！」


　イッコが、オレのウェストポーチから、無理やり地獄の薔薇を奪うばおうとする！　オレは、それを必死に阻そ止し！


「ノォォン!!」


　そんな中、さっきより大声で、ジャンが短く叫んだ！


　ヤバイ、やっぱり告白する気だ、アイツ！


　くっ、ダメだ。


　止めたいけど、さ、さすがに薔薇は投げられないよ！　間に合わない！


　ジャンが、ゆっくり口を開こうとする。


　ああ──終わった──。


「ノォォン！　デクさん！　結婚……オメデトウございまぁぁぁす！」


　早朝のフランに響き渡わたる、ジャンの声。


「ん……？」


「えっ？」


　取っ組み合いになっていたオレとイッコは、耳を疑うたがい、そしてジャンの方を見た。


「デクさん！　ノンはいい女だ！　もし、泣かせたり、不幸にさせたりしたら……俺だけじゃなく、フランの男、全員を敵てきに回すとそう思え!!」


　ジャンは、真ま面じ目めな顔で、そう叫ぶ。


　一瞬、ジャンと視し線せんをぶつけていたデクさん。しかし、迷まよいなく答えた。


「……分かってます。僕ぼくには、ノンさんが、自分が世界で一番幸せな女の子だって思えるようにしてあげる、責せき任にんと義ぎ務むがあります。……僕が、ふがいないときは、それこそ、みなさん敵になってくださってかまいません。その時は、僕はみなさんを倒し、またノンさんを幸せに出来る男に成長して、ノンさんの元に戻ってみせます!!」


　ジャンに負けないくらいの大声で、デクさんが言ってのけた。


　オォーオ……。その迫はく力りよくに、一瞬、サンク・マリカの周りは静かになる。


「末永く幸せにやれよ、コンチクショオオオオ！　夫婦喧げん嘩かなんかしたら、ぜってぇ許ゆるさねぇからなあああ！」


　ガランゴロン、ガランゴロン、ガランゴロン～♪


　調子に乗ったジャンが、とうとうサンク・マリカの大鐘を鳴らしつつ、絶ぜつ叫きよう！


　ワァアアアアアアア！　そのジャンの叫び声に、いままでよりひときわ大きい歓声が重なった。


　たぶん、この場にいたほとんどの人（たぶん、ノン以外全員）が、ジャンがノンのことをメチャクチャ好きだったということに、気づいたんだろう。


　そのジャンが、こんなにも祝福してる。自分達だって、祝福するんだ！　そんなムードが、オレ達にも伝わってくる。


「いやぁ……やっぱ、アイツを侮っちゃいかんね」


　ぽりぽり、とイッコが頭をかいた。


「ま、結局ああいうヤツだから、オレ達も一いつ緒しよに店やれてるんだろ？　でも、今回ばっかりは、オレの予想を上回ったけどさ……」


　ガランゴロン、ガランゴロン、ガランゴロン～♪


　しばらく、サンク・マリカからは、鐘の音が鳴り響ひびいていた。





　　　　※




「っと、それと、もう一つ！　ノン！　デクさんも！　それからお前ら、エクス軍団も！」


　鐘の音が鳴り止んだころ。ジャンが、頂上でさらに何かを言い出した！


「なんだよ……」


「そんなカッコで、結婚式なんかしてんじゃねぇ！」


「うーん、でも、これしか服ないよー？」


　ノンが答える。


「そのために、アイツが下でスタンばってるのさ。見ろ！」


　ジャンが、ビッと地上を指す。


　ザワザワ──ジャンの指先近辺の人達が、誰だれ？　誰？　と騒ぎ出す。少しずつ、その場から人が遠ざかっていく。


　そして、そのスペースに、ポツンと残されたのは……。


「ケンジ!?」


　そう、モヒカンマスターに肩かた車ぐるまされているケンジだった。


　ケンジは、少し恥はずかしそうに頰ほおを染そめていたけど、覚かく悟ごしたように、紙かみ袋ぶくろからごそっ、と何かを取り出した。


「あー！　あれ、私のウェディングドレスだー！」


　嬉うれしそうに、驚おどろくノン。


　たしかにそれは、一点の曇くもりもない、純白のレースのウェディングドレス！


　しかも、ノンが自分で作った、マイ・ドレスだった！


　さらにケンジは、大きな紙袋を二つ、上に上げて差し出す。あれ、もしかしてオレ達の分か？


　見ると、洋服屋のマダムがビッと親指を立ててオレ達に合図している。そっかぁ、あの人が用意してくれたんだ！


「というワケで、みなさん！　すぐ、すぐ着き替がえるんで！　ちょっとだけ待っててもらっていいですか？　しばしお色直しの時間で～す」


　そう言って、ジャンはてっぺんからおり始めた。





　オレ達は、ホリィ部屋の外、螺ら旋せん階かい段だんの上で、大急ぎでタキシードに着替えるハメになっていた。


　ケンジが持ってあがってきたのは、ウェディングドレスだけじゃなく、やっぱりオレ達の人数分のタキシード！


　あ、さすがにホリィの分はなく、ホリィは螺旋階段の下でイジけてるけど。


　ノン、イッコ、ミニィちゃんは、部屋の中で着替え中。


「あのマダムが、オレ達がハブられてた時、力になれなかったお詫わびにってくれたんだ」


　ジャンが言う。


「そっかー。そんなの、気にしてないのになぁ。それにしても……！」


　オレとジャンは、ニヤニヤとケンジを見る。


「な、なんスか？」


「や……なんか、お前のタキシードだけ、ワンランク上じゃねぇ？」


　そう、ケンジのタキシードだけ、胸むねの辺りに金の刺し繡しゆうが入ってたりして、ちょっと豪ごう華か。


「気のせいっスよ、気のせい」


　ケンジは言うが、断だんじて、気のせいではないだろう。


「しかし。意外にみんな、タキシード似に合あうじゃねぇか」


　ジャンが、感心するように笑いながら言った。


　確かに。あのマダムが、サイズをピッタリ見み繕つくろってくれてるせいもあるけど、ガタイのいいドノヴァン、逆に小さいケンジは、普ふ通つうの人がタキシードを着るよりも、少し目立ってイイ感じなのだ。


　まぁ、デクさんや、ジャン、当然オレも、めちゃくちゃ似合ってるんですけどね。フフッ。フフ。


　ガチャッ。ホリィ部屋の、白い扉とびらが開いた。


「きゃ～～☆　みんな、カァッコイイですぅ！」


　扉から出てきたのは、黒いドレスに袖そでを通したミニィちゃんだった。


　おお、ミニィちゃんも、もともとルックス自じ慢まんだけあって、ドレスが映はえる、映える！　ドレスは、ワンピースタイプのドレスで、スカートの下のほうが、レース地になってる。


「ちょ、ドノヴァンさん!?」


　眩まぶしいミニィちゃんの姿すがたに、くらっと倒たおれそうになってるドノヴァンを、ケンジが支ささえた。


「もう、準じゆん備びオッケーですよ！　入って、入って！」


　ケンジはほっといて、楽しそうに手て招まねきするミニィちゃん。


「ウェディングドレスとかって、着るのに時間かかりそうだけど、もうＯＫなの？」


「ノンさんが作ったドレスは、普通の服みたいに脱ぬいだり着たりできる、画期的なウェデングドレスなんですよー？」


　ミニィちゃんが、誇ほこらしげに言う。ふーん？


　オレ達は、部屋に入る。


「あら、けっこうイケてるじゃん！」


　胸もとの少し開いた、情熱的な赤のドレスを着たイッコが、オレ達を見て、さっそく茶化すように笑った。


　うわぁ、しかし、イッコもドレス似合うなぁぁあああ！……ゴホン。


　まぁ、あんまり気ぃ遣ってないハズなのに、スタイルはいいもんなぁ。


「ネクタイの締しめ方なんか、マーガスやジャン、知ってたの？」


「や。ケンジに教えてもらった」


「あはは、カッコわるっ！　年下に教えてもらってやんの！」


「ふふ。るさいなー」


　こんな、軽く言い合ってるだけなのに。なんか、異い常じように楽しいぞ!?


　どうもオレ達、こんな格かつ好こうすんの初めての貧びん乏ぼう人にんだから、恥はずかしいやら新しん鮮せんやらで、テンションがあがってるらしい。


「で、これが花はな嫁よめさん。どーよ」


　イッコが、自慢気に手を向ける。その先には、スカートがやたらと大きい、純じゆん白ぱくのウェディングドレスを纏まとった、ノンの姿。


　ノンは、何も言わず。ただ、静かに微笑ほほえんだ。


「……っ」


　そのノンの微笑を喰くらったオレ達男衆は、途と端たんに、何も言えなくなってしまう。


　はあ……凄すごい……。なるほどー。ウェディングドレスって、他の洋服とは、また、別っていうか……別格なんだ。もう、雰ふん囲い気き……オーラが全然違ちがう。


　なんていうか……そう、天使とか、そういう生き物が出してそうな、普段とは違う聖せいなるオーラが出てるよ。


「ちょっと！　男子、なに鼻の下伸のばしてんのよ！」


　バァン！　バァン！　オレとジャンの背中が、強きよう烈れつにはたかれる。


「痛いってぇぇぇ……」


「べ、別に、鼻の下なんか」


「ま、こんだけ似合ってりゃ、男じゃなくてもうっとりするけどね……」


　イッコが言う。なら、はたくなよ……。


「デクさん……」


「ノンさん」


　ウェディングドレスを着たノンの手を、タキシード姿のデクさんがやさしく握にぎる。


　そのまま、静かに見つめ合う二人。……絵になるなぁ。なんか、泣きそう……。


「さぁて、観客も待ってることだし！　お披ひ露ろ目めといこうよ！」


　イッコが弾はずんだ声で言う。


　ノンと、デクさんは、黙だまって頷うなずき。


　観客の待つ大おお穴あなへと、ゆっくり歩いて行った。





　　　　※




　ワァアアアアアアアアアアアア！


　ウェディングドレスを着たノンが姿を現した瞬しゆん間かん、凄すさまじい歓かん声せいが巻まき起こった。


　うわぁ、ちょっと待たせたのに、観衆の数は、減へるどころか、ますます増ふえてる。何百人集まってるんだ……？


「あぁ、みなさん、お静かに、お静かに。お待たせしました。こちらが、花嫁のノン。それから、花はな婿むこの、デクさん。この二人の、結婚式を、今からとりおこないたいと思います！」


　ワァアアアアアアアアアアアア！


　サンク・マリカが震えるくらいの大歓声！　こ、こんなに騒さわいじゃって、大だい丈じよう夫ぶか？


「えー、それでは、花婿は、さっき結婚に対する覚悟を語ってくれましたので。今度は、今度こそ、花嫁から結婚の挨あい拶さつをしてもらおうと思います。ノン！」


　イッコに呼よばれ、ノンが、一歩前に出る。


　パチパチパチパチ……嵐あらしのような大拍はく手しゆが巻き起こる。


　ノンは、静かにその拍手が収おさまるのを待ち。やがて、サンク・マリカ周辺が静まり返ったのを見計らって、話を始めた。


「えー、みなさんー。おはようございます」


　おはようございまぁぁああす！


　ぺこりと頭を下げるノンに、凄まじい数の挨拶が返ってくる。


「あははー。えーっと。私は、実は、けっこうボーッとしてたりします」


「知ってるよー！」


　観客の誰かが、そうツッこんだもんだから、ドッと笑いが巻き起こった。


　うん、実は、ではないよな。


「えへへ、ごめんなさいー。そうなんです、昔から、ボーッとしてるんです。だから、いつも、自分で決めなくちゃいけないことを、他の誰かに、先に決められてたりすることが、よくありました」


　ゆっくりゆっくりと話すノン。


　なるほど、まぁ、ノンって、流れに流されちゃう、そういうタイプだよなぁ。


「でも、そんな私が、自分で決めたことが、二つありまーす。


　一つは、武ぶ器き屋や、エクス・ガリバーで働き始めたこと。いろいろ、大変な事じ件けんばかり起こって、今回だって、こんな大騒そう動どうになっちゃったけど……でも、終わってみれば、いつも一生忘わすれられない思い出ばかりが胸むねに残るし、私は、ここで働いてる自分が、けっこう好きでーす」


　終わってみれば、いつも一生忘れられない思い出ばかりが胸に残る……。


　いいこと言うなぁモウ！　ノン、そんな風に考えてたんだ。


「もう一つ、自分で決めたことがあります。それは、デクさんとの結けつ婚こんです」


　ノンが、チラッとデクさんを見て。そして、すぐに視し線せんを観客に戻もどす。


「最初は、お父さんが持ってきた、結婚の話がきっかけだったけど……結婚しようと決めたのは、私自身の決断です。


　デクさんは、カッコよくて、優やさしくて……。でもなにより、私が死んじゃう、その最後の一瞬になっても、ノンさんが一番大好きだよ！　って言ってくれる気がするから……私はデクさんを選びました」


　オォォォ……観客席から、感かん嘆たんのどよめきが起こる。


　ノンと、デクさんは、ちょっと照れくさそうに、頰ほおを染そめる。


　ノンは続けた。


「えっと。私は、エクス・ガリバーで働くことと、デクさんと結婚することは、自分にとって一番いい選せん択たくだと思ったし、これからも思うだろうし……なにより、自分で決めたことだから、きっと最後の最後まで、私はいい決断をしたな、幸せだな、と思うと思います」


　ノン……温あたたかい視線が、ノンに集まる。


「でも、そうなると今度は私達、なんでもかんでも幸せだ、幸せだ、って言って、危あぶない崖がけの方にフラフラ歩いて行きそうな気がします。そんな時は、みなさん、どうか私とデクさんを叱しかってやってくださいね。


　長くなりましたが。これからも、まだまだ未み熟じゆくな私達を、よろしく、です。これで挨拶を終わりまーす」


　ペコリ、ペコリ。


　ノンとデクさんが、同時に頭を下げた。


　パチ……パチ……。


　パチ、パチ……パチ、パチ……。


　パチパチ、パチパチ、パチパチ、パチパチ。


　パチパチパチパチパチパチパチパチ!!


　次第に大きくなっていく拍手の音。


「お、おわぁ」


「すっごぉ」


　最終的には、ザアアアアアア──まるで大雨みたいな拍手に発はつ展てんする。


「いいぞ、ノンちゃん、最高ぉぉ！」


「ノンちゃん、デクさん、お幸せにぃ！」


　ワァアアアアア！　拍手の音に混まじって、様々な祝福の言葉がノン達に寄せられる。


　クッソー、結婚式っていいなぁ！　まず、結婚する二人は、もう世界で一番幸せだろうし、周りにいるオレ達だって、なんかもうやたらと幸せな気分になってくる！　ああもう、みんな、どんどん結婚式すればいいのに！


　……ん？　ふと、オレとイッコの目が合った。


「……どうなの、イッコは？　結婚式とか」


　オレは、なんだかよくわからない質問をイッコにぶつける。


「ん～？　アタシは、サンク・マリカを買う負ふ担たんになっちゃうから、あんまり結婚はしたくないんだけど……」


　大歓声に応こたえるノンを見つめながら、イッコが言う。


　そっかー。……軽くショック。


「でも、あのノンの姿すがた見てると……結婚もいいかな、なんて思っちゃうよね」


　イッコは、どこか清すが々すがしい笑顔でそう答えた。……軽く嬉うれしい。


「そうだ！　新しん郎ろう新しん婦ぷ、誓ちかいのくちづけはどうなったんだよ！」


　観客の誰だれかが、そう叫さけんだ！　次の瞬しゆん間かん！


「くっちづけ！　くっちづけ！」


「くっちづけ！　くっちづけ！」


　驚異的なコンビネーションで、サンク・マリカの周りの人間全員が口をそろえ、くちづけコール！　みんな、こういうの好きなんだなぁ。


「え～～」


　ノンが、泣きそうな笑顔になり、オレ達に助けを求めた。


「な～に言ってんの。夫ふう婦ふが、くちづけくらいで臆おくしてどーする！　やったりなさいよ！」


　イッコが、意地の悪いスマイルで、ニヤニヤとノンをはやしたてる。


　そして、そのイッコの隣となりにいた大男、ドノヴァンが、低い声で、


「くっちづけ。くっちづけ」


　とボソボソ、リズムを取り始めたからたまらない！


「はい、くっちづけ！　くっちづけ！」


　一秒でイッコが便乗。


「くっちづけ！　くっちづけ！」


　面おも白しろくなってきた！　オレとジャンも便乗する。


　おお、ジャンのヤツ、くちづけを煽あおれるくらい、吹ふっ切れたのか！


「ほら、ケンジくんも！　くっちづけ！　くっちづけ！」


「……くっちづけ！　くっちづけ！」


　ミニィちゃんに催さい促そくされ、ぷいっとヨソを見ながらだけど、とうとうケンジまでもがくちづけコールを始めた。


「くっちづけ！　くっちづけ！」


「くっちづけ！　くっちづけ！」


　外からも中からも、容よう赦しやのないくちづけコール！


「あーんもーぅ、みんな、他ひ人と事ごとだと思ってー。デクさーん」


　泣きそうな笑顔のまま、隣のデクさんに助けを求めるノン。


　しかし、デクさんはもう、完全にその気になっていた。


「ノ、ノノノ、ノンさん！　やったりましょう！」


「え～～!?」


「ここでくちづけしなけりゃ、男じゃないですばい！」


「なんなのソレ～～!?」


　デクさんは、ガクガクブルブルと震ふるえながら、ノンの肩かたに両手を置いた。


「ん、んではではでは。デ、デク・ライアン！　突とつ撃げきします！」


　スッ──ノンに向かって顔を近づけるデクさん。


　ぐっ、と目を閉とじる、ノン。


　ピタッ。さっきまでの騒さわぎがウソのように、この瞬間だけは静まり返った。


　どんどん縮ちぢまっていく、ノンとデクさんの顔の距きよ離り！


「……ノンさん」


　どんどん縮まっていく、ノンとデクさんの顔の距離！


「……ノンさん」


　どんどん縮まっていく、ノンとデクさんの顔の距離！


「……ノンさん」


　どんどん縮まっていく、ノンとデクさんの……って、さっきから全然縮んでないじゃないか!?　さては、デクさん、土壇場にきてビビッた!?


「もーう。デクさん、よわむし」


　いつまでたっても縮まらない二人の距離に、業ごうを煮にやしたノンが、とうとう先に顔を前に差し出した。一瞬だけ触ふれる、ノンとデクさんの唇くちびる。


　チュッ。かわいらしい音。


　ドサッ。卒そつ倒とうするデクさん。


　ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!


　キスの次の瞬間、他人のくちづけがそんなに嬉しいのか、大聖せい堂どう前の観かん衆しゆうは、狂くるったように超ちよう・大歓声をあげた!!


「きゃああああ！　やった、やった！」


「ノンさんの方から、くちづけしましたよ☆　ミニィ見ました！」


　なんかもう、なにが嬉しいかわかんないけど、なぜかオレ達も、全員で手を取り合って、大喜び。


　こうして、フランの外まで歓声が響き渡ってそうな大騒ぎで。


　前代未み聞もんのお祭り結婚式は、幕まくを閉とじていくのであった……。
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　エピローグ







　ノンが、サンク・マリカの最上階でエクス流の結けつ婚こん式しきを挙げてから、一週間が経たった。


　ホリィが去ったサンク・マリカ大聖堂は、通つう常じよう通りに動き出し、結婚式も、今まで通り、月に数回の開放日に挙げられるようになった。


　ちなみに出て行ったホリィは、ライブウィンドウ・ブレイドの跡あと地ちに現げん在ざい生息中。ドノヴァンのコネで、しばらく煙えん突とつ掃そう除じ夫ふを経けい験けんしてみるらしい。ちょっとはあの根こん性じよう、叩たたき直されてくれるといいけど……。


　そしてノンは。三日前、正式にサンク・マリカで結婚式を挙げた。


　いまはデクさんと二人で新婚旅行に南の島、とやらに行っている。オレ達も式には参加して、そりゃもちろんこの前のお祭り結婚式みたいなハイテンションじゃなかったけど、ノンのお母さんとか泣いちゃって、こぢんまりとしたいい雰ふん囲い気きの結婚式だった。


　結婚式には、あのケンジ大好きマダムも呼よばれてて、そこで軽く話したんだけど、またいつ、第二、第三のライブウィンドウが現あらわれるか分からないから、もっと本ほん格かく的に西二番街かい道どうの繫つながりを強化して、独どく自じのネットワークを築きずく計画が持ち上がってるらしい。


　オレ達はもちろん大賛さん成せいで、協力するつもり。


　その第一回会議に、オレは、イッコとドノヴァンと、いまから三人でデス・ヘッドに向かっているところだった。





「あっ。マーガス。ラッキーコロッケだ」


　デス・ヘッドに向かう途と中ちゆう。ドノヴァンが、急に立ち止まって前方を指差す。


　ドノヴァンが見つけたのは、小さな移い動どう式のコロッケ屋、通つう称しよう、ラッキーコロッケ。


　おお～、久ひさしぶりに見た。ノンと行って以来だ。


「もちろん食べてくでしょ？」


　イッコが言う。


「そうだな、ラッキーコロッケ見つけて食べないヤツは、フランっ子じゃないよな」


「ボク、買ってくる。待ってて」


　どたた、ドノヴァンはラッキーコロッケに駆かけ寄よっていく。


　なんか、ノンと買いに行った時の記き憶おくが甦よみがえるけど……まさか、五〇個こ買ったりしないだろうな、ドノヴァン……。


「そういやマーガス、今日、レンジャー講こう習しゆうはいいの？」


　上着のポケットに手をつっこんだイッコが、唐とう突とつに聞いてきた。


「ん？　ああ、明日もあるし、明日行くよ」


「相変わらず、レンジャーも目指す、エクスも続ける、か……」


「ムシがいいと思う？」


「うん。ムシいいよ、アンタ」


　イッコは苦く笑しようした。


　あはは。でも、いいんだ。レンジャーも目指す、エクスも続ける。ムシがいいって言われるかもしれないけど、この生き方が、一番しっくり来る。一番ピッタリハマる。オレは、このしっくりハマる自分の感覚を、とりあえず、信じてみることにしようと思う。


「ま……アタシにはできない生き方だけど……それならそれで、がんばんな」


　イッコは満足そうに、空を見ながら言う。


　イッコにはできない生き方……確たしかに。


　今でこそ、イッコはまた、普通にエクスで働いてるけど。オレは、ホリィに追い詰つめられた時、イッコが「お金を稼かせげなくなったエクスには執しゆう着ちやくしない」と冷たく言い放ったのを思い出した。


　でも、あの時は単たん純じゆんにイッコは冷たい、と思ったけど……今は、ちょっと考えが変わってるんだ。


　サンク・マリカ大聖せい堂どうを買うべく生きてるイッコは。お金を稼げなくなったエクスに、執着したくないんじゃなく、執着しちゃいけない、と思ったんだ、きっと。


　この前のお祭り結婚式に参加してたイッコを見て、オレは確かく信しんした。イッコは絶ぜつ対たい、オレと同じくらい、エクスで働くことを楽しいと思ってる。でも、そんな感情を押おし殺し、悲鳴をあげる心も無む視しし、イッコはあの時、エクスはゴールじゃない、と言ったんだ。


　きっとこれからも、イッコが何かを犠ぎ牲せいにしてサンク・マリカ購こう入にゆうに近づこうとする瞬しゆん間かんに、オレは遭そう遇ぐうするだろう。


　でもそんな時、オレだけは、イッコも辛つらいって事を、分かっていてやりたい。


「……なによ。人の顔、じっと見て」


　空を見上げてたイッコがオレの視線に気づき、不満気な顔でオレを見てきた。


「ん……イッコの」


「はい、買ってきたよ！」


　イッコに話しかけようとしたオレを遮さえぎって、ドノヴァンがラッキーコロッケから帰ってきた。……別にいいけど、あいっかわらずいいタイミングで出てくるな、お前……！


「んじゃ、食べようよ」


　ドノヴァンは、一人につき一つのコロッケを買ってきていた。よかった、普ふ通つうで。


「サンキュー」


　それぞれにコロッケが行き渡わたり、オレ達はすぐさま、かぶりついた。


　さくさく、と揚あげたての衣ころもの歯ごたえ、甘あまみのあるポテトの味が、口の中に広がる。


「あっ!?」


　いきなりイッコが、大声をあげた。


「な、なんだよ……」


「見て！　ドノヴァンのコロッケ！」


　イッコが、ドノヴァンがかじって、半分なくなったコロッケを指さす。


　そのコロッケは、衣こそ普通だけど、中は草を思わせる緑色──おおおお!?


「で、出たぁ！」


「ドノヴァン！　幻まぼろしのラッキーラッキーコロッケじゃん！」


　オレとイッコは自分のコロッケそっちのけで、ドノヴァンのコロッケに注目する。


「う、嬉うれしすぎるよ……！　こんなラッキーな思いしたの、いつ以来だろう」


　ドノヴァンはブルブルと震ふるえながら、大おお真ま面じ目めな顔で、泣きそうになる。


　そのドノヴァンの顔を見て。オレとイッコは、一瞬顔を見合わせ、次の瞬間。


「大ゲサねー、アンタは！　あはは」


「あ、当たりのコロッケ出たくらいで泣くなよドノヴァン！　お前はホントにぃ」


「だ、だって……」


　ほほえましすぎて、オレ達は思わず笑ってしまう。


　あはは。まったく、やっぱりこいつら面白すぎる！


「だって、ボクが最後に覚えてるラッキーっていえば」


「分かった分かった……」


「これからいいこといっぱいあるって！　だから、泣くな！」


　オレは左から、イッコは右からドノヴァンの肩かたを叩たたき、なぐさめながら。オレ達三人は、西二番街かい道どうを歩いていくのだった。


　ゆっくり、ゆっくりと。










ＥＮＤ







　あとがき




　……と、いうワケで。『七人の武器屋　結婚式をプロデュース！』終了！


　お疲れ様でした！


『結婚式をプロデュース！』いかがだったでしょうか？　もう、えらいエネルギーを注そそぎ込こんだので、言いたいことはいっぱいありますが……その前に、忘れないうちに言っておくことが、ひとつあります。それは、


〝この小説……たまには、帯おびを外して、カバーを見てやってくださいね〟ということ。


「アタシ達のほうが見み栄ばえいいから、あんたら帯の下ね」


「マジかよ!?　オレ、いちおう主しゅ人じん公こうなんだけど……」


　と言わんばかりに、イッコ、ノン、ミニィに目立つポジションを占せん領りようされて、下に追いやられましたが……主人公は、帯の下、一番右にいる少年、マーガスくんです（笑）。他の三人の男子連中もいますので、たまには日の光を浴びせてあげてください……。





　さて、それではあとがき、書いてみたいと思います。なんと前回の倍（！）、あとがきぺージが回ってきましたが、あとがきって案外書くの好きなので、のんびり落ち着いて書いていきますね。





　まず、当然、この『結婚式をプロデュース！』についてのお話から。


　これを書き始めたのは、このあとがきを書いてる約三ヶ月前。まだたった三ヶ月前ですが、あまりに無む我が夢む中ちゆうだったためか、もう最初の頃、自分が何を考えていたかおぼろげにしか覚えていません。


　きっかけは、一巻が出たか出ないかくらいの時期に、担当Ｔさんからメールが来て。


「ノンの結婚式も書いてあげたいですよね」


「それは書きたい！　ていうか書く！」


　てな感じで、一秒で決まったことだったと思います。


　しかし、この小説に出てくるヤツらは、基本的に自分勝手なので、作者は話をまとめるのが大変……。一巻で、自分探しの旅に出ると言ってたヤツがいるから、行かせにゃならんし、勝手に修学旅行に行ってて店にいない女子もいるし……。


　それで、せっかく一冊分書き上げても、今度は主人公マーガスが締しめ切きり近くになり言うのです。


「ごめん、大だい楽らくさん。やっぱりオレ、考え方変えたんだ。だいぶ……半分以上書き直すことになるけど、いい？」


「お前……マジで!?　いまから？　絶対間にあわへんて！　ああああもうでもやるしかない！」


　どいつもこいつも、ホントに自分勝手。


　さらに、そういやこの頃、中ちゆう耳じ炎えんにもなっていました。


　締め切り前に内容を大きく変えるとなると、スケジュールは当然異い常じようにせっぱつまったものになるし、嫌いやでも徹てつ夜やする日が続きますから……。


　次し第だいに、さすがに頑がん丈じようなボクも、体調が悪くなり……鼻の調子なんかもおかしくなり……医者に行くヒマもないので、ほったらかしにしていると、今度は菌きんが鼻から耳のほうまで回り……最終的に、なぜかボクの右耳は、中耳炎になっていたのです。


　医者も、ウッ、これは……と絶ぜつ句くするほど、耳の中が膿うみまくるわ、顔の右半分には二十四時間激痛が走るわ、パンパンに腫はれるわ、熱は出るわ、耳から血と膿が交じったトマトジュースみたいな汁が出続けるわ……間違いなくボクの人生でベスト３に入る地じ獄ごくの体調不良。


　中学高校と、一度も風か邪ぜすらひかなかったくらい頑丈だっただけに、あれはこたえました……。今ではほとんど治なおりましたが、右耳は少し違い和わ感かんが残ってたりします。


　そんな中、よ──やく、『七人の武器屋　結婚式をプロデュース！』は完成したのです。


　でも、苦労したおかげで、最終的には、七人全員が自分達にウソをつかず、根こん拠きよのない自分達の感覚を信じ、まっすぐ自由に前進したお話が書けたと思っています。


　新たなセーシュンの一ページを、五○メートルダッシュのように全速力で駆かけ抜ぬけた七人。そんな七人が、みなさんの心に少しでも入りこんでくれれば、ボクの苦労も少し、報むくわれます……。





　……あの中耳炎地獄を思い出したせいで、ちょっと気分が悪くなってきた……。





　気をとりなおして、それでは次に、ちょっとさっぱりした話わ題だいを。


　先日、お正月が開けた頃、小学校からの悪あく友ゆうと、オーストラリアに行ってきました。


　生まれて初めての海外旅行です。


　オーストラリアの空港で、言葉の通じない職員になかなか通してもらえなかったり。


　泊とまってるホテルの風呂が溢あふれ、部屋の床がずぶ濡ぬれになったので、必死にホテルの人に隠し通したり。


　サイクルショップで自転車を貸してもらえるよう、カタコトで交渉、１００ドル（およそ一万円？）を担たん保ぽにしてやっと自転車を借りて、さあ遥はるか遠くまで走り出そう！　みたいに盛り上がったと思ったら、今度は道路の真ん中で、不ふ審しんな東洋人とでも思われたのか、事じ情じよう聴ちよう取しゆされたり。


　夜の街を歩いていると、メラニーと名乗るやけに陽気な金髪ネーチャンに捕まり、ガイジンがシャウトし、踊おどり狂くるうデンジャラスなバーへ案内されたり。


　最後、ホテルをチェックアウトしようと思ったら、部屋の冷蔵庫に入ってたジュース代を思った以上に請せい求きゆうされて。もはやお金を使つかい尽つくしていたので、二人の財さい布ふから必ひつ死しに小こ銭ぜにを探し、なんとか払いきったり……（ホントにギリギリでした）。


　なかなかスリルと冒険に満ちた、楽しい海外旅行でした。


　印象に残っている光景は、濃こい霧きりが立ちこめ、亜あ熱ねつ帯たい雨う林りんが生おい茂しげる山の頂ちよう上じよう付ふ近きん──スプリングブルックという場所の、小さな洞どう窟くつの中で光る『土ボタル』を見たこと。


　壁かべ一いち面めんに青白く光る土ボタルは、頭じゃなく、本能が感動する光景でした。


　でも、それ以上に感動したのが、単純に、夜、飛行機の窓から見た光景。


　人口の光が届かない完全な暗闇の中に、普段、頭の上に光ってる星空が、真横に──しかも、果てしない数で光ってる。窓から少し下を覗のぞくと、星の光でかすかに輪りん郭かくをあらわしてる、霧のような雲。すっげえ、と一人大興奮！　隣で寝てる悪友を起こしたほど（笑）。


　飛行機くらいでなにそんなに感動してるんだよって思われそうですが、それでも、あの窓から見えた光景が、一番心に焼き付いています。





　しかし、オーストラリアは広かった。そして、なんか人々はのんびりしていました。バスなんかも、時刻どおりにはこないし、それを誰も気にしないし。


　でも、そういうゆったりした時間を感じるたびに、ボクはなぜか『あれ？　自分には、日本のほうが性しようにあってるかも』などと思っていました。


　サーフボードを持って、悩みなんてなんにもないぜって顔で海に向かうあっちのニイちゃんより、過か酷こくな受験勉強でボロボロになったり、通つう勤きん電でん車しやでもみくちゃにされたり、締め切りに追われて歯をくいしばったりしてる日本人の生き方のほうが、人生を完全燃焼してる！　と思ったのかなぁ、たぶん。ちょっと変わってますかね。


　この考え方、一日目にしてオーストラリアにかぶれていた悪友には、


「ウソやん！　絶対オーストラリア人の生き方のほうが楽しいって！　日本は狭せまい！」


　と、即そく座ざに完全否定されましたしね。





　でも、いろんな意味で、海外旅行は行ってよかった。いろいろ考えさせられました。


『七人の武器屋』は、昔のイタリアがちょっとモチーフになってる部分もあるので、いつかはそっちのほうに行ってみたいなぁ……。





　さて、それではそろそろ、『結婚式をプロデュース！』を書くにあたってお世話になったみなさまへ、お礼を言わせて頂いただきます。


　一巻が出たとき、本屋で売うれ行ゆき具ぐ合あいを報ほう告こく、そして最低一人一冊は買ったという息子想いのお父さん、お母さん、妹。その他、大楽一族のみなさま。


　いつもいらんことばかりして、いいカンジに気分転換させてくれる、バイト先の先輩方。


『七人の武器屋』を大量に入にゆう荷かしてくれた、かつてバイトしていた本屋（？）のみなさま。


　最近人付き合いが悪くなりつつあるけど、それでもボクを誘って遊んでくれる、関西・関東の友達、専門の同期や、Ｍ君。


　なにからなにまで面めん倒どうを見ていただいてる、気さくでカラオケもうまい（しかも仕事も早いらしい）完璧パーフエクトな大人おとな、舞まい阪さか洸こう先生。


　作家ではなく、完全に一ファンと化してぺらぺらぺらぺら喋しやべくりまくったにもかかわらず、ボクに遊ぼうと声をかけてくださる、ある意味『七人の武器屋』の親の親といってもいい、深ふか沢ざわ美み潮しお先生。


　そして、同どう業ぎよう者しやという事で、いままで味わったことのない刺し激げきを与えてくれた、とっくにデビューして大だい活かつ躍やくしてる大先生方、ボクより少し早くデビューした先せん輩ぱい方がた。


　同じく十七回目のファンタジア長編小説大賞でデビューの、一番身近で、それでいて最強のライバル、淡あわ路みち帆ほ希まれさん、葵あおいせきなさん、瀬せ尾おつかささん、三み浦うら良りようさん、石いし踏ぶみ一いち榮えいさん。


　ラスト、もちろん、『結婚式をプロデュース！』を買ってくれたあなた！


「みなさま、どーもお世話になりました！　これからもどーぞよろしく！」です！





　最後に、ファンレターについて。


　ファンレターを送ってくれたみなさま、どうもありがとうございました！


　本当に、ファンレターを読んだ瞬間、想像を遥はるかに超こえる嬉うれしさがボクを襲おそいました。


　大げさな表現ですが、ファンレターをうまく使えば、この世から戦争なんぞ消し去れるんじゃないか、と真ま面じ目めに思ったほど。


　マーガスと同じで、人生について悩んでる人なんかもいて、感かん慨がい深ぶかかったです。


　送ったのに、二巻を手に取ってる時点でまだ返事が届いてない方は、近きん況きよう報ほう告こくがてら、もう一度催さい促そくしていただけると幸いです。汚きたない字ですが、いつかお返事いたします。





　さーてさて、長かったですが、それではこの辺りで、あとがき、終わります。


『七人の武器屋　結婚式をプロデュース！』は！


　授じゆ賞しよう式しきだろうが忘ぼう年ねん会かいだろうが、三人そろえばパーティそっちのけで編へん集しゆう部ぶに行って打ち合わせを始める、最強の『七人の武器屋』バカ！


　著ちよ者しやの大楽絢けん太た！　イラストレーターの今こん野の隼史たかしさん！　担当編集のＴ様！


　以上、チーム『エクス・ガリバー』の三人の提てい供きようでお送りしました！


　それでは、夏に入る前に、このお話の続きを届けられるようがんばりますので。


　それまで、お元気で。さよならです。










大楽　絢太
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七しち人にんの武ぶ器き屋や


結婚式をプロデュース！





大だい楽らく絢けん太た
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